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Ⅰ

工

　

事

　

概

　

要

準工業 工業 指定なし

第２種低層 第１種中高層 第２種中高層 第１種住居 第２種住居

近隣商業 商業 工業専用

備　考

工 　事 　名 　称

工 　事 　場 　所

用 　途 　規　 制

NO 名　　　称 構　造工　　種

概　要　説　明

別　途　工　事

建

築

工

事

仕

様

Ⅱ

項　　　目 特　　　記　　　事　　　項章

建　築　工　事　特　記　仕　様　書

一

　

　

般

　

　

共

　

　

通

　

　

事

　

　

項

１

第１種低層

準住居

３　施工に際し、施工手順書である建築工事施工チェックシート(最新版)に従い、提出のこと。

・その他関係法規に基づき安全に施工すること。

と。

・本図は、工事の大要を示すものであるので、詳細位置等については、監督職員と打合せの上、その指示に従い入念に施工するこ

１　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書(建築工事編)(最新版)」（以下「標仕」

　という。）、「公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)(最新版)」（以下「改修標仕」という。）及び「建築物解体工事共通仕様書(最新版)」（以下「解体

　共通仕様書(最新版)」という。)による。国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築工事監理指針(最新版)」及び「建築改修工事監理指針」を参考とする。

２　特記仕様

　(1) 項目は番号に    印のついたものを適用する。

　(2) 特記事項は   ・ 印のついたものを適用する。

　　・ 印のない場合は ※ 印のあるものを適用する。

　　・ 印と ※ 印のある場合はともに適用する。

　(3) 特記事項に記載の（　）内表示番号は、標仕の当該項目、当該表、当該図を示す。

別契約の関連工事5 　受注者は、別途施工する工事別の業者間で互いに連絡を取り、定期的に協議を行い、工事施工上の調整を図ること。また、工事

・本工事は、工事請負契約書及び同約款を遵守し、本特記仕様書を含む図面、標仕により完全に施工する。

　①質問回答書　②現場説明書　③特記仕様書　④図面　⑤標準仕様書

施工基準1

４　施工計画書には、契約者の写し、施工者の写し、搬出先までのルート図、運搬車のナンバープレート一覧を添付すること。

　制及び再利用の促進に努めること。また、再生資源利用〔促進〕計画書及び同実施所を作成し、速やかに報告のこと。

２　「資源の有効な利用の促進に関する法律」（リサイクル法）及び建設副産物適正処理推進要綱を遵守し、建設副産物の発生抑

総括安全衛生管理義務者11 　労働安全衛生法第３０条第２項の総括安全衛生管理義務者を指名すること。

条件明示項目9

電気保安技術者8

　・要　　・不要

する。

技術管理7 　受注者は、建設業法に定める専任の技術者の任命を行い、現場に派遣し技術管理に当たらせること。また、建設工事公衆災害防

6 現場代理人等

　らない。

３　主任（監理）技術者も同様の確認を受けなければならない。 

５　主任技術者又は監理技術者の専任を要しない期間

　付しなければならない。また、変更が生じた場合は、速やかに「現場代理人等変更届」を提出し、同様の確認を受けなければな

４　現場代理人と主任技術者又は監理技術者を兼ねることができる。 

　(1) 請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等を開始するまでの期

　　間）については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。

区分の取り合いについて図示あるも、施工時に必要に応じ協議を行い、連絡を密にすること。

安全対策10

２　工事車両の出入りについては、速度制限を遵守し、危険防止に努めること。また、必要に応じて交通整理員を配置するととも

３　別添仮設計画図・配置図等により示された仮設計画を参考に、受注者にて構造、施工方法について十分検討の上、事前に協議

　を行い、関係法令に従い安全堅固に設置すること。

５　受注者は、過積載等の違法運行防止を図るため、道路交通法を遵守する旨を記載した施工計画書を提出すること。

６　建設機械は、国土交通省指定の低騒音型建設機械（標識を見やすい箇所に表示すること。）を使用すること。

工事実績情報の登録

(ＣＯＲＩＮＳ)

4 　受注者は、工事請負代金５００万円以上の工事について、工事実績情報サービス(ＣＯＲＩＮＳ)入力システムに基づき、「工事

　(1)工事受注時　　　　　契約締結後１０日以内

　(2)工事内容の変更時　　変更契約締結後１０日以内

　(3)工事完成時　　　　　工事完成後１０日以内

カルテ」を作成し、監督職員の確認を受けた後に、次に示す期間内に、㈱日本建築情報総合センター（ＪＡＣＩＣ）に提出すると

3 官公署その他への届出 　本工事における、官公庁の各検査、完了に係る消防法等全ての法的検査は、受注者にて行うものとする。また、その費用（手数

料とも）は、一切受注者の負担とする。

2 適用基準等

１　工事車両の出入りについては、現場協議の上、決定し、安全管理員を配置して危険防止に努めること。

　なお、変更時と完成時の間が１０日に満たない場合は、変更時の提出を省略できるものとする。

１　原則として、現場代理人は、他の工事と重複して従事することはできない。ただし、工事準備等を含め、工事現場が不稼動で

　付しなければならない。また、変更が生じた場合は、速やかに「現場代理人等変更届」を提出し、同様の確認を受けなければな

２　現場代理人は、監督職員に受注者との直接的な雇用関係の確認できるもの（健康保険証の写し等）を「現場代理人等届」に添

１　本工事に使用する特定建設資材及び排出する特定建設資材廃棄物については、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法

　律（建設リサイクル法）を遵守し、分別解体及び再資源化を実施すること。

３　受注者は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」を遵守し、同法第１２条の３によるマニフェストシステムにより的確に実

　施すること。

４　喫煙等については、事前に協議を行い、一定の場所を指定し、火元責任者を配すること。

　(2) 工事請負契約書（以下「契約書」という。）の規定に基づく完了した旨の報告を受け、完了確認した翌日から契約期間満了

　　までの期間については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。 　　　                         

　ある期間は、常駐の必要はないが、現場の保全を行い、緊急時の対応を速やかに取れる体制を確保すること。

　工事現場に置く電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、電気工作物の保安の業務を行うものと

・本工事の優先順位は、公共建築工事標準仕様書（１.１.１）に示す以下の順とする。

２　材料及び工法の変更により、建築基準法第６条第１項「計画の変更に係る確認」の申請(法第１８条第２項においての適用を含

　む。)又は「軽微な変更の届け」の届けの必要が生じた場合は、申請手数料も含めて、受注者の負担にて遅滞なくこれを行うこと。

　受注者は、工事の内容に応じた火災保険、建築工事保険等を工事目的物に付するものとする。

発生材の処理等12

産業廃棄物の処理13

と。

　受注者は、産業廃棄物を適正に処理するに当たり、以下の事項を含め、事前に監督職員に施工計画書を提出して承諾を受けるこ

そ の 他 の 規 制

工 事 期 間 ・ 限 契約工期による。

東 近 江 市

ともに、センター登録の「登録内容確認書」の写しを監督職員に提出すること。ただし、期間には、土曜日、日曜日、国民の祝日

に関する法律に定める国民の祝日、年末年始を除く。

止対策要綱を遵守すること。

１　部分的な設計変更、一部の追加工事等に関して、請負代金に増減が生じた場合、受注者は、施工に先立ち工事費の増減を精算

　した内訳明細書を提出し、監督職員の承諾を受けること。

　に近隣家屋に騒音、振動等公害発生のなきよう留意し、工事全般に万全の対策を講ずること。さらに、実施運営についても担当

　者と協議を行い、支障のなきよう努めること。

※　構外搬出適切処理　　・指定（　　　　　）

・東近江市　都市整備部　施設建築課　工事管理マニュアル（最新版）

・建築工事監理指針・建築改修工事監理指針（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修　最新版）

・工事写真の撮り方(建築編)営繕工事写真撮影要領・同解説（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　最新版）

版）」による。完成写真の撮影場所は、監督職員の指示による。しゅん工写真は、アルバム製本にて提出すること。

　工事写真の撮影要領は、「工事写真撮影ガイドブック（建築工事編及び解体工事編）（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修最新

　使用電力、燃料等の使用を抑制し、効率的な施工計画を立て、省エネルギー施工に努めること。

　

　努めること。

　ること。その場合、適正な価格で請け負わせ、下請代金は、適正な期間内に支払うこと等、下請契約、下請代金支払の適正化に

　受注者は、工事の内容に応じた火災保険、建設工事組立保険等を工事目的物に付すとともに、第三者等への損害についても補償

する保険に加入すること。

28 保険等

「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」に従い、施工体制を講じること。施工体制点検29

　と。(現場事務所等での事務用品も含む。)

２　工事施工に必要な建設用資材や建設機械を購入又は借入れする場合は、極力地場調達するなど、施工に当たって配慮をするこ

１　本市発注の建設工事等の施工に当たり、下請契約する場合には、できる限り東近江市に本店を有する業者へ発注するよう努め

　市内下請業者・市内材料調達の促進について27 市内下請

・材料調達の促進

いると疑わしい車両を発見したときは、速やかに監督職員にその旨報告すること。

　受注者は、電波法を遵守し、不法無線局を搭載した工事車両を使用しないものとし、工事現場において、不法無線局を搭載して不法無線局の排除30

　受注者は、施工に先立ち地元自治会、近隣住人等に工事施工内容の説明を行うこと。31 地元説明会

近隣家屋・工作物等についても調査を行うこと。

ること。万一、損傷等が生じた場合は、受注者の責任において現状に復旧すること。また、受注者自ら必要と思われる図示以外の

　受注者は、工事の着手前及び完了後に、図示部分の近隣家屋・工作物等の調査を実施し、工事の起因する損傷等の有無を確認す32 近隣家屋の調査

　バリアフリー化に当たっては、「だれもが住みたくなる福祉滋賀のまちづくり条例」を遵守すること。33 バリアフリー

　工事着手前に製本を作成し、監督職員に提出のこと。　指定サイズ（Ａ１又はＡ３）　４部34 設計図の製本

　施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。35 施工図等の取り扱い

36 環境配慮

ない。また、その費用(手数料とも)は、一切受注者の負担とする。

　設計図書に明記なくとも、機能上、構造上当然必要と認められる軽微な変更及び追加工事においては、請負金額の増減対象とし37 軽微な変更

26 設計ＧＬ ※図示　　　・現場にて指示

０×２１００）以上とする。

　工事管理写真はカラーとし、その内容が明確に判別できるものとする。デジタルカメラの総画素数は６００万画素以上（２８０

※完成図(しゅん工図)提出部数　※４部　　・　　部（原図訂正した図面）

しゅん工写真

督職員の指示による。）

　しゅん工引渡し時に、取扱説明書等必要書類を必要部数作成し、ファイリングして提出すること。（部数、詳細については、監

パラジクロロベンゼン、アセトアルデヒドの濃度を測定し、報告する。測定は、パッシブ型採取機器により行う。

　なお、責任施工のものは、請負契約者・施工下請業者・材料製造所の連名書とする。

　各種検査を必要とするもの、責任施工のもの等は、各合格書、保証書、その写し各２部を提出すること。23 各種検査合格書等

※保全に関する資料　提出部数　※２部　　・　　部

※施工図　　　　　　提出部数　※１部　　・　　部 (指定サイズ及び電子媒体（ＣＤ－Ｒ））

※施工計画書　　　　提出部数　※１部　　・　　部

22 完成時の提出図書

　工事施工途中において、適宜中間技術検査を行う。21 技術検査

測定箇所数　　　　○箇所（監督職員の指示による。）　　　　　　・図示　　　　　

着工前の測定　　　※行わない　　　・行う　測定対象室　　　　・図示　　　　　

　施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン、20 化学物質の濃度測定

24 取扱説明書の作成

　必要に応じ撮影する。

　・　　・１０・ ３０

備　　　考提出部数撮影箇所分類・規格

　ファイル形式をＪＰＥＧとし、ＤＶＤ－Ｒにて提出すること。

　・　　・５　・７

  ・３　・６　・９

　・　　・９　・１２

　・５　・９　・３０

2

1

1

1

1

25 工事写真

　

・サービス版 　状況によりつなぎ写真

区　分

着工前

工事中

完成時

定期提出

・サービス版　　※キャビネ版

・サービス版

・サービス版

・サービス版

　完了届提出用

　工事月報用

　主として外観

　主として内観・サービス版　　※キャビネ版

1

※東近江市の求める書類とする。【データとも提出（ＪＷＷ及びＰＤＦ形式）】

建築材料等14

(1.1.7)

　建築材料等は、極力市内産品を選定することとし、製品等は、特記されたもの又は同等品以上とする。ただし、同等品以上とす

る場合は、監督職員の承諾を受けること。

(1.1.1)

(1.1.1)

(1.1.3)

　屋内で使用する各種塗料類、接着剤類、その他の材料のホルムアルデヒド放散量はＦ☆☆☆☆とする。あわせて、その他室内空

特別な材料の工法17 　標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。

材料の品質等15

　（1）品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

　（2）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　（3）安定的な供給が可能であること。

　（4）法令等で定める許可、認可、認定、免許等を取得していること。

　（5）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　（6）販売、保守等の営業体制が整えられていること。

　なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる資料又は外部機関((社)公共

建築協会等）が発行する「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」の評価書等の写しを、監督職員に提出して承諾を受けるもの

とする。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合は、この限りではない。また、備考欄に商品名が記載された材料は、当

該商品又は同等以上の品（以降、同等品と記す。）を使用するものとし、同等品を使用する場合は、監督職員の承諾を受けること。

材料等の保管16 　シンナー等については、工事現場に放置することなく、保管を厳重に行い盗難を防止するとともに、保管数量についても、作業

前、作業終了後の確認等、確実な管理を行うものとする。

適用工事種別

技能士19

技能検定作業

18 材料の検査に伴う試験 　試験は、公的試験場で行うものとし、その場所の決定に当たっては、監督職員の承諾を受けること。

品、材料の利用にも努めること。

(1.1.4)

(1.3.3)

(1.3.11)

気汚染（揮発性有機化合物）対策として、その原因となる物質の含有量が低濃度である材料を選定する。（標仕を参考とすること｡

）さらに、環境配慮の視点から、グリ－ン購入法に基づくエコマ－ク商品や建設リサイクル法により再資源化されたリサイクル製

　本工事に使用する材料は、設計図書に定める所要の品質及び性能を有するものとし、ＪＩＳ又はＪＡＳマークの表示のない材料

及びその製造者は、次の（1）から（6）の事項を満たすものとする。

38 建設業退職金共済制度 　建設業退職金共済制度に加入し、その掛金収納書の写しを監督職員へ提出すること。また、「建設業退職金共済制度適用事業主

工事現場」の標識を建設現場に掲示すること。

不当介入の防止 　東近江市の発注する建設工事等における暴力団員等による不当介入の排除について

（「不当介入に関する通報制度」の徹底について）  

その他

 ・工事関係書類等は、書面にて残すこと。工事関係者は腕章を付けるなどして、容易に区別できるようにすること。

工法の提案

　時点で、速やかに警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行うものとする。

３　受注者は、暴力団員等による不当介入を受けたことが明らかになり、工程等に被害が生じた場合は、監督職員と協議するもの

　する。

２　受注者は、前項により通報を行った場合には、速やかにその内容を記載した通報書(別記様式第１号)により所轄警察署に届け

１　受注者は、暴力団員等（暴力団の構成員、暴力団関係者、その他市発注工事等に対して不当介入をしようとする全ての者をい

　う。）による不当介入（不当な要求又は業務の妨害)を受けた場合は、断固としてこれを拒否するとともに、不当介入があった

 ・部分使用については、竣工検査までに、使用する場合は、検査員の検査を行う。検査の指示に従い、書類を用意すること。

 ・質疑については、所定の様式でやりとりを行うこと。

 ・建築工事下請人報告書、施工体制台帳等届出書（施工体制台帳、施工体系図）再下請通知書について、金額にかかわらず提出す

　ること。

　出るとともに、監督職員に報告するものとする。また、受注者は、以上のことについて、下請請負人(再委託の協力者を含む。)

　に対して、十分に指導を行うものとする。

39

40

41

 ・標準仕様書　１章　各章共通事項（1.5.8）工法の提案

足　場

養　生

仮設間仕切り

監督職員事務所

仮囲い

工事用水

工事用電力

仮設計画書

（1.7.1から3）（表1.7.1）

（1.6.2）

（1.5.9）

（1.4.1）

（1.4.2）

（1.4.6）

（1.5.2）

（1.4.5）

出隅・入隅目地幅（mm）※ ２０　 

断熱工法の断熱材　　材種(　　　　　)　厚さ（mm）　※　２５　　

厚さ(mm)

厚さ(mm)

・ Ｙ－１　・ Ｙ－２

・ Ｘ－１　・ Ｘ－２

８

コ

ン

ク

リ
ー

ト

ブ

ロ

ッ

ク

・

Ａ

Ｌ

Ｃ

パ

ネ

ル

１

ブロックの種類

２ 各部の配筋

３ ＡＬＣパネル

・ １００　　・ １２０　 　・ １５０

・ 空洞ブロック　　・　型枠上ブロック

種　類 厚さ(mm) 耐火性能等 備　考

外　壁

建築用コンクリート

 

４

種　別　　・ Ａ種　 ・ Ｂ種

種　別　　・ Ｂ種　 ・ Ｃ種　 ・Ｄ種　 ・ Ｅ種

※ノンアスベスト品（ＪＩＳ　Ａ　５４４１規格品）

※塗装品　　　・　無塗装品　　　厚さ：

５ 外壁サイディング

９

　

防

　

水

　

工

　

事

・ １　種　 　・ ２　種　 　※ ３　種　　・４　種

・ ９４０ ※ １５００

※ Ｌ－３０×１５×２．０　　・ Ｌ－４０×１０×２．０

改質アスファルト２

合成高分子系

接着工法

固定方法

機械的

３

種　別

・ Ｓ-Ｆ１ ・ ＳＩ-Ｆ１

・ Ｓ-Ｆ２ ・ ＳＩ-Ｆ２

・ Ｓ-Ｍ１ ・ ＳＩ-Ｍ１

・ Ｓ-Ｍ２ ・ ＳＩ-Ｍ２

・ Ｓ-Ｍ３ ・ ＳＩ-Ｍ３

塗膜防水４

５ ケイ酸質系塗布防水

・ Ｃ－ＵＩ　・ Ｃ－ＵＰ

シーリング６

接着性試験

浸透性はっ水剤

(外部打放し化粧部)

脱気装置

Ｆ Ｒ Ｐ 防 水

オーバーフロー管

止水板

責任施工及び

保証期間

７

８

９

10

11

12

13

形　　　状

種　　　別

厚さ（mm）

耐　力　壁

帳壁 ・ 塀

・ Ａ種（０８）　・ Ｂ種（１２）　 ※ Ｃ種（１６）　・Ｃ種防水（１６W）

間仕切り

屋根用

床用

・ 外壁パネル工法

種　　　別

・　外壁パネル工法　　　　・ Ａ種　 ・ Ｂ種

・　間仕切壁パネル工法　　・ Ｂ種　 ・ Ｃ種

アスファルト

アスファルトルーフィング

端部押え金物　アルミ製

断熱工法の断熱材

※簡易接着性試験　　　　・引張接着性試験(部位　　　　　　　)

材　　質：　

施工箇所：

材　　質：

種　別（記　号） 施　工　箇　所

ケイ酸質系塗布防水の材料

種　別工　法

断熱工法の断熱材

塗膜防水の材料

立上り部の保護　・　押出成形セメント板t=１５　・　乾式保護材　・　コンクリート押え　・モルタル押エ　・レンガ

 ※１．２　　・１．５

 ※２．０　　・１．５

 ※１．５

 ※１．５

 ※１．２

ルーフィングシート防水

押出成形セメント板

設置数量：　　　　　設置箇所：　

ＳＵＳ製

・  構造図による。（交差部、端部（開口部）は標仕による。）　　・　別図による。

・  構造図による。　　　　・　別図による。

材　　料　　　※ 標仕による。

防水工事は、責任施工とし、保証期間は、次のとおりとする。

図中印箇所に施工。ただし、印なき箇所も必要と思われる所は、施工すること。

・ 間仕切壁パネル工法

単位荷重(N/ｍ2)

防水層の種類 種　　　別
施　工　箇　所

・ ウレタンゴム系塗膜防水

・ ゴムアスファルト系塗膜防水

１ アスファルト防水 防水層の種類 種　　　別

・Ａ－１　　　・Ａ－２　　　・Ａ－３

・ＡＩ－１　　・ＡＩー２　　・ＡＩ－３

・Ｂ－１　　　・Ｂ－２　　　・Ｂ－３

・ＢＩ－１　　・ＢＩー２　　・ＢＩ－３

施　工　箇　所

・Ｄ－１  ・Ｄ－２  ・Ｄ－３  ・Ｄ－４

・ＤＩ－１　　・ＤＩ－２

・Ｅ－１　　　・Ｅ－２

・ＡＳ－Ｔ１ ・ＡＳ－Ｔ２ ・ＡＳ－Ｊ１

・ＡＳ－Ｔ３ ・ＡＳ－Ｔ４ ・ＡＳ－Ｊ２

・ＡＳＩ－Ｔ１　　　・ＡＳＩ－Ｊ１ 

・ 屋根保護防水密着工法

・ 屋根保護防水密着断熱工法

・ 屋根保護防水絶縁工法

・ 屋根保護防水絶縁断熱工法

・ 屋根露出防水絶縁工法

・ 屋根露出防水断熱工法

・ 屋内防水密着工法

屋根露出防水の仕上塗装塗り　　※　行う（ ・ シルバー　 ・ カラー）　・ 行わない

・ 屋根露出防水絶縁断熱工法

・ 屋根露出防水絶縁工法

・ 屋根露出防水密着工法

 ・ ケイ酸質系塗布防水層

防水層の種類 種　　　別
施　工　箇　所

防水層の種類 種　　　別 施　工　箇　所

施　工　箇　所

(2.3.1)

(2.2.4)

シート防水（断熱工法）

（9.5.2),(9.5.3),(表9.5.1)

（9.2.2）

（9.2.2）

（9.2.2）

（9.2.2）

（9.2.2）

（9.3.2）

（9.5.2）

（9.6.2）

（9.7.2）

（9.4.3）

(9.3.2)(9.3.3)(表9.3.1から3),(改修標仕表3.4.1から3）

(9.4.2),(9.4.3),(表9.4.1から2),(改修標仕表3.5.1）

（9.6.2),(9.6.3),(表9.6.1から2)

(9.2.2),(9.2.3),(表9.2.3から9),(改修標仕表3.3.3から10）

・ アスファルト防水　　　　　　　　　　　　　　年間　　・改良アスファルトシート防水　　　　　　　　　　　　　　年間

・ 合成高分子系ルーフィングシート防水　　　　　年間　　・塗膜防水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年間

・ ＦＲＰ防水　　　　　　　　　　　　　　　　　年間　　・ケイ酸質系塗布防水　　　　　　　　　　　　　　　　　　年間

備　考

備　考

備　考

備　考

備　考

備　考

（8.2.2）

（8.2.5）

（8.3.3）

（8.3.2）

（8.4.3）

（8.4.4）

（8.5.2）

（8.5.3）

（8.5.4）

(1.3.7)(1.3.9)

１

２

３

４

５

６

７

８

東近江市農業振興整施設整備工事（建築工事）

風致地区　　自然公園　市街化区域　市街化調整区域　法２２条指定区域　指定なし

1 農業振興施設 新築 鉄骨造

１階

610.99㎡ 610.99㎡

※図示による

ＴＥＬ　　０７４８-２４-１２３４ＴＥＬ　　０７４８-４２-５６１１

ＦＡＸ    ０７４８-４２-８０８０ ＦＡＸ    ０７４８-２４-０７５２

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

東近江市農業振興施設整備工事(建築工事)

 ・定例会では、前回議事の確認、本回工事会議の確認、指示事項、その他質疑等、次回打合せ日程の確認を行うこと。

押

出

成

形

セ

メ

ン

ト

板

工

事

 R7.10.10

意-01

八日市公設市場西側の駐車場に、鉄骨造平屋建ての農業振興施設を整備する工事である。

プレハブ冷蔵庫設備工事,電気･機械設備工事

２

３

４

基礎支持地盤の確認

埋戻し及び盛土

建設発生土の処理

山留め

１

(3.2.3)

(3.2.1)

(3.2.5)

(3.3.1)

　　・ Ａ種　 ※ Ｂ種　・ Ｃ種　・ Ｄ種　　不足分は良質土搬入する。

５

２

　

仮

　

設

　

工

　

事

３

　

土

　

工

　

事

４

　

地

　

業

　

工

　

事

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11 地盤改良

土間下断熱材

床下防湿層

砕石

杭頭補強

場所打ちコンクリート杭

鋼杭

既製コンクリート杭

載荷試験

試験掘削

・ 開放型　　・ 半開放型　　※ 閉そく型（ ・ ペンシル型　　※ 平坦型）

規　格 ・ 材　質

※ＪＩＳ　     　（・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種）

・ 建築基準法の認定品

※　開放型

・　打込み工法　・特定埋込杭工法

・

・ アーク溶接　　・実溶接継手　　・ 

※ ダイアモンドカッター　　・ 油圧カッター　　・ 手ばつり

・ 鋼管杭（種類：　　　）　・ Ｈ形鋼杭（種類：　　　）　

・ 

※ 開放型　　・ 半開放型　　・ 閉そく型（ ・ ペンシル型　　※ 平坦型）

・ ダイアモンドカッター　　・ 油圧カッター　　・ 手ばつり　　

※

杭　の　種　類

※ セメントミルク工法　・　打込み工法　・特定埋込杭工法　

ポリスチレンフォーム敷き　厚さ３０mm　梁側立下げ５００mm以上

(4.6.2)

(4.3.2)

(4.2.4)

(4.2.3)

(4.2.2)

(4.4.6)

（4.5.5)

(4.3.8)

(4.4.3)

(4.6.2),(4.6.5)

（別図1.1)

(4.5.1),(表4.5.1)

(4.3.3から5)

(4.3.3から5)

　杭の本数　　　　　※ 最初の１本　　　　・監督職員の指示による。　○　箇所

　施工法

　杭先端の形状

　継手

　杭頭の処理

　鋼杭の種類

　杭先端の形状

　施工法

　杭先端の形状

　継手

　杭頭の処理

　コンクリート種別　　　・ Ａ種　　・ Ｂ種

　コンクリートの設計基準強度　　　　　　　Ｎ／ｍｍ2

　掘 削 工 法 ・ アースドリル工法　・ リバース工法　・ オールケーシング工法　・ 

　構造図による。

　ポリエチレン系シート敷き　厚さ　０．１５㎜以上　重ね・のみ込み寸法　２５０mm以上

　特記仕様書（２）内装工事の「断熱材」による。

　載荷試験　　　　・一軸圧縮試験　　・平盤載荷試験　　

　品質確認試験　　　・一軸圧縮破壊試験(　　　　　　　)

　　　　　　　　　　・六価クロム溶出試験

特記なき地業工事

特記なき土工事

６

　

コ

　

ン

　

ク

　

リ

　

ー

　

ト

　

工

　

事

５

　

鉄

　

筋

　

工

　

事

２

３

４

５

６

７

８

９ あと施工アンカー

土間コンクリート補強

圧接完了後の試験

各部配筋

鉄筋の継手

加工及び組立

溶接金網

鉄筋の種類

１ 特記なき鉄筋工事

備考施工箇所 アンカー種類 径 耐力長さ

※ 入れる　　　・ 入れない　　

KN

(5.3.4)

(5.2.2)

(5.4.10)

(別図 5.11)

(5.3.1から4)

(5.2.1),(表5.2.1)
　※ 異形鉄筋(ＪＩＳ Ｇ３１１２)

　※ ＳＤ２９５A 　　　　　　・Ｄ１０　・Ｄ１３　・Ｄ１６　・Ｄ１９

　・ ＳＤ３４５  　　　　　　・Ｄ１９　・Ｄ２２　・Ｄ２５　・Ｄ２９

　・ ＳＤ３９０  　　　　　　・Ｄ２９　・Ｄ３２　・Ｄ３５　・Ｄ４１

　・ 建築基準法第３７条の規定に基づき認定を受けた鉄筋

　網目形状寸法( ※ １５０*１５０　・ １００*１００)　　径( ※　６　・ ８）

　・ 別図による。　　　　・ 構造配筋標準図による。　　　・ 標仕による。

　・ 重ね継手　　　　　　・ 機械式継手　　　　　　　　　・ 溶接継手

　・ ガス圧接継手　 ＳＤ ３４５（径 １９ ㎜ 以上）Ｄ１９からＤ２５、 ＳＤ ３９０　Ｄ２９からＤ３２

　・ 構造図による。　　　・標準仕様書による。　　　　　　・別図による。

　（圧接部分の外観は、全数検査とすること。）

　※ 超音波探傷試験による試験　　　　・ 引張り試験による試験　　

　内部足場　　　種別(　※ 脚立、足場板等　　・ ローリング足場　　・ 単管本足場　　・ 棚足場)

　外部足場　　　種別(　※ 枠組本足場　　・ くさび緊結式足場　　・ 単管本足場　　・ 棚足場)

　メッシュシートによる養生　　　※ 行う　　　・ 行わない

　材料、搬出等の運搬(　・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種　　・ Ｄ種　　・ Ｅ種)

　必要に応じて室内外の壁、天井、床等シートで養生する。

　溶接作業を行う場所については、防災シートを使用し、防火対策を講ずる。固定家具、備品の移動・ 行う・ 行わない

　種別(　・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種)　下地(　　　　)　仕上げ(　　　　)

　・ 設ける　　　・ 設けない

　監督職員事務所の規模　（　・ １０ｍ2 ・ ２０ｍ2 ・ ３５ｍ2 ・ ６５ｍ2 ・ １００ｍ2 ）程度

　※ １０名程度の打合せスペースを確保する。現場事務所と兼用を認める。

　・ 図示による他鉄板塀、金網塀、板塀等の仮設計画を立案し、監督職員と協議すること。

　構内既存の施設　　　・ 利用できる （ ・ 有償　・ 無償 ）　※ 利用できない

　構内既存の施設　　　・ 利用できる （ ・ 有償　・ 無償 ）　※ 利用できない

　工事の着手に先立ち、仮設計画書を作成して監督職員に提出する。

　※ 構造特記仕様書による

　根切り完了後､監督職員の承諾を得て施工する｡また、支持地盤で設計支持力が得られないと見込まれる場合は、監督職員と協議

　の上適切な処置を取ること｡

　種　　別

　・ 構内指示場所敷きならし 　・ 構外指示場所敷きならし 　　※ 構外搬出適切処理  

　・ 自立鉄鋼板　　　　　　　 ・ 切梁腹起し鉄鋼板

　※ 構造特記仕様書による

　・ 杭載荷試験　　　○箇所　　　載荷荷重：○○○KN　　　試験方法

　・ 平板載荷試験　　○箇所　　　載荷荷重：○○○KN　　　試験方法

　※ 構造特記による。

　・ 無筋コンクリート地業　　・セメント系固化材攪拌　　・ソイルセメント杭

　※ ＲＣ－４０

　※ 構造特記仕様書による

コンクリートの強度

軽量コンクリート

型枠

レディーミクスト

コンクリートの種類

コンクリ－ト中の

塩分測定

２

１

３

４

５

６

７

８

９

1 0

特記なきコンクリート工事 　※ 構造特記仕様書による

　※ Ⅰ類 　　　・ Ⅱ類

　普通コンクリート

スランプ値(cm)構造強度補正値

標仕による

標仕による

標仕による

施　　工　　箇　　所

構造特記仕様書による

土間、捨コンクリ－ト、外構

・ １８　･ ２１　・ ２４ 

・ ２７

※ １８

設計基準強度Ｆc（Ｎ／ｍｍ2 ）

(6.2.1)

(6.2.2)

　調合管理強度＝Ｆｃ＋Ｓ

　Ｆｃ　設計基準強度　、Ｓ　構造体強度補正値

セメントの種類 　※ 普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

　・ 早強ポルトランドセメント

　・ 

混和材

コンクリート打放し仕上

伸縮目地・誘発目地 　モルタル伸縮目地・クラック誘発目地は、特記による。(監督職員と協議の上、施工のこと。)

　シーリング打設の後、仕上を行うこと。

　混和剤の種類　　　　　※ ＡＥ剤、ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤、膨張性混和材

　打放し仕上げの種別　　・ Ａ　種　　※ Ｂ　種     ・ Ｃ　種

　標仕による。

　設計基準強度（Ｎ／ｍｍ2　）　・　

　種　　　　別   ※ １種　　・ ２種

　基礎及び各躯体打設ごとに行う。

　気乾単位容積質量（ton／ｍ3 ）　　※ １．８　　・　　　　　施工箇所：

（6.5.4),(表6.10.1)

(6.8.3)

(6.10.2)

(6.2.2)

(6.10.1)(表6.10.1)

(6.8.1)

(表6.2.4)

(6.3.1)

(6.3.1)

７

　

鉄

　

骨

　

工

　

事

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

特記なき鉄骨工事 　※ 構造特記仕様書による

工場１回、現場１回塗

※　屋内　 （ＪＩＳ　Ｋ　５６７４ ）　　・　屋外（ＪＩＳ　Ｋ   　  ）

　　（ ・ Ｓ ・ Ｈ ・ Ｍ ・ Ｒ ・ Ｊ）以上で監督職員の承諾する工場

　※ 構造物製作認定工場の認定グレード

　※ 適用する　　・ 適用しない

　規　　　格　　　　※ ＪＩＳ規格　　・ 建築基準法認定品(　　　　　　)

　種　　　類　　　　※ トルシア形高力ボルト（建築基準法認定品）

　　　　　　　　　　・ ＪＩＳ形高力ボルト　・ 溶融亜鉛メッキ高力ボルト（建築基準法認定品）

鉄骨の製作所

施工管理技術者

鋼材の種類

高力ボルトの種類

アンカーボルト

ターンバックル

工作図

溶接部の試験

デッキプレートの溶接

錆止め塗装

耐火被覆

アンカーボルト等の設置

柱底均しモルタル

　材　質　・ ＳＳ４００　・ ＳＳＣ４００　・ ＳＴＫＲ４００　・ ＳＴＫ４００　・ ＢＣＲ２９５　・ ＢＣＰ２３５

　　　　　・ ＳＭ４９０　・ ＳＮ４００Ａ　・ ＳＮ４００Ｂ　　・　ＳＮ４９０Ｃ

 

  アンカーボルト及びナットのねじの種類の規格、ねじの等級の規格、仕上げの程度　　　・　標仕による。

  建方用アンカーボルト　　材質(　　　　　　)

  構造用アンカーボルト　　材質(・ＡＢＲ４００　　・　　　　　　)

　胴 の 種 類　　　　※ 割枠式　　　 ・ パイプ式

　ボルトの種類　　　 ※ 羽子板ボルト　　・ 両ねじボルト　　・ アイボルト

　※ ＣＡＤ加工図　　・(　　　　　)

　・ 超音波探傷試験（検査は、第三者検査会社によるものとし、監督職員の承諾を受ける。）

　・ 放射線試験　　　　　　　　　　　　　　　　　（１フレーム当たり８箇所行う。）

　　　ＡＯＱＬ　　　※　４．０％　　　・　２．５％

　　　検査水準　　　※　第６水準　　　・　第（　　）水準　　　・　図示による。

　※ アークスポット溶接　　　　　・ 隅肉溶接

  合成スラブとして使用するデッキプレートの溶接　　　※焼き抜き栓溶接

　塗料の種類

　塗装回数

　ただし、無鉛塗料を使用する場合は、監督職員と協議すること。

・ 半乾式

・ 湿式

・ 耐 火 材 吹 付 け

・ 耐 火 板 張 り

・ 耐 火 材 巻 付 け

・ ラス張りモルタル塗り

ロックウール

・ 無石綿ケイ酸カルシウム板

・ 

建築基準法の指定又は規定を受けたもの

同上

同上

特定の耐火性能を有するもの

種　　　別 材料及び工法 材料及び工法 施工箇所

・標仕１５章２節による

（7.9.2）

（7.8.3）

（7.8.3）

（7.7.8）

（7.6.11）

（7.3.2）

（7.2.7）

（7.2.6）

（7.2.1）

（7.2.2）

（7.2.4）

（7.1.3),(7.1.4）

（7.1.3）

（表7.10.1）

（表7.10.2）

　種　　　別　　　・ Ａ種　　　※ Ｂ種　　・Ｃ種

　工　　　法　　　※ Ａ種　　　・ Ｂ種

　　　　　　　　　※ あと施工アンカーの使用は、原則として認めない。

株式会社 創作舎

東近江市市辺町2533番地



◆　発　注　者　◆

◆ 図 面 番 号 ◆

◆ 工 事 名 称 ◆ ◆ 図 面 名 ◆ ◆ 縮 尺 ◆◆ 設 計 事 務 所 ◆◆ 備 考 ◆ 図 作 者図 作 者確 認 者確 認 者

製 図

最新日
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石

　

工

　

事

施工箇所 石材の種類・品質 仕上の種類産地寸法

１ 石材

その他　※１等　・２等

２ テラゾブロック

３ テラゾタイル

４

アンカーの材質寸法

壁の石張り工法５

床及び階段の石張り６

タ

　

イ

　

ル

　

工

　

事

11
施工箇所１ 材料 形状・寸法 生地 耐凍害性

２ 貼り付け用材料

あと張り工法３

４ 型枠先付け工法

　　※ 標仕6.9.3［材料(b)(2)又は金属製タイル先付け用パネル

　　大形タイル

　・ 二丁掛けタイル

　・ 小口タイル

タイル型枠先付け面のせき板適用タイル種類

５ 伸縮調整目地及び

ひび割れ誘発目地

接着力試験６

その他

タイル製造所８

７

打診検査

 ・ 入れない

施工箇所 部材名称 樹種 品質・等級

施工箇所 部材名称 樹種 品質・等級

品　質　　　　床用　・１等　※２等

種石の種類,大きさ　　　 ・大理石の類　・花こう岩の類

磨き仕上の種類　　　　　・本磨き　・水磨き　・粗磨き

種　　類　　　　　　　　・大理石の類　・花こう岩の類

磨き仕上の種類　　　　　・本磨き　・水磨き　・粗磨き

ロッキング乾式工法用金物　　　　　・スライド材　・ロッキング方式

外壁石張り　　　　　　　石材の厚み　　　　　　　　mm

・　湿式工法

・　乾式工法

内壁石張り　　　　　　　石材の厚み　　　　　　　　mm

・　空積み工法

・　乾式工法

目地材　　　　　　　　　※ 目地モルタル 　　・目地シーリング　　　　石材の厚み　　　　　　mm

床石張りの裏面処理

屋内のワックス掛け

表面仕上げ　　大理石　　※ 水磨き

・　既製調合モルタル(外壁、床)

型枠先付けの種類

※ タイルシート法

・ 目地桝法

・ 桟木法

※ 行う　　　　・ 行わない

※ 入れる

剥離・剥落対策

タイル張瑕疵保証

　乾式固定工法又は受注者の責任により選定する。

・ フロアドレン　鋳鉄製タールエポキシ塗装(・２種　・３種)

・ ハーフドレン　鋳鉄製タールエポキシ塗装(・２種　・３種)

・ 横引きドレン　鋳鉄製タールエポキシ塗装(・２種　・３種)

　※ 行わない 　　　　・ 行う

・　内装用接着剤　ＪＩＳ　Ａ５５４８　Ｆ☆☆☆☆　４０ＶＯＣ基準適合

・図示による。

　※ 行う:ジェットバーナー及びウォータージェット仕上げは、水性樹脂ワックスとする。　・ 行わない

位置,目地寸法　　　　　　・ 別図　　　　・ 標準仕様書　　　　・ 

　建築基準法第１２条に基づく定期報告の対象となる外壁タイル張は、引渡し後３年ごとに調査をし、１０年間の瑕疵保証をする。

2

         樹種及び施工箇所：

         樹種及び施工箇所：

防 露 材

・　横葺　　・　瓦棒葺　　・　平葺　　・　

・　塗装溶融亜鉛ー５％アルミニウム合金メッキ鋼板及び綱帯

・　塗装溶融５５％アルミニウムー亜鉛合金メッキ鋼板及び綱帯

・ 合板　　　　　　　　厚さ(mm) 　・ ５．５　・ １２　・１５ 接着の程度　※ １類　　表面の品質　※ ２等

・ パーティクルボード　厚さ(mm)　※ １５　　・　　　接着の程度　※ １３Ｐタイプ又は１３Ｍタイプ　

※ 標仕表１３．５．４による。　　・ 　　　　　　　

雪止め金物

耐風圧力　　　　　　　　　　　　　　Ｎ/ｍ2

木

　

工

　

事

12

長尺金属板葺２

軒先面戸板　※ あり　・ なし

アスファルトシングル葺４

粘　土　瓦　葺５

責任施工及び

８

９

とい６

７ ドレン

年間

年間

１ 性能 積雪荷重 　　　　　　　　　　　　　　N/m2

木材の使用について

木材の断面寸法

表面仕上げ

木材

１

２

３

４ ※ Ａ種　　・ Ｂ種

※ Ａ種　　・ Ｂ種

防腐・防蟻処理

防虫処理

床材張り

巾木

６

７

８

９

５ 集成材

表示寸法で板材、造作材は仕上がり寸法、構造材はひき立て寸法とする。

・ Ａ種　　※ Ｂ種　　・ Ｃ種

木材の含水率

造作材の等級

※ 行う　　適用範囲:　　　　　　　　　　　　　　内容:

・ 構造用集成材　・　構造用単板積層材　・　造作用集成材　・　化粧ばり造作用集成材　・　造作用単板積層集成材

材種：

屋根葺形式　　

材　　種

厚　　さ

下　　葺

形　　式

材　　種

種　　類

種　　類

種　　類

材　　種

掃 除 口

・

・　

・　ポリ塩化ビニル被覆金属板

・　冷間圧延ステンレス鋼板及び綱帯

・　塗装ステンレス鋼板

一般部　※ 　　　　ｍｍ　・　　　　　　谷部　※ 　　　　ｍｍ　・　

※　アスファルトルーフィング９４０　　・　改質アスファルトルーフィング下葺材

・ 重ね形　　・ はぜ締め形　　・　

３０分耐火　※　あり　　・　なし

　　　　　寸法:　　　　　　　　　　産地:

・　溶融アルミニウムメッキ鋼板及び綱帯

・　塗装溶融亜鉛メッキ鋼板　・　溶融アルミニウムメッキ鋼板　・　

※ 硬質塩化ビニル管　　ＶＰ 　　　・ 鋼管

留付け用部材　　　 ・　亜鉛メッキを施した鋼製品　　　・　ステンレス製品

・　フッ素樹脂塗装ガルバリウム鋼板

耐　力　　　　（Ｎ／ｍ ）

断熱材　※ あり（種別：　　　厚さ：　　ｍｍ　防火性能：　　　）・　なし

断熱材　※ あり（種別：　　　厚さ：　　ｍｍ　防火性能：　　　）・　なし

けらば包み　※ あり（厚さ　　　(ｍｍ)　　幅　　　(ｍｍ)）　・ なし

板　厚　・ ０．６ｍｍ　　・ ０．８ｍｍ

山　高　　　　　(ｍｍ)　　山ピッチ　　　　(ｍｍ)

・ 木材保存剤は、人体への安全性及び環境への影響に配慮した表面処理用木材保存剤とする。

下 葺 材

東 近 江 市

取付け金物

ＬＩＸＩＬ、ＴＯＴＯ同等品以上

間伐材を含め極力市内産を利用することを提案、協議を行うこと。

保証期間

折　板　葺３
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(10.2.1)

(10.2.1)(表10.2.1)

（10.3.2）(10.3.3)(10.5.2)(10.5.3)

（10.4.2）(10.4.3)(10.5.2)(10.5.3)

(11.2.1)(11.2.2)(11.3.2)

(11.2.3)(表11.2.3)

(11.3.3)(表11.3.2)

（11.2.2）(11.4.2) (表11.4.1)

(10.2.1)(表10.2.1)(表10.2.2)

(表10.2.2)

(10.2.1)

(10.2.1)

(10.2.2)

(11.1.3)

(12.1.3)

(10.6.2から3)

(表13.2.1)

(13.4.2)

（13.5.2),(表13.5.1)

(12.4.1)(12.5.1)(12.7.1)

(表12.2.1)

(表12.2.2)

(12.3.1)

(12.3.2)

（12.6.1)

（12.1.4)

（13.2.2)

(13.2.3),(13.3.3)

（13.3.2)

※ ＳＵＳ３０５　又は　ＳＵＳ４３０Ｊ１Ｌ屋 外

施工箇所

屋 内

ステンレス鋼板

鋼板の種類（ＪＩＳ　Ｇ　４３０５）

※　ＳＵＳ４３０　・　ＳＵＳ３０４　又は　ＳＵＳ４３０Ｊ１Ｌ

組立時の含水率　　　　　・ Ａ種　　※ Ｂ種　　・ Ｃ種

又はＪＩＳ　Ｇ　３３１８(塗装溶融亜鉛－５％アルミニウム合金メッキ鋼板及び鋼帯)

表面仕上げ　　　　　　　※ ＨＬ　　　　　・ 鏡面

曲げ加工　　　　　　　　※ 普通曲げ　　　・ 角出し曲げ（補強あり）

建具図による。

建具図による。

建具図による。

３ 樹 脂 製 建 具

４ 鋼 製 建 具

５ 鋼 製 軽 量 建 具

ステンレス製建具６

木　製　建　具

建 具 用 金 物

７

８

鍵９

自動ドア開閉装置10

自閉式上吊り引戸装置

重量シャッター

軽量シャッター 台風圧強度　　　(　　)Ｎ/ｍ2

11

12

吊金物

改修工事におけるキーのマスター合わせ　　※　行う　　・　行わない

シャッターの種類　・ 一般重量シャッター(耐風圧強度:　　)・ 外壁用防火シャッター(耐風圧強度:　　)　

　　　　　　　　　・ 屋内用防火シャッター　　・ 防煙シャッター

マスターキーの製作　　　※　製作する　　・　製作しない

　　　　　　　　種類：　※　既製品　　　・　製作品

危害防止機構　　　※ 障害物感知装置(自動閉鎖型)　　　

開閉機能　　　　　※ 上部電動式(手動併用)　　　・ 上部手動式

一般重量シャッターのシャッターケース　　　※ 設ける　　　　・ 設けない

開閉形式　　　　　※ 手動式　　　・ 上部電動式(手動併用)

　　　　　形状　　※ インターロッキング形　　　　・ オーバーラッピング形

ガイドレール等　　※ 鋼板製　　・ステンレス製ＳＵＳ３０４(厚さ１．５ｍｍ)

・　ピボットヒンジ　材質：　※　ＳＵＳ（ヒンジ部及び軸は鋼製）　・　亜鉛合金（木製建具用）

※　丁番　　　　　　材質：　※　ＳＵＳ　・黄銅　　（内部建具の軸は、鋼製としてもよい。）　

なお、室名等の記入は、事前に監督職員と協議の上、決定すること。

スラット　材質　　※ ＪＩＳ　Ｇ　３３１２(塗装溶融亜鉛メッキ鋼板及び鋼帯)

仕上げの形状呼び名

　・　外装薄塗材Ｅ

　・　可とう形外装薄塗材Ｅ

　・　防水形外装薄塗材Ｅ

　・ 着色骨材砂壁状　吹付け

　・ 

　・ ゆず肌状　・ さざ波状　・ 凹凸状

　・　内装薄塗材Ｅ 　・ ゆず肌状

　・　外装厚塗材Ｃ 　・ 

　・　外装厚塗材Ｅ

　・　内装厚塗材Ｃ

　・ 

　・ 

　・　内装厚塗材Ｅ 　・ 

　・　複層塗材Ｓi

　・　複層塗材Ｅ

　・　複層塗材ＲＥ

　・ 凸部処理　・ 凹凸模様　・ ゆず肌状

　・ 凸部処理　・ 凹凸模様　・ ゆず肌状

　・ 凸部処理　・ 凹凸模様　・ ゆず肌状

　・　防水形複層塗材Ｅ 　・ 凸部処理　・ 凹凸模様　・ ゆず肌状

　・　防水形複層塗材ＲＥ 　・ 凸部処理　・ 凹凸模様　・ ゆず肌状

　・　吹付用軽量塗材

　・　こて塗用軽量塗材

　・ 砂壁状

　・ 平たん状

　複層仕上げ塗材

種　　類

２

３ 仕上塗材仕上げ

・ せっこう系　　・ セメント系

４ ロックウール吹付

５

のモルタル接着力確認

６ 既製目地材

種　　　類

施 工 箇 所

・ 行う　　　・ 行わない

・ 使う(形状等　　　　　　　　　　　　)　　　・ 使わない

工法:　・ 乾式工法　・ 湿式工法　　　厚  さ(ｍｍ)　　・ １０　　・ １５　　・ ２０　　

ａ　材料は、製造後３箇月以内のものとする。

ｂ　仕上がり精度は、３ｍｍ以下/３ｍ　とする。

セルフレベリング材

室内に使用する仕上げ塗材は、下塗材、主材及び上塗材ともF☆☆☆☆等級のものとする。

　薄付け仕上げ塗材

　厚付け仕上げ塗材

　軽量骨材仕上げ塗材

外壁タイル張り下地等

ステンレスの種類

アルミニウム及び

アルミニウム合金

の表面処理

※ ＳＵＳ ３０４　　　・　

※ ＨＬ仕上げ　　・ Ｎｏ．２Ｂ　　・ 鏡面仕上げ

種　　別 表　面　処　理

無着色

電解着色（　　　色）

施　工　箇　所

施　工　箇　所種　　別

・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種

・ Ｄ種　　・ Ｅ種　　・ Ｆ種

鉄鋼の亜鉛メッキ

軽量鉄骨天井下地

形　　状 材　　種

軽量鉄骨壁下地

金属成型板張り

・ ５０型  ・ ６５型  ・ ９０型  ・ １００型

アルミニウム製笠木

※ Ａ－１種、又は Ｂ－１種　・ Ｂ－２種　・ 外壁色合わせアクリル樹脂塗装

形状 材種 表面処理 施工箇所手すり及びタラップ

エキスパンション ※ ステンレス製既製品　　・ アルミ製既製品

ジョイント

天井見切り縁

点検口 材質： ※ アルミ既製品　・ 　　　　　　規格： ※ ４５０角　・ ６００角

・ 耐火仕様　　　　　　　・ 一般仕様

・ アルミニウム製　　使用箇所(　　　　　　　)　・ 塩化ビニル製

・ アルミニウム製　　使用箇所(　　　　　　　)　・ 塩化ビニル製

材質： ※ アルミ既製品　・ 　　　　　　規格： ※ ４５０角　・ ６００角

種類

表面仕上げ

※ Ｂ－１種

・ Ｂ－２種

・ Ｄ　　種

溶融亜鉛メッキ

表　面　処　理

電気亜鉛メッキ

野縁等の種類 屋内　※ １９型　・ ２５型 屋外　・１９型　※ ２５型（耐風仕様）

外部野縁の間隔　　※ 標仕表１４．４．２による。　　・　

天井のふところ補修

スタッド、ランナーの種類

・ スパンドレル形

笠木本体

表面処理

固定金具の間隔、固定方法等

材質

性能

材質

材質

天井

床

寸法（ｍｍ） 厚さ（ｍｍ）

天井廻り縁

外部野縁受、吊りボルト、インサートの、端部からの設置位置　　※ １５０以内　

・ ２５０型　・ ３００型　・ ３５０型　　　　・図示による。

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

13

１ あと施工アンカー
・あと施工アンカー

　施工方法　　　　　・　接着系　　　（　※　有機系　　　　・　接着剤　　）

　　　　　　　　　　・　金属拡張系　（　※　本体打込式　　・　　　　　　）

　試験等　　　　性能確認試験　　※行う　　　　　　・行わない

　　　　　　　　　　施工確認　　※行う　　　　　　・行わない

・既設インサート及びアンカーボルトを　※使用しない　　　・使用する

備　考

備　考

備　考

備　考

滑り抵抗性・釉薬

壁タイル張りの工法

内装タイル　　※ 壁タイル接着剤張り　　・ 改良積み上げ張り　　・ 内装壁タイル接着剤張り

外装タイル　　※ 密着張り　・ 改良積み上げ張り　・改良圧着張り又は長期性能保証が付与される施工　・ 外装壁タイル接着剤張り

内装タイル以外のユニットタイル　　　　 ・ マスク張り　　      ・ モザイクタイル張り　　　　　　 ・ 外装壁タイル接着剤張り

寸法・形状

寸法・形状

　・複合２種フローリング

　・複合３種フローリング

　※複合１種フローリング

単層

複合

　・フローリングボード

　・フローリングブロック

　・モザイクバーケット

エポキシ樹脂塗り床

　　　・フェノールフォーム　　　・木毛セメント板　　　(ただし、特定フロンを含まないものとする。)

張付け工法は、「標示」（表19.7.3）を参照する。

材質　・ビーズ法ポリスチレンフォーム　　　・押出法ポリスチレンフォーム　　　・Ａ種硬質ウレタンフォーム

材質　　　硬質ウレタンフォーム　　　・吹付け厚さ　　　ｍｍ

・ 普通合板　　　　　樹種名：　　　　　　厚さ(ｍｍ)：　　　接着の程度　※ １類　　表面の品質　※ ２等

・ 天然木化粧合板　　樹種名：　　　　　　厚さ(ｍｍ)：　　　接着の程度　※ １類　　表面の品質　※ ２等

合板張り

せっこうボード張り

種　類 工　法厚　さ(mm)樹　種フローリング張り

・ 防滑性クッションフロアシート

備　考(仕上げ等)

メラミン不燃化粧板

ＪＩＳ規格品　　　・トラバーチン模様９．５　　・木目模様９．５

厚さ:　    mm　　端部：

・ 不織布積層床シート（ＮＦ）

※ 織布積層床シート（ＮＣ）

化粧せっこうボード張り

無石綿セメント板

化粧ケイ酸カルシウム板

ロックウール吸音板

無石綿ケイ酸カルシウム板

厚さ(ｍｍ)　　　　　・４　　・５　　・６

厚さ(ｍｍ)　　　　　・５　　・６　　・８　　・１０　　・１２

厚さ(ｍｍ)　　　　　・５　　・６　　・８　　・１０　　・１２（無石綿タイプ）

厚さ(ｍｍ)　　　　　・９　　・１２　・１５　　　　柄　・一般　　・リブ　　・キューブ

ＪＩＳ規格品　　　　厚さ（ｍｍ）　　・９．５　・１２．５（水廻りは、耐水仕様とする。）　・２１

15

14

13

12

11

10

９

畳  敷  き８

７

６

※　ループパイル　　・　カットパイル

５ カーペット敷き

４ ビニル巾木

特殊機能床材３

ビニル床タイル張り２

１ ビニル床シート張り

グラスウール

・掲示用クロス　　　・塗装用クロス※　無機質　　・　

断熱材打込み工法

壁紙張り16

断熱材現場発泡工法

※ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種

仕上げの種類

仕上げの種類

・ Ａ種　・ Ｂ種　※ Ｃ種　・ Ｄ種　（いずれも防カビ仕様）　建材畳

シートの種類

厚　　さ ※ ２．０　　・　２．５　　・　２．９

材　　質：

厚　　さ ※ ２．０　　・　３．０

・ 帯電防止床シート又はタイル　　　種類(　　　　　　)　　厚さ(　　　　　　)　　性能(　　　　　　　)

・ 耐動荷重性床シート　　　　　　　種類(　　　　　　)　　厚さ(　　　　　　)　　性能(　　　　　　　)

・ 防滑性床シート又は床タイル　　　種類(　　　　　　)　　厚さ(　　　　　　)　　性能(　　　　　　　)

種　　　別

・ タイルカーペット

パイル形状

・ 織じゅうたん　　・ タフデットカーペット　　・ ニードルパンチカーペット

弾性ウレタン塗り床

畳の種類　　

ＭＤＦ及びパーティクルボードは、Ｆ☆☆☆☆等級とする。

軽量鉄骨下地ボード遮音壁のシール材

※ アクリル系シーリング材　　・ ウレタン系シーリング　　・ ジョイントコンパウンド

合板の日本農林規格に適合(含　難燃処理・防虫処理)し、以下による。

　a　普通合板の板面の品質は、特記を除き、広葉樹は1等、針葉樹はＣ－Ｄ以上とする。

材　　質

　b　特殊加工化粧合板の表面性能は、合板の規格（規格：Ｆ、ＦＷ、Ｗ、ＳＷ）に定義する使用箇所例による。

・ ２０　　※ ２５　　・ ３０

　c　耐水性(規格：接着の程度)は、原則として、水廻り(継続的に湿潤となる箇所)は１類、他（時々湿潤となる箇所）は、２

類とする。

厚　さ（ｍｍ）　

床　　　※ ２４㎏品　　・ ３２㎏品　　厚さ(ｍｍ) ・　　

壁　　　※ ２４㎏品　　・ ３２㎏品　　厚さ(ｍｍ) ・５０　・１００　

天井　　※ ２４㎏品　　・ ３２㎏品　　厚さ(ｍｍ) ・１００

17

18

19

20

・極力市内産を利用することを提案、協議を行うこと。

合成樹脂塗り床

鉄鋼面の上塗り塗料の等級

コンクリート面及び押出成形セメント板面耐候性塗料塗りの種別

亜鉛メッキ鋼面の上塗り塗料の等級

　　　　　　　　　　　　・ Ａ種　　※ Ｂ種
　

素地ごしらえ

錆止め塗料塗り

　※ Ａ種（透明塗料の場合はＢ種）　・ Ｂ種

　　　　　　　　　　　　・ Ａ種　　・ Ｂ種　　※ Ｃ種

　　　　　　　　　　　　・ Ａ種　　※ Ｂ種

　　　　　　　　　　　　・ Ａ種　　※ Ｂ種

　　　　　　　　　　　　・ Ａ種　　・ Ｂ種

　　　　　　　　　　　　・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種

特殊塗料塗り

一般塗料塗り

木部

鉄面（鉄骨工事は除く）

亜鉛メッキ面

モルタル・プラスター面

コンクリート・ＡＬＣパネル面

コンクリート・押出成形セメント板面

せっこうボード面

グリーン購入法に基づく無鉛型錆止め塗装を採用しようとする場合は、事前に監督職員の承諾を得ること。

　　　　　　　　鉄面屋内　　　　　　　　・ Ａ種　　※ Ｂ種

塗料種別　　　　鉄面屋外　　　　　　　　※ Ａ種　　・ Ｂ種

　　　　　　　　亜鉛メッキ面　　　　　　※ Ａ種　　・ Ｂ種

　　　　　　　　・１種　　　・２種　　　　・３種

　　　　　　　　・１種　　　・２種　　　　・３種

　　　　　　　　(・Ａ種　　　・Ｂ種　　　　・Ｃ種)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（継目処理工法の場合は、Ａ種）

１ 素地ごしらえ ・屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量　　　※Ｆ☆☆☆☆　　・　

・屋内の壁及び天井仕上げ材は、防火材料とする。　　・次の箇所を除き防火材料とする（箇所：　　　　）

２

３

４

５

（ＳＵＳ３０４，ＳＵＳ４３０Ｊ１Ｌ）

　※ バランス式

　・ チェーン式

　・ 電動式

　・ スタンダード形

　・ ローヘッド形

　・ ハイリフト形

　・ バーチカル形

　・ ステンレス鋼板

　※ 溶融亜鉛メッキ鋼板

オーバーヘッドドア

セクション材料

ガ ラ ス

開閉方式 収納形式 ガイドレールの材質

13

14

※ スチールタイプ

・ アルミニウムタイプ

・ ファイバークラスタイプ

材　　質　　　　　※　シーリング　　　・　ガスケット

（16.8.2),(表16.8.1)

(16.2.4)

(16.2.4)

(16.2.4)

(16.3.2)

(16.4.3)

(16.5.3)

(16.6.2)

(16.6.3)

(16.6.4)

(16.6.5)

(16.7.2)

(16.8.4)

(16.9.2)

(16.10.3)

(16.11.2)

(16.12.2)

(16.12.3)

(16.12.4)

(表16.12.2)

(表15.6.1)

(表15.5.1)

(15.7.1),(7.9.1)

(15.3.5)

(15.3.5)

（14.8.2）(14.8.3)

(表14.4.1)

(14.4.3)

(14.4.3)

(表14.5.1)

(14.6.2)

(14.7.2)

(14.7.3)

建具図による。

（14.2.2),(表14.2.2)

（14.2.2),(表14.2.1)

（14.1.3)

施工箇所・備考

備考

表　面　処　理

(19.7.2)

構造形式　　　　　・スタッド式　　・スタッドパネル式　　・パネル式

・ 舗装厚さの試験　　　・ 混合物の抽出試験

混合物の試験　　　　・ 行わない　　　・ 行う

ニート工法の試験　　・ 行わない　　　・ 行う

塗布工法の試験　　　・ 行わない　　　・ 行う

　

材種：　　　　　　　　　形状：　　　　　　　寸法：

取付方法　　　　　※　接着工法　　　　・埋込み工法

※図示による。

※図示による。　(場所は、監督職員の指示による。)

・ カラー舗装

形　式

１ ・ 塩ビ製　・ 鋼板製　・ 木質製　・　 

※　パネル構法　　・　溝構法

移動間仕切 ・　一般タイプ　　３

４

５
黒板

ホワイトボード

掲示板

衝突防止表示

ピクトサイン

室名表示等

ブラインド

６

７

８

９

10

※ 横型

・ 縦型

※ ギヤ式　　・ コード式　　

・ 操作棒式　・電動式

開　閉　方　式 スラットの材質 スラットの成型幅

※ ２５※ アルミ合金製

・　 ・　

・ ８０　・ １００・ アルミ　・ クロス

11

カーテン

カーテンレール

カーテンボックス

くつふきマット

消火器

造り付け家具

※ 設ける（　※　全埋込型　・　据置型）＜文字表示入り＞　　・　設けない

※ 粉末ＡＢＣ消火器( ・ ４型　・ ６型　※ １０型　・ ２０型)　・　　　

階段滑り止め

12

13

14

15

16

17

１

２

３

排　水　管

排　水　ま　す

排　水　溝 ・ Ｕ字溝　・ 現場打側溝　・ 勾配可変側溝

・ 硬質塩化ビニル管( ※ ＶＰ ・ ＶＵ)

・ 遠心力鉄筋コンクリート管(外圧管 ※ １種 ・ ２種)　

・ リサイクル硬質ポリ塩化ビニル管（ＲＳ－ＶＵ、ＲＦ－ＶＰ）

・ 現場施工

(

１

２

路　床

路　盤

※ 設ける（ ・ 川砂　・ 山砂） ・ 設けない　・厚さ

・ 行わない　　・ 行う

・ 行わない　　・ 行う

３ アスファルト舗装 材質： ※ 再生アスファルト　・ ストレートアスファルト

６

建物銘板18

19 郵便受け

・コンクリート蓋

・樹脂製蓋

２ 可動間仕切り

４ コンクリート舗装

　　　 ・ 

５ カラー舗装

・ 既製品　環境に配慮した材料として一般廃棄物の溶融固形化物等を極力使用すること。

構成材

構法

寸法

表面材種

品質は、ＪＩＳ　Ａ　６５１２によるものとする。【構造形状、構成基材、遮音性能】

遮音性能

枠　　　　　　　　※　アルミニウム製　・　木製

種　類　　　　　　※　ホーロー　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　色　彩：　※ 白　・ 

種　類　　　　　　※　焼付け黒板　　・　研ぎ出し黒板　　　　　　　　　　　色　彩：　※ 緑　・ 黒

枠　　　　　　　　※　アルミニウム製（行事用は打合せにより文字ライン入り）

種　類　　　　　　※　スポンジシート（アルミ枠）　・コルクシート（木枠）　　色　彩：  

表面材　　　　　　※　鋼板　　・　　　　　　　　　表面仕上げ：　・ 焼付塗装　・ 壁紙張り

材種　　　　　　　　　　　　　　　設計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　品質

種類

なお、申請手続きも本工事にて行うこととする。

消火器ボックス

家具製作所にて製作するものとし、製作に先立ち施工図作製の上、監督職員の承諾を得る。

種　類

ふたの種類

種　類

車道部の排水管の敷設

ますの種類

ふたの種類

・ コンクリート蓋

・ マンホール蓋

　　　適用荷重

・ 化粧蓋

・ グレーチング蓋

　　　材　　質

　　　適用荷重

・　Ｔ－２用　・　Ｔ－６用　・　Ｔ－１４用　・　Ｔ－２０用　・　Ｔ－２５用

遮断層

ＣＢＲ試験

締固め度試験

種　別

車道部の基層

　　　　　　　　　　締固め底試験

(

　　車道部の基層

※ 再生クラッシャラン　ＲＣ－４０　・ クラッシャラン　Ｃ－４０

（19.6.2),(表19.6.1)

（19.7.2),(表19.7.3)

(19.2.2)

(19.2.2)

(19.2.2)

(19.2.2)

(19.2.2)

(19.2.2)

(19.2.2)

(19.2.2)

(19.4.2)

(表19.4.1)

(表19.4.2)

(19.7.2)

(19.7.2)

(19.7.2)

(19.7.2)

(19.7.2)

(19.7.2)

(19.7.2)

(19.7.2)

(19.8.2)

(19.9.2)

積載荷重　　　　　・３０００Ｎ　・５０００Ｎ　　地震時水平力　・１．０Ｇ　　・０．６Ｇ

・ １本操作コード　・ ２本操作コード

ロールスクリーン

（パーティション）

フリーアクセスフロア

透水性アスファルト舗装

材質： ※ 着色加熱アスファルト混合物(表層の種類 ※ 密粒 ・ 細粒)

・　鋼製　　　・　ステンレス製

・　歩行用　　・　Ｔ－２用　・　Ｔ－６用　　・　Ｔ－１４用　・　Ｔ－２０用　・Ｔ－２５用

・アスファルト舗装

・締固め厚及び舗装厚さ切取り試験　　 ※ 行う

・シールコート　　　・ 行わない　　　・ 行う

・混合物の抽出試験　・ 行わない　　　・ 行う

注入目地材料　　　　・ 使用しない　　・ 使用しない

溶接金網　　　　　　※ あり　　　　　・ なし

厚さ試験　　　　　　・ 行わない　　　・ 行う

・ グレーチング蓋　歩道用ノンスリップ細目

・ 天然石充填透水蓋　カネソウ同等品

・ 化粧蓋　カネソウ同等品

・ あり　　　厚さ(ｍｍ)　表層 ※ ３０　・　　　基層 ※ ５０　・　

※ なし　　　厚さ(ｍｍ)　表層 ※ ５０　・　

・ あり　　　厚さ(ｍｍ)　表層 ※３０　・　　　基層 ※５０　・　

※ なし　　　厚さ(ｍｍ)　表層 ※５０　・　

厚さ:　　　　(ｍｍ)

※　図示　　・砂基礎（地業厚さ２００ｍｍ以上　材料：山砂の類）

※　内装用樹脂フィルム積層鋼板　　・　　　　ｍｍ

※　　　　(ｍｍ)×　　　　(ｍｍ)　　・　　　　　　仕上り高さ:　　　　　　(mm)

・　遮音タイプ（ＪＩＳ　Ａ　６５１２の遮音試験に準拠し、透過損失として３６ｄＢ以上のもの。）

パネル部総厚さ：　・　　　(ｍｍ)

 　　　　　製品は、ＪＩＳ製品。ＪＩＳに規定のない製品は、ＪＩＳ工場製作品又は同等品とする。)

スロープ、ボーダー及びコンセントの取付け対応 ※　製造所の標準仕様　　・　図示　　

※ 図示による。　（市販品　※ステンレス製　　径 ※ 約３０ｍｍ　・　　ｍｍ／・ 両面　・ 片面）

※ 図示による。

・ アルミ合金製　　・ ステンレス製

・ フランスひだ　・ 箱ひだ　・ つまひだ　・ プレーンひだ　・ 片ひだ

・ ゴム製

・ 塩ビ製ラインマット ・ ブラシタイプマット

※ ステンレス製

※ ステンレス製

・ 片引き　・ 引分け　　　　　引分け装置　　※ タッセル　・ 電動形　式

ひだの種類

きれ地の品質等　暗幕.遮光用カーテン.医療用カーテン

材種

形状

マット

受枠

・ 硬質アルミ

・ 硬質アルミ合金製

・　シングル　・　ダブル（ただし、暗幕用は３００ｍｍ以上の召合せの重掛けとする。）

※　図示による。

(19.3.2)

(19.5.2)

(19.9.3)

形状寸法　

寸法(ｍｍ) 　 ※ ３００角 ・ 　　　　厚さ(ｍｍ) ※　　　　　目地材 ※ 砂 ・ モルタル

ブロック系舗装

種　類

種　類

基層の種類 ※ コンクリート舗装　・ アスファルト舗装

種　類

路面表示用塗料

縁　石　等

砂　利　敷

真砂土舗装

・ コンクリート平板舗装

・ インターロッキングブロック舗装

・ 舗石舗装

品　質

歩車道境界ブロック

形状寸法　・　図示

※ 標準ブロック ・ 透水性ブロック ・ 誘導、注意喚起用ブロック ・　

寸法　　幅(ｍｍ) ※ １５０ ・１００・５０ 　　　　厚さ(ｍｍ) ※１．０　　　　施工　※ 溶融式

厚さ(ｍｍ)　

ＪＩＳ　Ｋ　５６６５による。　※３種１号　・　　　　　　　　色　・　

※ 普通平板　・ カラー平板　・ 洗い出平板　・ 擬石平板

７

８

９

10

11

(表18.3.2)

(18.7.2)

(18.7.3)

（18.2.2),(表18.2.1)

（18.2.3),(18.2.2)

（18.2.4),(表18.2.3)

（18.2.5),(表18.2.4)

（18.2.6),(表18.2.5)

（18.2.6),(表18.2.6)

（18.2.7),(表18.2.7)

（18.3.2),(表18.3.1)

(18.7.4)

（18.1.3)

(16.13.2)

(16.14.2)

(21.2.1)

(21.2.2)

(21.2.2)

(21.2.2)

(22.2.5)

（22.6.6)

(22.7.6)

(22.4.5)

(22.4.6)

（表22.5.3)

（22.5.3,4)

（22.5.6)

(20.2.2)

(20.2.3)

(20.2.4)

(20.2.7)

(20.2.9)

(20.2.9)

（20.2.11)

（20.2.11)

（20.2.14)

（20.2.15)

（20.2.16)

（20.2.16)

（22.8.3)

（22.8.3)

（22.9.1)

（22.2.2),(22.2.3)

（22.3.2),(22.3.3)

(22.4.2から4)

(22.5.2),(22.5.3)

(22.8.2),(22.8.3)

(22.4.2から4)

・ ステンレス管（既製品）　軒樋、竪樋、箱樋

・ 設ける　　　　　　　・ 設けない

図示による

150

ＴＥＬ　　０７４８-２４-１２３４ＴＥＬ　　０７４８-４２-５６１１

ＦＡＸ    ０７４８-４２-８０８０ ＦＡＸ    ０７４８-２４-０７５２

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

東近江市農業振興施設整備工事(建築工事)

 R7.10.10

意-02

株式会社 創作舎

19

20

21

22

屋

　

根

　

及

　

び

　

と

　

い

　

工

　

事

13

14

金

　

属

　

工

　

事

17

カ

ー

テ

ン

ウ

ォ

ー

ル

工

事

18

塗

　

装

　

工

　

事

内

　

装

　

工

　

事

ユ

　

ニ

　

ッ

　

ト

　

及

　

び

　

そ

　

の

　

他

　

工

　

事

排

　

水

　

工

　

事

舗

　

装

　

工

　

事

枠の見込み寸法

※ ７０　　・ １００

※ １００

１ 性能

種　　別 　耐風圧性

・　Ｂ　種

・　Ｃ　種

　Ｓ－４

　Ｓ－５

　Ｓ－６

気　密　性

Ａ－３

Ａ－４

水　密　性

Ｗ－４

Ｗ－５

・　Ａ　種

・　外部に面する建具 (16.4.2)(16.3.2)(16.2.2),(表16.2.1)

16

建

　

具

　

工

　

事

２ アルミニウム建具

建具図による。

建具図による。

建具図による。

防音ドアセット、防音サッシ　　　・ 適用する　遮音性の等級(　)

断熱ドアセット、断熱サッシ　　　・ 適用する　断熱性の等級(　)

耐震ドアセット　　　　　　　　　・ 適用する　面内変形追随性の等級(　)

建具図による。

表面処理　　種別　　色　　・ 標準色　　・ 特注色

　　　　　　結露水の処理方法

　　　　　　枠の見込み寸法　　　・ ７０　　　・ １００

15

左

　

官

　

工

　

事

床面の仕上り　　　　　 (15.4.2)１ 床コンクリート直均し

仕上

厚さ(ｍｍ)　・　１．５　　・　２．０　　　　高さ(ｍｍ)　・　６０　　・　７５　　・　３００



23

植

　

栽

　

工

　

事

１ 植栽基盤整備工法

２ 植込み用土

３ 支　柱

４ 枯損樹木等の処置

５ 芝　張　り

６

７

８

９ 人　工　芝

※　Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種　

※　加圧式防腐処理丸太　　・竹

※ こうらい芝　・ 野芝　・　

24

ユ

ニ

バ

ー

サ

ル

デ

ザ

イ

ン

工

事

１ 材質 ・ 塩化ビニル　　・ レジンコンクリート　　・ タイル　

寸法

材質

寸法

２

・ レジンコンクリート　　　・ タイル　　　・溶融式

・ 鳥居型 ・ 八ッ掛型 ・ 布掛け型 ・ 三脚型 ・ 四脚型 ・ ワイヤ掛け型 ・ 地下埋設型

種　　別

※　客　土　　・　現場発生の良土

材　質

形　状

※ 引渡しの日から１年　　・ 引渡しの日から　　　年

種　　別

材質：ナイロン（クリンプ糸）　パイル長： mm　施工：　　　　施工場所：

・ 屋内用

・ 屋外用

参考型番

枠　※ あり　　・ なし　　　　　　厚さ　※ ５ｍｍ　　・　

視覚障害者用床タイル

鏡

ポット苗　６ｃｍ　　・土壌改良

※ ３００(ｍｍ)×３００(ｍｍ)　・ 厚さ(ｍｍ)：

※ ３００(ｍｍ)×３００(ｍｍ)　・ 厚さ(ｍｍ)：

樹 種 銘 板

芝 方 式

屋 上 緑 化

樹種ごとに、２割以上設置すること。　　　　　　材質・寸法　※　図示による。

３ ・ ステンレス製　・ 樹脂抗菌被覆（芯材：ステンレス）木目調　・ 木製（ブラケットステンレス）材　　質

参考型番

手 摺

４ ・ ステンレス製　・ 樹脂抗菌被覆（芯材：ステンレス）木目調　・ 木製（ブラケットステンレス）材　　質

参考型番

補 助 手 摺

５ ・ ＶＵ樹脂インク点字加工　・ 透明塩ビシート又はダイノックシート材　　質

参考型番

点 字 標 示

解

体

工

事

一般共通事項１

近隣住民説明

２

３

４

保 険 等

事 前 調 査

　・ 受注者は、工事の内容に応じた建設工事保険等を付すものとする。

　・ 着工に先立ち調査を行い、施工計画書を作成して監督職員に提出し、協議を行うこと。

　・ なお、家屋調査については、家屋調査士を有する業者へ依頼し、詳細に調査を実施すること。

　・ 受注者は、工事に先立ち、監督職員と協議の上、地元自治会、近隣住民等に対して「工事のお知らせ」等を配布し、周知すると

　ともに、工事説明に出席すること。

　・ 施工計画書は、解体共通仕様書に基づき作成すること。また、産業廃棄物の搬出運搬経路図、登録運搬車両ナンバー一覧を添付

　すること。

　・ 受注者は、工事の着手前及び完了後に、図示部分の近隣家屋・工作物等の綿密な調査を実施し、工事に起因する損傷等の有無を

　確認し、記録すること。

　・ 万一、損傷等が生じた場合は、受注者の責任において現状に復旧すること。また、受注者自ら必要と思われる図示以外の近隣家

　屋工作物についても同様とする。

　・ 本工事は、工事請負契約及び同約款を遵守し、本特記仕様書、図面により完全に施工すること。

　・ 受注者は、別途関連工事がある場合、その施工者と綿密な連絡をとり、全工事支障がないよう施工のこと。

13

12

11

10

９

８

７

６

調査方法

・

・　設計図書及び現地調査

・

※　本工事の対象となる範囲全て調査範囲

・ 不要

※ 施工に先立ち、施工数量調査を行い、調査結果を監督員に報告する。施工数量調査５

・特殊な建設副産物

備考保管、処分分析調査種類

・特別管理産業廃棄物

備考保管、処分分析調査種類

　 その他異常時(周辺環境事故)・・現場周辺への廃棄物漏洩えい

・ 緊急時の連絡体制票は、必ず現場事務所に設置し、監督職員に提出すること。

　及び必要な諸費用を含め本工事とする。

・ 工事施工中、周辺道路、工作物、農地には、工事による支障をきたさぬよう十分に配慮すること。また、事前事後の調査（写真

　い工事施工のこと。

・ 受注者は、工事に伴う、道路占用許可、公害(騒音、粉塵)対策に係る諸申請書並びに関係法令に照らし合わせ、必要な手続を行

・ 工事写真は、取り壊し前、取り壊し中、取り壊し後を撮影すること。

　日の工事作業は、原則として禁止する。

・ 工事着手前に当該施設及び付近の状況を調査し、公害並びに安全対策を工事完了時まで講じること。また、土曜日、日曜日、祝

　撮影）を行い、不備があった場合は、確実に復旧すること。

　て全て撤去とする。給水管、汚水排水管、ガス管等の撤去についても、申請業務、必要な手続を含め本工事とする。

　 事故(作業事故)・・車両同士の接触、重機の転倒、巻き込まれ、掘削面の崩壊、転落

・ 次に掲げる緊急時施工体制表を提出し、対策について監督職員の承諾を得ること。

・ 敷地内関電柱、有線柱、ＮＴＴ配線及び引込配線メーター等の撤去に伴う申請については、各関係機関と協議の上、申請業務、

・ 本工事にて、解体建物として指示のある建物については、内部の備品、機械類を含め処分を行うこと。

・ 上記において、発生する家電リサイクル法(特定家庭用機器再商品可化法)におけるリサイクル料金は、別途とする。

・ 工事施工中、敷地内外の清掃、除草等環境美化に努力すること。

　出を所轄官庁に提出すること。

・ 工事着手に先立ち、建築基準法第１５条第１項の規定による建築物除去届、建築リサイクル法の届け及び工事に関する一切の届

・ 仮囲いは、図示によるほか、安全確保として仮設計画書等の資料を立案し、監督職員、担当課と協議の上、承諾を得て、必要な

　 自然災害(荒天時)・・掘削面の崩壊、足場、仮囲いの倒壊

・ 図面記載数量は、参考数量を示すものであるので、工事着手前に調査を行い、現場の状況を十分に把握すること。

・ 工事施工中、現場より発生する建設産業廃棄物は、関係法規を遵守し、適正処理を行うこと。

・ 敷地周囲の既設側溝については、清掃後レベル確認を行うこと。

・ ＰＣＢを使用した器具については、監督職員の指示に従い指定された場所に搬出すること。

・ 解体に先立ち、ＰＣＢを使用している器具の有無を調査し、結果を報告すること。

　 事故(施設事故)・・停電、電線・電話線の切断、解体建物の崩壊

　 事故(運搬事故)・・人身事故、車両事故、廃棄物の飛散・流出

　 自然災害(地震時)・・火災、燃料の流出、掘削面の崩壊、足場からの転落

・ 工事区域内の地中埋設配管(給水、排水、ガス等)については、特記を除き監督職員の指示によりプラグ止め処置をし、原則とし

　部分に随時設けること。

関係法令の遵守

取り壊しの記録

公害・安全対策

仮 設 工 事 等

近隣対応について

その他の注意事項

緊急時の対策

騒音振動の防止

・ 工事関係車両の出入り通過については、危険防止に努めるとともに、出入口及び必要箇所に、必ず安全監視員を配置すること。

・ 敷地周辺の指定場所に、周辺住民に工事進捗状況を周知する工程看板を設置すること。

・ 受注者は、工事期間中、近隣施設及び近隣自治会との調整を随時図ること。

・ 工事現場の整理整頓を行い、事故、有害物の漏えいのない現場管理を行うこと。

・ 重機、廃棄物運搬車の搬入経路は、しっかり養生を行うこと。また、搬出入時において、道路等に損傷を与えたり汚した場合、

・ 既設建築部分で、本工事に影響のある部分は、全て解体撤去処分とする。見切りは、原則として、全てダイヤモンドカッター

　切りによるものとする。

・ 解体材を敷地内において焼却したり埋設することは、一切認めない。また、ガラスは、破片を残さないよう特に注意すること。

・ 解体に伴う仮囲い、養生等は、受注者の責任において騒音、粉塵が発生しないよう十分配慮すること。

・ 溶断等火気を使用する場合は、火の粉等が飛散しないよう対策を講じるとともに、火気を使用する付近に消火器を準備すること。

・ 特別管理廃棄物及び特殊な建設副産物について、調査を行い適正に処理すること。

　行うこと。

　受注者の責任において現状復旧すること。また、処分場までの追跡を撮影すること。

・ 近隣に対する工事騒音、臭気が発生する工事(工事着手日、搬入ルート)は、監督職員に事前報告をし、近隣への告知等の対処を

・ 低騒音型、低振動型建設機械指定要項に基づき、指定された建設機械を使用すること。
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・ アルミ製　　　・ ステンレス製　　　・ 真鍮製　　　・ ナイロン製材質９ 点 字 鋲

８ レバーハンドルを原則とする。建 具 取 手

・材質　　　　　　　　　　・施工箇所７ 案 内 標 識

総合案内板６ 図示による。

　写しを添えて提出すること。

　・ 産業廃棄物及び産業廃棄物以外の廃棄物は、搬出簿を作成し、産業廃棄物管理票（マニフェスト）のＡ票、Ｄ票もしくはＥ票の

（23.2.3)

（23.3.2)

（23.4.2)

ア

ス

ベ

ス

ト

解

体

工

事

（23.5.2)

１ ・ 本特記仕様書によるほか、厚生労働省労働基準局安全衛生部化学物質対策課及び環境省水・大気環境局大気環境課がとりまとめ

た「建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散防止対策徹底マニュアル」及び東近江市の「石綿含有建材等の除却等を

伴う解体工事の手引き」による。

２

工 事 仕 様

事 前 調 査 ※　事前調査は建築物石綿含有建材調査者の資格を有すること。

調査範囲　　　※　本工事の対象となる範囲全て

　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　

貸与等　　　　・新築時設計図書　　　・石綿含有分析結果書　　　・その他（　　　　　　　　）

分析調査 ・本工事の除去等作業に伴い、石綿含有建材の有無を確認するため分析調査を行うこと。

・　環境省の「アスベストモニタリングマニュアル（第4.2版）」に定めた測定方法により実施すること。

管理責任者 ・　特別管理産業廃棄物管理責任者を選任すること。

石綿含有吹付け材

３

９

10 石綿含有吹付け材の処理等

備　　　　　考

４ 事前説明 ・　「解体等工事に係る事前調査説明書」により事前調査について説明を行うこと。

（「石綿含有建材の除去等を伴う解体工事の手引き」参照）

システムによる報告 ・　石綿事前調査結果報告システムにより事前調査結果を知事及び労働基準監督署に報告すること。

届　出

・　東近江労働基準監督署と協議の上、「建設工事計画書」を作成し、提出すること。

立　会 ・　「特定粉じん排出等作業実施届出書」に伴う東近江環境事務所の現地審査に立会し、対応を行うこと。

石綿粉じん濃度測定 ・　不隔離空間全体からの石綿漏えい確認のための石綿濃度の測定を行うこと。

５

６

７

８

備　　　　考測定点数測定場所測定時期

処理作業前

処理作業中

処理作業後

石綿除去作業場内

セキュリティーゾーン入口

負圧徐じん装置の排出口

敷地の境界又は施工区域境界

石綿除去作業場内

敷地の境界又は施工区域境界

石綿除去作業場内

敷地の境界又は施工区域境界 4

4

4

・　アスベスト粉じん濃度測定の時期等は、国道交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築物解体工事共通仕様書・同解説（平成24年

版）」の解説6.1.3を参照すること。

使用箇所 参考数量 使用材料名箇所又は室名

箇所又は室名 使用箇所 調査対象材料

備　　考

除去工法 ※　飛散抑制剤等により湿潤化した後に除去

飛散抑制措置 ※　湿潤化 ・　固定化

処分方法

石綿含有保温材等11 石綿含有保温材等の処理等

使用箇所 参考数量 使用材料名箇所又は室名 備　　考

除去工法

・

・　封じ込め工法

・　囲い込み工法

・　グローブバッグを使用して除去

飛散抑制措置 ※　湿潤化 ・　

処分方法

使用箇所 参考数量 使用材料名箇所又は室名 備　　考

除去工法 ※　原形のまま手ばらし

12 石綿含有成形板等 石綿含有成形板等の処理等

・　常時湿潤化した状態で切断又は破砕

飛散抑制措置 ※　養生シート等 ・　

除去後の処理 ※　埋立処分(ｴ)(b)① ・　中間処理(ｴ)(b)②

※　埋立処分(a) ・　中間処理(b)

※　埋立処分(a) ・　中間処理(b)

使用箇所 参考数量 使用材料名箇所又は室名 備　　考

除去工法

13 石綿含有仕上塗材 石綿含有仕上塗材の処理等

・　高圧水洗工法

・　剥離剤を用いる工法

・　電気グラインダー等を使用する工法

・　ウォータークリーン工法

除去後の処理 ※　埋立処分(ｴ)(b)① ・　中間処理(ｴ)(b)②

処分方法 ・　汚泥処理

報告書14 ・　石綿含有建材の除去等作業、廃石綿等の処分後には、「石綿含有建材の除去等を伴う解体等工事の手引き」に基づき作業記録

報告書（１部）を作成し、提出すること。

・　「特定粉じん排出等作業完了報告書」（２部）を作成し、監督職員に提出すること。

・　東近江環境事務所と協議の上、「特定粉じん排出等作業実施届出書」（２部）を作成し、監督職員に提出すること。

・　「作業完了報告書」を作成し、東近江労働基準監督署に提出すること。

※　原形のまま手ばらし

・　切断又は破砕して除去
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(解1.5.2)

(23.3.4),(23.3.6),(23.4.7)

（23.2.2),(表23.2.2)

(解1.4.1)

(解1.4.1)

(解6.1.3)

(解6.3.1-4)

(解6.3.2)

(解6.3.2)

(解6.3.3)

(解6.4.1-4)

(解6.3.2)

(解6.3.2)

(解6.5.1-4)

(解6.5.1)

(解6.5.3)

(解6.6.1-5)

(解6.6.1)

(解6.5.3)

(解6.6.4)

◆　発　注　者　◆

◆ 図 面 番 号 ◆

◆ 工 事 名 称 ◆ ◆ 図 面 名 ◆ ◆ 縮 尺 ◆◆ 設 計 事 務 所 ◆◆ 備 考 ◆ 図 作 者図 作 者確 認 者確 認 者

製 図

最新日

東 近 江 市

建築工事特記仕様書（3）

ＴＥＬ　　０７４８-２４-１２３４ＴＥＬ　　０７４８-４２-５６１１

ＦＡＸ    ０７４８-４２-８０８０ ＦＡＸ    ０７４８-２４-０７５２

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

東近江市農業振興施設整備工事(建築工事)

建

　

設

　

廃

　

棄

　

物

　

の

　

処

　

理

１ 再生資源化等

　

＜4.4.1(b)＞

コンクリート

コンクリート及び鉄からなる建築資材

アスファルト、コンクリート

木材

金属類

小型二次電池

中間処理施設又は再生資源化施設の名称等 備　　　考

＜4.4.1(c)＞

再生資源化の有無 再生資源化施設の名称等

ガラス

蛍光ランプ及びＨＩＤランプ

硬質塩化ビニル管及び継手

現場利用する再資源化された建設廃棄物

所　在　地 備　　　考

＜4.4.1(f)＞

建設廃棄物の種類

所　在　地

備　　　考

建　設　廃　棄　物　の　種　類

種　　　　類 利　用　す　る　所　在　地　等

所　在　地

　

処分に注意を要する

建設廃棄物

４

３ 最終処分

　

（安定型）

　

（管理型）

備　　　考

備　　　考所　在　地

備　　　考所　在　地種　　　　類

建　設　廃　棄　物　の　種　類 受 入 施 設 の 名 称 等

受 入 施 設 の 名 称 等建　設　廃　棄　物　の　種　類

の活用

広域認定制度

産業廃棄物２

＜4.4.4＞

＜4.4.2＞

所　在　地処　理　施　設　名　称種　　　　　類

ひ素又はカドミウム含有石膏ボード

ＣＣＡ処理木材

備　　　考

＜4.5.1＞

・あり・なし

・あり・なし

・あり・なし

　なお、上記によらない場合は、監督職員と協議すること。また処理・処分に先立ち処分場等の受入の可否を確認すること。

ラッシャランによることとし、すりへり原料を５０％以下にすること。

　鉄筋コンクリートを現地で破砕し、再生クラッシャラン（ＲＣ－４０）として利用する場合は、標準仕様書（表22.3.3）再生ク

　１から３の処理、処分は、設計計算上の条件明示であり、処理施設を指定するものではない。
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工事区分表

電気 別途機械 備　考建築 備　考別途機械電気建築工事項目 工事項目

７

６

５

４

３

２

１ ５６

５７

５８

５９

６０

６１

６２

６３

９

８

１０

補充水槽

下地補強は建築工事

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３６

３７

３４

３５

３８

３９

４０

４１

４２

４３

４４

４５

４６

４７

４８

４９

５０

５１

５２

５３

５４

５５

６４

６５

６６

６７

６８

６９

７０

７１

７２

７３

７４

７５

７６

７７

７８

７９

８０

８１

設備用の開口補強数量表

数　　　　　量 備　　　　　考

（　Ｈ：貫通内径　㎜　）

貫　通　内　径（φ）

数　　　　　量 備　　　　　考開　口　面　積（㎡）

（　Ａ：開口面積　㎡　）

数　　　　　量 備　　　　　考開　口　寸　法

数　　　　　量 備　　　　　考開　口　寸　法

８２

８３

８４

８５

８６

８７

８８

８９

９０

９１

１　設備用躯体貫通補強筋及び開口補強筋

      ※貫通内径 １００φ未満の時は補強を必要としない。 

　(2) 壁開口補強筋

　(1) 梁貫通補強筋（貫通孔　Ｄ／３以下、梁巾－ ４００ 以下の場合、Ｄは梁せい） 

　※壁筋を切断しない場合は補強を必要としない。

２　設備用下地材開口補強　

　(1)　壁開口補強　軽量鉄骨壁下地、木軸等

　(2) 天井開口補強

特記事項１　設備用の開口補強数量は、設計上の必要数量であり、施工上必要箇所と相違ある場合には、

以下の項目は○印部分を区分して施工する。ただし、図面その他に特記のあるものは、それに従う。

（フィルター：機械）

躯体貫通スリーブ及び箱入れ、穴埋め補修

設備用躯体貫通の補強筋及び開口部補強筋

地下消火水槽、蓄熱槽等の躯体内外防水仕上、マンホール、タラップ、連通管

点検口の製作取付け（床、壁、天井）

建物外壁に取付く給排気ガラリの製作取付け

建具ガラリの製作取付け

防火区画、防火上主要間仕切り貫通部処理

その他設備機器用基礎及び仕上げ

設備機器用既製品基礎・鉄骨架台基礎

設備機器取付けに伴うアンカーボルト取付け及び穴埋め補修

受水槽及びポンプ室付受水槽

高架水槽

ＬＰＧバルクタンク等ペーパーライザー

各種水槽の電極棒及び配管、配線工事

仝上電極座及び電極棒の調整

消火水槽

ＩＨコンロ

電気温水機

既製品流しの排水金物

造り付流しの排水金物

洗面器、便所に取付の既製品防蝕鏡

洗面器、便所に取付の大型製作防蝕鏡

洗面化粧台及び鏡

便器、手洗い廻りの手摺

小便器自動洗浄用の側電源配管、配線工事

フードの製作取付け

防火戸、防煙、防火シャッターの一次側配管、配線

防火戸、防煙、防火シャッターの二次側配管、配線、開放装置、調整

仝上用の煙感知器連動装置、制御盤

穴開け、補強

吹出口、吸込口、照明器具、スピーカー等の埋込器具取付けのための

冷媒配管に共巻き

昇降機

昇降機の出入口三方枠カゴ内インターホン取付け及び二次側配管配線、制御盤

昇降機の一次側配管、配線工事

防犯用配管工事

仝上入線(電源送り)及び機器取付

フラッグポール

雨水排水の会所桝,排水管

ルーフドレン及び竪樋配管工事

汚水、雑排水の会所桝、排水管

消火器・消火器収納ボックス

電話機器

ＣＡＴＶ

テレビ共聴受信

エアコン用スリ－ブ

空調リモコンの配管、配線工事（集中管理リモコンとも）及び試運転調整

空調機電源供給工事（室内機・室外機）

空調機室内機から室外機間渡り配線工事

換気扇及び換気扇取付枠

天井扇、ダクト、ガラリ、ベントキャップ

天井扇、換気扇、サイクル扇のスイッチ取付け工事

湯沸器本体及び壁取付け用部材

給湯リモコン用配管、配線工事及びリモコン取付け

電動ブラインド・電動バトン・電動スクリーン取付け工事

電動ブラインド・電動バトン・電動スクリーン用配線工事（１次・２次）及びリモコン

ＥＶ工事における受電箱までの動力電源・照明電源・接地線の引込み及び

監理者によるものとする。

計画通知に係る手続は、

カーテン、カーテンボックス

サイン

コーナーカバー

プール

プールの給水・排水

床暖房の給湯器用のコンセント取付け

床暖房の二次側配管、配線、リモコン用配管、配線

ＦＦ式暖房器具の一次配管、配線

ＦＦ式暖房器具の二次配管、配線

ガス漏れ警報器の配管、配線、取付け

自家発電機の取付け

自家発電への配管、入線

シャワーユニットの一次側給水配管、給湯配管

シャワーユニットの給水配管、給湯配管の接続

シャワーユニットの一次側配管、配線

シャワーユニットの二次側配管、配線

仝上機器の取付け

しゅん工引渡しまでの工事用、調整用電気、水道、ガス等の基本料金、使用料

諸官庁等の検査、その他必要な検査の申請手続

機械設備機器の一次側、二次側の配線、接続

発電機の設置、試運転、調整

発電機の一次側、二次側の配線、接続

本工事に伴う各設備の引込負担金

ＥＶ工事における各階出入口の孔あけ工事

ＥＶ工事における各階乗場出入口周囲のモルタル詰め又はロックウール詰め工事

ＥＶ工事における屋上・開放廊下等直接外気と接する乗場における雨水よけ工事

ＥＶ工事におけるピット内防水及び埋め戻し工事

つなぎ込み工事

ＥＶ工事におけるインターホン・非常ベル、その他ＥＶに必要な配管配線設備

ＥＶ工事におけるピット点検用コンセント設備工事

設備機器・器具・配管・配線・ダクト用における吊りボルト及びインサート

テレビ・エアコン等のリサイクル料

取付け

ＥＶ工事における昇降路頂部の煙感知器設置工事（昇降路頂部から点検が可能）

◆　発　注　者　◆

◆ 図 面 番 号 ◆

◆ 工 事 名 称 ◆ ◆ 縮 尺 ◆◆ 設 計 事 務 所 ◆◆ 備 考 ◆ 図 作 者図 作 者確 認 者確 認 者

製 図

最新日

◆ 図 面 名 ◆

工事区分表

東 近 江 市

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

グリース阻集器（補強工事とも）

既製品流し、ガス台、吊り戸棚、水切り棚

造り付け家具、備品の製作・設置

ＥＶ工事における乗場据付け後の出入口廻りの壁・床及び建築物補修仕上げ工事

　　　　　監督職員の指示により数量が増加する場合も工事金額内で処理する。

1回目

2回目

ＴＥＬ　　０７４８-２４-１２３４ＴＥＬ　　０７４８-４２-５６１１

ＦＡＸ    ０７４８-４２-８０８０ ＦＡＸ    ０７４８-２４-０７５２

東近江市農業振興施設整備工事(建築工事)

450×450 １箇所 天井点検口

 R7.10.10

意-04

株式会社 創作舎



K1

K2 K3 K4 K5 K6

K7

K8

K9

K10

K11

K12

K14

K13
K15

K16

K17

K18

K19

K20

図 番

竣工

施工

File 2025/11/10 Output 2025/12/ 9

着工

証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号

名 称

図 名

作 成

小 杉 光 史

建物の経過表 -

求積図 座標求積表

A1:1/600

A3:1/1200

建物経過表,求積図,面積図

面積図

A1:1/200

A3:1/400

求積表

棟

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

卸売場棟

倉庫Ａ棟

自転車置場Ａ

守衛所

自転車置場Ｂ

倉庫Ｂ棟

ポンプ室

ゴミ置場

水産冷蔵庫棟

屋外便所Ａ

屋外便所Ｂ

プロパン庫

便益棟

第滋確-115号/昭和56年12月４日

検査済証

(㎡)

棟建築面積 延べ床面積 備考

構造

規模

1b 卸売場棟

2

3

4

5

6

7

10

11

12

13

14

9

8a

8b

倉庫Ａ棟

自転車置場Ａ

守衛所

自転車置場Ｂ

倉庫Ｂ棟

ポンプ室

水産冷蔵庫棟

屋外便所Ａ

屋外便所Ｂ

プロパン庫

便益棟

青果冷蔵庫棟

ゴミ置場

水産冷蔵庫棟

3,991.56

160.74

36.00

160.74

5.07

31.62

36.00

63.57

26.76

26.76

195.60

20.46

1aRC+S･3F+PHF

S･1F

S･1F

S･1F

S･1F

S･1F

S･1F

S･1F

S･1F

RC･1F

RC･1F

S･1F

S･1F

96.00

卸売場棟

確認済証

24,064.00

3,738.96 4,850.88

3,738.96 4,850.88

第滋確-57号/昭和57年７月24日

検査済証

建築面積 延べ床面積

構造

規模

RC+S･3F+PHF 223.43

160.74

36.00

160.74

5.07

31.62

36.00

26.76

26.76

195.60

20.46

96.00

63.57

96.00

48.00

S･1F

S･1F

S･1F

S･1F

S･1F

S･1F

S･1F

S･1F

S･1F

RC･1F

RC･1F

S･1F

S･1F

S･1F

RC+S･3F+PHF 4,214.99

24,064.00

5,218.31

5,218.31

3,886.56

3,886.56

(㎡)

棟備考

1b 卸売場棟

2

3

4

5

6

7

10

11

12

13

14

9

8a

8b

倉庫Ａ棟

自転車置場Ａ

守衛所

自転車置場Ｂ

倉庫Ｂ棟

ポンプ室

水産冷蔵庫棟

屋外便所Ａ

屋外便所Ｂ

プロパン庫

便益棟

青果冷蔵庫棟

ゴミ置場

水産冷蔵庫棟

1a 卸売場棟

1c 卸売場棟

確認済証 第八確-1639号/昭和63年11月17日

検査済証

建築面積 延べ床面積

構造

規模

RC+S･3F+PHF 223.43

160.74

36.00

160.74

5.07

31.62

36.00

26.76

26.76

195.60

20.46

96.00

63.57

96.00

48.00

S･1F

S･1F

S･1F

S･1F

S･1F

S･1F

S･1F

S･1F

S･1F

RC･1F

RC･1F

S･1F

S･1F

S･1F

RC+S･3F+PHF 4,214.99

S･1F

3,886.56

347.80

5,218.31

347.80 347.80

24,064.00

5,566.114,234.36

(㎡)

棟備考

1b 卸売場棟

2

3

4

5

6

7

10

11

12

13

14

9

8a

8b

倉庫Ａ棟

自転車置場Ａ

守衛所

自転車置場Ｂ

倉庫Ｂ棟

ポンプ室

水産冷蔵庫棟

屋外便所Ａ

屋外便所Ｂ

プロパン庫

便益棟

青果冷蔵庫棟

ゴミ置場

水産冷蔵庫棟

1a 卸売場棟

15

確認済証 第八確-1482号/平成３年11月７日

検査済証

貯蔵保冷庫棟

(㎡)

建築面積 延べ床面積 棟

構造

規模

備考

RC+S･3F+PHF 223.43

160.74

36.00

160.74

5.07

31.62

36.00

26.76

26.76

195.60

20.46

96.00

63.57

96.00

48.00

S･1F

S･1F

S･1F

S･1F

S･1F

S･1F

S･1F

S･1F

S･1F

RC･1F

RC･1F

S･1F

S･1F

S･1F

RC+S･3F+PHF 4,214.99

1b 卸売場棟

2

3

4

5

6

7

10

11

12

13

14

9

8a

8b

倉庫Ａ棟

自転車置場Ａ

守衛所

自転車置場Ｂ

倉庫Ｂ棟

ポンプ室

水産冷蔵庫棟

屋外便所Ａ

屋外便所Ｂ

プロパン庫

便益棟

青果冷蔵庫棟

ゴミ置場

水産冷蔵庫棟

1a 卸売場棟

15

S･1F 72.00

4,234.36 5,566.11

16

確認済証

78.00 72.00

5,638.114,312.36

24,064.00

検査済証

第H16計認建築八日市市00008号/平成16年９月14日

第H16計更建築八日市市00001号/平成16年10月５日

第H16計済建築八日市市00010号/平成16年11月26日

貯蔵保冷庫棟

水産冷凍冷蔵庫

(㎡)

建築面積 延べ床面積

構造

規模

備考

RC+S･3F+PHF 223.43

160.74

36.00

160.74

5.07

31.62

36.00

26.76

26.76

195.60

20.46

96.00

63.57

96.00

48.00

S･1F

S･1F

S･1F

S･1F

S･1F

S･1F

S･1F

S･1F

S･1F

RC･1F

RC･1F

S･1F

S･1F

S･1F

RC+S･3F+PHF 4,214.99

72.00S･1F

棟

1b 卸売場棟

2

3

4

5

6

7

10

11

12

13

14

9

8a

8b

倉庫Ａ棟

自転車置場Ａ

守衛所

自転車置場Ｂ

倉庫Ｂ棟

ポンプ室

水産冷蔵庫棟

屋外便所Ａ

屋外便所Ｂ

プロパン庫

便益棟

青果冷蔵庫棟

ゴミ置場

水産冷蔵庫棟

1a 卸売場棟

15

5,638.114,312.36

192.57

16

17S･1F

192.57 192.57

5,830.684,504.93

24,064.00

確認済証

検査済証

貯蔵保冷庫棟

水産冷凍冷蔵庫

農業振興施設

(㎡)

建築面積 延べ床面積

構造

規模

備考

RC+S･3F+PHF 223.43

160.74

36.00

160.74

5.07

31.62

36.00

26.76

26.76

195.60

20.46

96.00

63.57

96.00

48.00

S･1F

S･1F

S･1F

S･1F

S･1F

S･1F

S･1F

S･1F

S･1F

RC･1F

RC･1F

S･1F

S･1F

S･1F

RC+S･3F+PHF 4,214.99

72.00S･1F

5,830.684,504.93

192.57

S･1F

S･1F

24,064.00

名称 名称 名称 名称 名称 名称

昭和56年度建物概要 昭和57年度建物概要 昭和63年度建物概要 平成３年度建物概要 平成16年度建物概要 令和７年度建物概要

既

設

建

物

申

請

建

物

既

設

建

物

申

請

建

物

既

設

建

物

申

請

建

物

既

設

建

物

申

請

建

物

既

設

建

物

申

請

建

物

既

設

建

物

申

請

建

物

申請建物合計

総合計

敷地面積

確認済証

既設建物合計 既設建物合計

申請建物合計

総合計

敷地面積

既設建物合計

申請建物合計

総合計

敷地面積

既設建物合計

申請建物合計

総合計

敷地面積

既設建物合計

申請建物合計

総合計

敷地面積

既設建物合計

申請建物合計

総合計

敷地面積

Xn Yn

倍　面　積 

面　積 

地　積 

K1

K2

K3

K4

K5

K6

K7

K8

K9

K10

K11

K12

K13

K14

K15

K16

K17

K18

K19

K20

建築敷地(2533)地番

測点 (Xn+1 - Xn-1)Yn 距離

0.000000

86.792940

98.387090

171.314442

186.537028

56.195328

12.525532

-115.333463

-31.167069

225.281560

1037.127722

4788.198885

14961.014841

857.842011

1028.518501

723.475881

7816.274007

7257.323021

8670.294973

297.400428

48,128.003655

24,064.001827

24,064.00 m

2

0.000 0.000

1.05924.911

81.957 1.307

100.168 1.315

212.263 1.467

227.356 1.363

253.494 0.231

281.624

291.183

-3.060

-4.502

-8.452

-43.503

-48.214

288.547

264.530

264.707

165.218

164.187

159.472

157.301

154.666

106.322

85.565

3.700

-148.838

-149.294

-149.353

-150.531

-153.324

-105.026

-84.488

-3.476

-意

2025.10.10 東近江市農業振興施設整備工事(建築工事)

05

525.79 581.23

581.23525.79

5,030.72 6,411.91

(14.250)

13.030

18.030

1
5
.
5
3
0

1
0
.
0
0
0

2.090

1
4
.
2
4
0

備

品

保

管

棚

農業振興施設

１階床面積

16

1

2

18.030 15.530

13.030 10.000

280.0059

130.3000

D

A

B

C

(
3
.
2
3
5
)

(12.500)

(2.110)

(
5
.
5
1
5
)

(3.860)

(
4
.
4
8
5
)

(
3
.
2
3
5
)

4
.
2
3
5

16.250

4
.
2
3
5

14.500

3.110

4
.
5
1
5

4.860

5
.
4
8
5

14.500 4.235

3.110 4.515

4.860 5.485

16.250 4.235

61.4075

14.0417

26.6571

68.8188

１階床面積

合計

Ⅰ

3

4

5

6

3

4

5

6

581.2310

581.23㎡

建築面積

16 農業振興施設

11

1

2

2.090 14.240 29.7616

B

A

C

D

12.500 3.235

2.110 5.515

3.860 4.485

14.250 3.235

17.3121

46.0988

建築面積

合計

Ⅱ

Ⅰ

■１階床面積合計

581.23㎡

Ⅰ

■建築面積

■延床面積

Ⅱ

581.23㎡

11

備品保管棚床面積

１階床面積 29.76㎡

　備品保管棚の使用方法は、梱包等に使用する箱成にする前のダンボー

ル平積み置場として利用します。荷揚げはフォークリフトを使用しての

荷卸しになりますので、人が上部で作業する事はありません。従って、

昇降階段の設置も行っておりません。ゆえに、床面積の算入から除外致

しました。

40.4375

1

2

18.030 15.530

13.030 10.000

280.0059

130.3000

525.7910

525.79㎡

11.6367

525.79㎡



図 番

竣工

施工

File 2025/10/13 Output 2025/12/ 9

着工

証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号

名 称

図 名

作 成

小 杉 光 史

A1:1/500

A3:1/1000

8b8a

敷

地

境

界

線

 

2

1

2

m

敷地境界線 284m

敷

地

境

界

線

 

2

0

1

m

1

0

,

0

0

0

5

,

0

0

0

9
,
0
0
0

県道高木八日市線

農

道

南

門

市

道

幅員 9m

法第42条1項1号道路

排水処理場

公

浸透桝

浸透桝

屋外便所Ｂ屋外便所Ａ

浸透桝

東門

サービス門

浸透桝

Ｍ

案内板

浸透桝

浸透桝

西門

オイルタンク（埋設）

プロパン庫

卸売場棟

自転車置場Ａ

案内板

倉庫Ａ棟

2 3

水産冷凍冷蔵庫

ゴミ置場

水産冷蔵庫棟

倉庫Ｂ棟自転車置場Ｂ

案内板

守衛所

受水槽

便益棟

4

5 6

ポンプ室

7

9

10 11

12

13

14

青果冷蔵庫棟

1a

卸売場棟(買荷保管積込所Ａ)

卸売場棟(買荷保管積込所Ｂ)

1b 1b

1c

1c

16

16

農業振興施設

既設建物を示す

現況図

現況図,縦横断図

X X

Y
Y

X-X断面図

Y
-
Y
断

面
図

１

２

３ ４

６

５

貯蔵保冷庫棟

15

第八確-1482号/平成３年11月７日

第八確-1639号/昭和63年11月17日

第H16計更建築八日市市00001号/

平成16年10月５日
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図 番

竣工

施工

File 2025/11/10 Output 2025/12/ 9

着工

証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号

名 称

図 名

作 成

小 杉 光 史

建物配置図

A1:1/500

A3:1/1000

増築建物を示す

既設建物を示す

付近見取図,建物配置図

8b8a

敷

地

境

界

線

 

2

0

1

m

1

0

,

0

0

0
5

,

0

0

0

9
,
0
0
0

県道高木八日市線

農

道

南

門

幅員 9m

法第42条1項1号道路

浸透桝

浸透桝

屋外便所Ｂ屋外便所Ａ

浸透桝

東門

サービス門

浸透桝

Ｍ

案内板

浸透桝

浸透桝

西門

オイルタンク（埋設）

プロパン庫

卸売場棟

貯蔵保冷庫棟

自転車置場Ａ

案内板

倉庫Ａ棟

2 3

水産冷凍冷蔵庫

ゴミ置場

水産冷蔵庫棟

倉庫Ｂ棟自転車置場Ｂ

案内板

守衛所

受水槽

便益棟

4

5 6

ポンプ室

7

9

10 11

12

13

14

青果冷蔵庫棟

1a

卸売場棟(買荷保管積込所Ａ)

卸売場棟(買荷保管積込所Ｂ)

1b 1b

1c

1c

15

16

16

農業振興施設

17,500 1,735

12,500 5,000

A C

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

1

6

2
5
,
0
0
0

道路境界線

道路境界線

道路境界線

3
3
,
0
9
5

-意
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2025.10.10 東近江市農業振興施設整備工事(建築工事)

仮設･準備工

躯体工事

外部工事

内部工事

電気･機械設備工事

基礎工事

地業工事 鉄骨工事

機械設備工事 電気･機械設備工事

内部工事

屋根工事

外壁工事

完了検査

竣工

工種

仮設･準備工

１箇月

総合工程表(参考)

２箇月 ３箇月 ４箇月 ５箇月 ６箇月

建設場所:滋賀県東近江市市辺町字野神2533番

公

下

水

道

本

管 既設合併浄化槽(現在は公共下水に接続済み)

道路境界線 284m

道

路

境

界

線

 

2

1

2

m

市

道

 

法

第

4

2

条

1

項

1

号

道

路



アルミ製

不 準

作 成

証 印

名 称

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号 小 杉 光 史

図 名

着工

竣工

施工

File 2025/11/10 Output 2025/12/ 9

図 番

材料表,仕上表

化粧せっこうボード 9.5mm QM-9824

本表は本工事に用いる内外装仕上げを一括しています。

凡例・共通事項・材料表に記載の事項は本表以外の設計図にも適用する。

凡例 共 通 事 項

符　号 名　　　　称 使用 符　号 名　　　　称 一 般 事 項 ・本表は本工事に用いる内外装仕上げを一括して表す。各一覧表・材料表に記載の符号等は、本表以外の設計図に

SOP 合成樹脂調合ペイント塗り FC フタル酸樹脂ワニス塗り も適用する。

VE 塩化ビニル樹脂エナメル塗り AC アクリル樹脂ワニス塗り ・仕上表備考欄に　　　とあるものは、壁・天井仕上下地共不燃材とする。　　　とあるものは、壁・天井仕上を

AE アクリル樹脂エナメル塗り 2-ASC アクリルシリコン樹脂ワニス塗り 準不燃材とする。

2-FUC 常温乾燥形ふっ素樹脂ワニス塗り ・コンクリートとコンクリートブロックまたはALCパネル及び軽鉄下地との壁取合部には化粧目地を設ける。

2-XE ２液形エポキシ樹脂エナメル塗り 2-ASE アクリルシリコン樹脂エナメル塗り 目地材は※塩ビ製　・　　　 、目地幅は※10mm　・　　 mmとする。

塗

料

EP 合成樹脂エマルションペイント塗り 2-FUE 常温乾燥形ふっ素樹脂エナメル塗り

EP-G つや有合成樹脂エマルションペイント塗り FE フタル酸樹脂エナメル塗り

EP-SI 低汚染エマルションペイント

LC クリヤラッカー塗り U-BE １液形ウレタン樹脂焼付塗装

2-UC ２液形ポリウレタンワニス塗り F-BE ふっ素樹脂焼付塗装

OS オイルステイン塗り A-BE アクリル樹脂焼付塗装

OC オイルフィニッシュ仕上げ

WP コンクリート面撥水剤塗り

符　号 名　　　　称 符　号 名　　　　称

コンクリート K ケイ酸カルシウム板

CB コンクリートブロック GB-R せっこうボード

下

地

等

S 鉄骨 GB-F 強化せっこうボード

LGS 鋼製壁･天井下地 GB-D 化粧せっこうボード

ECP 押出成形セメント板 FF フリーアクセスフロア

W 木

防火材料一覧表

区分 使用 材料の名称・規格 認定番号 区分 使用 材料の名称・規格 認定番号

NM-0223・ けい酸カルシウム板 NM-8576 ・ 紙製壁紙

NM-8578 ・ 繊維製壁紙 NM-****

不

 

燃

 

材

 

料

NM-9029 ・ 無機質製壁紙 NM-0849

・ 化粧けい酸カルシウム板 NM-8577 　(下地・法定不燃材料、金属

・ せっこうボード 12.5､15mm NM-8619 　･せっこうボードを除く。直張り)

・ 不燃化粧せっこうボード 9.5mm NM-0441 ・ パルプ混入スラグ･セメント板 NM-0523

NM-0296 ・ 不燃化粧板 NM-2183

・ 普通硬質せっこうボード 9.5､12.5､15mm NM-9645 ・ せっこうボード 9.5mm QM-9828

・ 化粧せっこうボード 12.5mm NM-8614 ・ 化粧せっこうボード 9.5mm QM-9824

不

 

燃

 

材

 

料

NM-0127 ・ シージングせっこうボード 9.5mm QM-9826

・ 強化せっこうボード NM-8615 ・ 木片セメント板 QM-****

  12.5､15､18､21､25mm ・ 木毛セメント板 QM-****

準

 

不

 

燃

 

材

 

料

・ ロックウール化粧吸音板 NM-8599 ・ 紙製壁紙 QM-****

・ 吹付けロックウール 10mm以上 NM-8601 ・ 繊維製壁紙 QM-****

・ グラスウール保温板 NM-8605 ・ プラスチック製(塩化ビニル)壁紙 QM-9210

・ グラスウール化粧保温板 NM-8606 ・

・ ALCパネル NM-**** 　(下地・法定不燃材料、金属

・ 押出成形セメント板 NM-9252 　せっこうボードを除く。直張り)

・ 塗料塗装/不燃材料 NM-8585 ＊無機質壁紙は金属下地を含む

　(下地・法定不燃材)

・ 仕上塗材/不燃材料 NM-8572

　(下地・法定不燃材)

参考品番(又は同等以上)

外部仕上表

区分 部位 仕　上 区分 部位 仕　上 区分 部位 仕　上

DP 耐候性塗料塗り

使用

部位

仕上材料表

仕上工事 ・外部鉄面(鉄骨含む)は常温溶融亜鉛メッキ処理の上DP塗装を施す。

・天井下地は木製天井下地とする。

・床の仕上げ材が異なる部分には、ステンレス見切(ST-2)t=1.5㎜を使用する。

・床仕上げがビニル床タイル･ビニル床シートや塗床等の場合の下地は、金ごて仕上げとする。

・床のビニル床タイル、ビニル床シート、ゴムタイル等は、完成引渡し時に再度、樹脂ワックス仕上げを行う。

　(ワックスの種類は建物管理者と打合せのうえ決定のこと)

・巾木の高さは特記なき限り60mmとする。

・溝付ロックウール化粧吸音板は、壁・柱周りを同材による平板をボーダー張り(幅20mm)にする。

・天井に取付ける設備器具廻りについては、リブカット幅20mmとする。

・ビニル床シート張りは溶接工法又は接着工法とし、その種別は係員と協議する。

・バスパネルの下地には防湿フィルムを施工する。

・バスパネルの見切･水切は塩ビ製メーカー標準品を使用する。

・吹付下地のせっこうボードは2重張りとし、ボードジョイント処理を行う。

・ボード突付張りは面取加工品を使用する。

・ラワン合板仕上は突付張り(面取)とし施工前に必ずペーパー掛けを行い施工する。

・仕上材及び下地材などは、F☆☆☆☆認定材料を使用する。

・しな合板仕上は目透し張りとし施工前に必ずペーパー掛けを行い施工する。

・内部杉板は本実加工品を使用する。

・外壁部分は木胴縁45×15@303、ボード(耐水合板も含む)1重張を基本とする。

・内部木面は木材保護塗料(B)塗とする。

参考品番(又は同等以上)部位

床

外

部

内

部

・脱衣室壁不燃化粧板の下地はGB-St12.5を使用する。

・造作材等を正面からビス止する場合は埋木処理をお願いします。

無機質製壁紙 QM-9410

・地面から1ｍ以内の木部は防腐･防蟻処置を施す。

・

名称（符号） 品種・規格・寸法など 名称（符号） 品種・規格・寸法など

建

物

本

体

GB-S

ビニル床シート 複層ビニル床シートt2 東リ㈱:ノンワックスリュームNW

巾木

壁 クロス 無機質製壁紙 ㈱サンゲツ:フェイス程度

化粧ケイカル板 t6 ㈱エ－アンドエ－マテリアル:ステンド#400

天井 吉野石膏㈱:マーブルトーン･ライト

GB-NC 不燃積層せっこうボード

GB-NC 不燃積層せっこうボードt9.5

その他 旭ファイバーグラス㈱:アクリアマット断熱材(1)

断熱材(2)

ポストフォーム

消火器ボックス ナカ工業㈱:NH-1650

廻縁 フクビ化学工業㈱:F見切(FC-○Sタイプ)

天井点検口 ナカ工業㈱:ハイハッチGM

据え置きタイプ

アルミ製450×450

メラミン樹脂t20×W150,W300 アイカ工業㈱:ポストフォームKAAタイプ

裏貼材:スーパーフェルトンⅡt5

シージングせっこうボード

㈱エービーシー商会:エルキュア表面強化材 ケイ酸リチウム系コンクリート表面強化材

ビニル巾木

ダウ化工㈱:スタイロフォームB2

塗装合板型枠コンクリート打放し 造膜･浸透型疎水剤腰壁

樋

壁

そ

の

他

既設屋外階段 鉄骨製 DP(踊り場まで既設屋外階段を利用して改修)

内部仕上表

不

室　　名位置 天井高 備 考 室　　名床高さ

天 井

廻縁

床 壁

(躯体)･(準躯体)･(下地)･(仕上)(躯体)･(準躯体)･(下地)･(仕上)(躯体)･(準躯体)･(下地)･(仕上) (mm)(mm)

±0

±0

巾　木

１

階

休憩室

現場事務室

作業場

備品保管棚

RC打放し  

S GB-St12.5見返し

S GB-St12.5見返し

不

裏貼材:スーパーフェルトンⅡt5見返し

2500

休憩室

現場事務室

作業場

備品保管棚

-

-裏貼材:スーパーフェルトンⅡt5見返し

塩ビ製

塩ビ製

屋根

屋根 屋根

屋根仕上材(1)

屋根仕上材(2)

屋根仕上材(1):塗装ガルバリウム鋼板t0.8折板ハゼH166 屋根仕上材(2):塗装ガルバリウム鋼板t0.8折板H150(吊工法)

犬走り

大

庇

・

庇

押出法ポリスチレンフォーム保温板2種t15

軒樋(1)

竪樋

壁 ㈱淀川製鋼所:ヨド角波サイディング720

軒樋(2)

パナソニックハウジングソリューションズ㈱:

エアロアイアン 前高200WIDE

パナソニックハウジングソリューションズ㈱:

パナソニックハウジングソリューションズ㈱:

タフカラー

エアロアイアン 前高165WIDE

樋

造膜･浸透型疎水剤

通気シート フクビ化学工業㈱:遮熱エアテックスRST壁用遮熱･透湿･防水シート

腰壁

吊金物:ステンレス製

吊金物:ステンレス製

掴み金物:ステンレス製

塗装ガルバリウム鋼板t0.4角波成型

コンクリート保護剤 大日技研工業㈱:ランデックスコートWS疎水剤B工法

バリカー横型

バリカーピラー型

帝金㈱:バリカー横型 

スタンダードスチールコーナータイプ Y83R-A3

帝金㈱:バリカー横型 

スタンダード スチールタイプ 55-4 フックナシ

その他

庇

タラップ(2)

開口部 アルミ製建具,鋼板製建具

タラップ タラップ(1)

GB-St12.5(H形ジョイナー使用) 通気シート 

木横胴縁:15×45@606(防腐防蟻処理)

樋

鉄骨部分

庇 アルミ製

溶融亜鉛めっき処理 DP

外部壁仕上材

外部壁仕上材:塗装ガルバリウム鋼板t0.4角波成型縦張り

養生管 SGP管125A H1000 DP

RC 金ごて押え 表面強化材(床面カッター切)

RC モルタル金ごて押え ビニル床シートt2

RC

LGS GB-NCt9.5

東リ㈱:防汚抗菌ワイド巾木H300

LGS GB-Rt12.5 

ビニル巾木H300 

S LGS GB-Rt12.5 クロス

スチール製 Φ76.3×t3.2 H800 黄色焼付塗装

スチール製 Φ114.3×t4.5 H850 黄色焼付塗装

LGS GB-Rt12.5 ケイカル板t6底目張り EP

S LGS GB-Rt12.5 化粧ケイカル板t6底目張り

見切 アルミ製 標準色 ㈱サトウ巧材:アルミ6.5コS

床:RC 金ごて押え

ルーフファン

塩ビ製W273×H175 色付き

塩ビ製W212×H150 色付き

軒樋(2):塩ビ製W212×H150 色付き

軒樋(1):塩ビ製W273×H175 色付き

流し台(1),吊戸棚

作業台,プレハブ冷蔵庫

S 縞鋼板t6 SOP

塩ビ製Φ100 色付き

省エネ形 ㈱鎌倉製作所:RF-24E

庇 吊ポール式 アルミ製庇 アルフィン㈱:AP60 サポートポール仕様

高性能グラスウールt100,t50 密度:24㎏/㎡

塩ビ製 底目用

竪樋:塩ビ製Φ100,養生管:SGP管125A H1000 DP

竪樋:塩ビ製Φ100,養生管:SGP管125A H1000 DP

配管バック,流し台(2)

-意 08
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LGS GB-Rt12.5 

ステンレスt1 H300 HL 

裏貼材:スーパーフェルトンⅡt5

塗装ガルバリウム鋼板t0.8折板H150(吊工法)

㈱セキノ興産:SSV-2型塗装ガルバリウム鋼板t0.8折板ハゼH170

㈱セキノ興産:SS-500型



50

3
5
7
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5

357.5

3
5
7
.
5

357.5

図 番

竣工

施工

File 2025/12/07 Output 2025/12/ 9

着工

証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号

名 称

図 名

作 成

小 杉 光 史

A1:1/100

A3:1/200

A1:1/100

A3:1/200

4
,
5
0
0

2
5
,
0
0
0

4
,
5
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

2
6
5

4
,
2
3
5

2
6
5

4
,
2
3
5

9,000

9,000

1,040

1,040

5,000

17,500

12,500

1,215

1,215

5,000

事務机

3,500 9,000 265 265

2,775

1,470265950

12,500265950

2,775

265 1,470

1,500

1,500 2,000 7,500 1,500

7
5
0

1
,
7
5
0

3
,
2
5
0

3,250 1,7506,050 4,950

1,550

1,750

3,250 125

1,6253,110

ハ
ン
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A B C

柱:コラム

柱:H形鋼

壁:鉄骨胴縁

壁:軽量鉄骨壁下地W100･50

排煙用オペレーターを示す

-意

作業台

流し台(2)

流し台(1)

タラップ(2)

3,000

タラップ(1)

可変側溝(横断用)W300×L2000

可変側溝(横断用)W300×L2000

床:コンクリート金ごて押え

床:コンクリート金ごて押え

床:コンクリート金ごて押え

床:コンクリート金ごて押え

床:コンクリート金ごて押え

庇先端

庇先端

 撤去処分

 撤去処分

 撤去保管

 撤去処分

雨水会所桝:現場打ちコンクリート

屋外階段基礎

屋外階段

ガードパイプ:SGP管50A FE

 撤去処分(658.0㎡)

粒度調整砕石t100

クラッシャーラン(C40)t100

現況平面図,平面図

カッター切

カッター切

 撤去処分側溝:現場打ちコンクリート製側溝

 撤去処分側溝:現場打ちコンクリート製側溝

カッター切

0アスファルト舗装:密粒アスコンt5

0アスファルト舗装:密粒アスコンt5  撤去処分

 撤去処分アスファルト舗装:密粒アスコンt50

アスファルト舗装復旧

アスファルト舗装復旧
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2025.10.10 東近江市農業振興施設整備工事(建築工事)

※屋外階段の登り口を変える工事は本工事とする。

会所桝:コンクリート製 300×300,蓋:スチール製グレーチング

既設雨水排水管に接続

雨水排水管:VP管Φ100(異形ソケット125Aにて竪樋と接続)

雨水排水管:VP管Φ100(異形ソケット125Aにて竪樋と接続)

雨水排水管:VP管Φ100(異形ソケット125Aにて竪樋と接続)

雨水排水管:VP管Φ100(異形ソケット125Aにて竪樋と接続)

プレハブ冷蔵庫(別途工事)

・
1FL±0

・
1FL-230

1
0
0

100

作業台:ステンレス製 W1500×D600×H800

流し台(2):ステンレス製 W750×D600×H800

バック立上りH50

バック立上りH50,引出し付き

部分撤去を示す。

既設アスファルト舗装(t50)部分撤去を示す。

安全対策:ガードフェンスH1800

既設青果卸売場

既設プレハブ冷蔵庫既設プレハブ冷蔵庫

既設プレハブ冷蔵庫

既設青果卸売場

既設プレハブ冷蔵庫

配管バック:部分詳細図参照

ゴシック体は部分撤去を示す。

明朝体の仕上は既設仕上材を示す、特記無き限り現状のままとする。

バリカーピラー型 スチール製 Φ114.3×t4.5 H850 黄色焼付塗装

バリカー横型 スチール製 Φ76.3×t3.2 H800 黄色焼付塗装

安全対策:ガードフェンスH1800

既設アルミ製建具防火設備(網入り型板硝子t6.8)に改修

引違い窓:W1,930×H1,100 8箇所

Ｕ字側溝 W100×L1000

防火中心線

３ｍ延焼線

Ｕ字側溝 W100×L1000

カッター切:W6×H20

安全対策 必要に応じて警備員の配置やガードフェンス等を用い安全対策を講じる事



図 番

竣工

施工

File 2025/12/09 Output 2025/12/ 9

着工

証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号

名 称

図 名

作 成

小 杉 光 史

A1:1/100

A3:1/200

A1:1/100

A3:1/200

柱:コラム

柱:H形鋼

壁:鉄骨胴縁

壁:軽量鉄骨壁下地W100･50

排煙用オペレーターを示す
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上部ルーフファン
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平面図(中２階)

平面図(中２階),屋根伏図

103

104

タラップ(2)

タラップ(1)

防火中心線

５ｍ延焼線

庇先端

屋根仕上材(2):塗装ガルバリウム鋼板t0.8折板H150(吊工法)

鉄骨部分:溶融亜鉛めっき処理 DP

庇先端

屋根仕上材(2):塗装ガルバリウム鋼板t0.8折板H150(吊工法)

鉄骨部分:溶融亜鉛めっき処理 DP

7
0
0

3
,
0
5
0

3
,
0
5
0

7
0
0

けらば包み:塗装ガルバリウム鋼板t0.6加工

けらば包み:塗装ガルバリウム鋼板t0.6加工

けらば包み:塗装ガルバリウム鋼板t0.6加工

けらば包み:塗装ガルバリウム鋼板t0.6加工

庇:アルミ製

床:縞鋼板t6 防錆処理の上SOP
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2025.10.10 東近江市農業振興施設整備工事(建築工事)

プレハブ冷蔵庫(別途工事)

既設プレハブ冷蔵庫

既設青果卸売場

既設プレハブ冷蔵庫
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隙間:10

隙間:80

隙間:350

下る

隙間:392.5

福利厚生室

見学者デッキ

5,000

軒樋(2):塩ビ製W212×H150 色付き

雪止め金物:L-505×50×6 ステンレス製 

水勾配3/100

水勾配3/100

けらば包み:塗装ガルバリウム鋼板t0.6加工

けらば包み:塗装ガルバリウム鋼板t0.6加工

軒樋(2):塩ビ製W212×H150 色付き

屋根仕上材:塗装ガルバリウム鋼板t0.8折板ハゼH170

棟押え:塗装ガルバリウム鋼板t0.6加工

ルーフファン

棟押え:塗装ガルバリウム鋼板t0.6加工

雪止め金物:L-505×50×6 ステンレス製 

ルーフファン架台水切:塗装ガルバリウム鋼板t0.6加工

雪止め金物:L-505×50×6 ステンレス製 

軒樋(2):塩ビ製W212×H150 色付き

ケラバ包み:塗装ガルバリウム鋼板t0.6加工

吹抜

けらば包み:塗装ガルバリウム鋼板t0.6加工

ｶﾞﾗｽ:既設線入り透明ｶﾞﾗｽt6.8(ｼｰﾘﾝｸﾞ共)W1570×H1400 撤去処分

ｶﾞﾗｽ:網入り透明ｶﾞﾗｽt6.8(ｼｰﾘﾝｸﾞ共)W1570×H1400 新設

ｶﾞﾗｽ:網入り透明ｶﾞﾗｽt6.8(ｼｰﾘﾝｸﾞ共)W3250×H2400 新設

ｶﾞﾗｽ:既設線入り透明ｶﾞﾗｽt6.8(ｼｰﾘﾝｸﾞ共)W3250×H2400 撤去処分

既設大屋根先端

屋根:塩ビ被覆鋼板t0.8折板H150

５ｍ延焼線

防火中心線
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File 2025/11/10 Output 2025/12/ 9

着工

証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号

名 称

図 名

作 成

小 杉 光 史

A1:1/100

A3:1/200

4
,
5
0
0

2
5
,
0
0
0

4
,
5
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

2
6
5

4
,
2
3
5

2
6
5

4
,
2
3
5

1

2

3

4

5

6

9,000

9,000

1,040

1,040

5,000

17,500

12,500

5,000

3,500 9,000 265 265

2,775

1,470265

12,500265

2,775

265 1,470

A B C

1,500

1,500 2,000 7,500 1,500

7
5
0

1
,
7
5
0

3
,
2
5
0

3,250 1,7506,050 4,950

3,250 125

1,6253,110

ハンガー引分け戸(W7900×H3500)

作業場

2
,
5
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

3
,
5
0
0

青果卸売場

3,000 3,000 3,000

上る

A1:1/100

A3:1/200

2
5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

2
6
5

2
6
5

1

2

3

4

5

6

9,000

9,000

1,040

1,040

5,000

17,500

12,500

5,000

3,500 9,000 265 265

2,775

1,470265

12,500265

2,775

265 1,470

A B C

1,500

1,500 2,000 7,500 1,500

3,250 1,7506,050 4,950

2
,
5
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

3
,
5
0
0

青果卸売場

3,000 3,000 3,000

上る

2
6
5

4
,
7
3
5

2
6
5

4
,
7
3
5

3,000

5,000

柱:コラム

柱:H形鋼

壁:鉄骨胴縁

壁:軽量鉄骨壁下地W100･50

排煙用オペレーターを示す

ケラバ包み:塗装ガルバリウム鋼板t0.6加工

1 LGS GB-NCt9.5 天井点検口:アルミ製450×450

1

CH2500

現場事務室兼休憩室

タラップ

天井伏図

水勾配3/100

水勾配3/100

水勾配3/100

上部ルーフファン

2
,
5
0
0

作業場

3,000

水勾配3/100

水勾配3/100

-意

天井伏図(上部)

天井伏図

軒樋(2):塩ビ製W212×H150

軒樋(1):塩ビ製W273×H175

軒樋(1):塩ビ製W273×H175

軒樋(1):塩ビ製W273×H175

防火中心線

３ｍ延焼線

既設アルミ製建具防火設備(網入り型板硝子t6.8)に改修

庇:アルミ製

けらば包み:塗装ガルバリウム鋼板t0.6加工

屋根(2):塗装ガルバリウム鋼板t0.8折板H150(吊工法)

ケラバ包み:塗装ガルバリウム鋼板t0.6加工

けらば包み:塗装ガルバリウム鋼板t0.6加工

けらば包み:塗装ガルバリウム鋼板t0.6加工

屋根(2):塗装ガルバリウム鋼板t0.8折板H150(吊工法)

軒樋(2):塩ビ製W212×H150

鉄骨:防錆塗装の上SOP

裏貼材:スーパーフェルトンⅡt5

屋根(1):塗装ガルバリウム鋼板t0.8折板ハゼH170

屋根(1):塗装ガルバリウム鋼板t0.8折板ハゼH170

裏貼材:スーパーフェルトンⅡt5

防火中心線
５ｍ延焼線
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既設プレハブ冷蔵庫

既設プレハブ冷蔵庫 既設プレハブ冷蔵庫

既設プレハブ冷蔵庫
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File 2025/11/10 Output 2025/12/ 9

着工

証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号

名 称

図 名

作 成

小 杉 光 史

A1:1/100

A3:1/200

A1:1/100

A3:1/200

A B C

ABC

123456

1 2 3 4 5 6

西面立面図 南面立面図

A1:1/100

A3:1/200

A1:1/100

A3:1/200

東面立面図 北面立面図

ルーフファン

庇:アルミ製

腰壁:塗装合板型枠コンクリート打放し 造膜･浸透型疎水剤

水切:塗装ガルバリウム鋼板t0.4加工

壁:塗装ガルバリウム鋼板t0.4角波成型縦張り

屋根:塗装ガルバリウム鋼板t0.8折板ハゼH170

軒樋(2):塩ビ製W212×H150 色付き

竪樋:塩ビ製Φ100 色付き

養生管:SGP管125A H1000 DP

バリカー横型

バリカーピラー型

壁:塗装ガルバリウム鋼板t0.4角波成型縦張り

けらば包み:塗装ガルバリウム鋼板t0.6加工

けらば包み:塗装ガルバリウム鋼板t0.6加工けらば包み:塗装ガルバリウム鋼板t0.6加工

腰壁:塗装合板型枠コンクリート打放し 造膜･浸透型疎水剤

水切:塗装ガルバリウム鋼板t0.4加工

鉄骨:亜鉛溶融めっき処理の上DP

ルーフファン

ルーフファン架台水切:塗装ガルバリウム鋼板t0.6加工

ルーフファン

壁:塗装ガルバリウム鋼板t0.4角波成型縦張り

けらば包み:塗装ガルバリウム鋼板t0.6加工

けらば包み:塗装ガルバリウム鋼板t0.6加工

目地:15×15 変成シーリング

目地:15×15 変成シーリング 目地:15×15 変成シーリング

腰壁:塗装合板型枠コンクリート打放し 造膜･浸透型疎水剤

鉄骨:亜鉛溶融めっき処理の上DP

水切:塗装ガルバリウム鋼板t0.4加工バリカーピラー型 バリカーピラー型 バリカーピラー型

屋根(2):塗装ガルバリウム鋼板t0.8折板H150(吊工法)

屋根(1):塗装ガルバリウム鋼板t0.8折板ハゼH170

腰壁:塗装合板型枠コンクリート打放し 造膜･浸透型疎水剤

壁:塗装ガルバリウム鋼板t0.4角波成型縦張り

-意 12

2025.10.10

立面図

東近江市農業振興施設整備工事(建築工事)



図 番

竣工

施工

File 2025/12/08 Output 2025/12/ 9

着工

証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号

名 称

図 名

作 成

小 杉 光 史

GL

1FL

5
0

2
,
6
0
0

1
0
0

A1:1/100

A3:1/200

断面図

A1:1/100

A3:1/200

断面図

GL

1FL

5
0

12,500 5,000

265 265

最大荷重:215㎏/㎡

17,500

265 12,500 5,000 265

A B C

25,0004,500 4,500

265 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 2654,235 4,235

5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

1 2 3 4 5 6

5
0

作業室 作業室

2
,
6
0
0

1
0
0

1,700

3
,
5
0
0

5
0

6
,
9
2
5

-意 13

2025.10.10 東近江市農業振興施設整備工事(建築工事)

プレハブ冷蔵庫(別途工事)

RG軒桁天端

6
,
2
0
0

3
,
5
0
0

RG軒桁天端

6
,
2
0
0

3

100

3

100

3

100

3

100

6
,
2
0
0

3
7
5

最高の高さ

4
,
6
0
0

1
,
6
0
0

4
,
6
0
0

1
,
6
0
0

壁:S 木毛ｾﾒﾝﾄ板t25

壁:S 木毛ｾﾒﾝﾄ板t25

壁:S 木毛ｾﾒﾝﾄ板t25

壁:S 木毛ｾﾒﾝﾄ板t25

ｶﾞﾗｽ:線入り透明ｶﾞﾗｽt6.8 撤去処分(ｼｰﾘﾝｸﾞ共)

A1:1/100

A3:1/200

改修前既設建物西面立面図

壁:S 木毛ｾﾒﾝﾄ板t25

A1:1/100

A3:1/200

改修後既設建物西面立面図

 GB-Rt9.5 塗装ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.4H9(73.90㎡)

 GB-Rt9.5 塗装ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.4H9(2.90㎡)壁:S 木毛ｾﾒﾝﾄ板t25

 GB-Rt9.5 塗装ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.4H9(3.70㎡)壁:S 木毛ｾﾒﾝﾄ板t25

 GB-Rt9.5 塗装ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.4H9(103.90)壁:S 木毛ｾﾒﾝﾄ板t25

軒天:S 軽量鉄骨天井下地

ｶﾞﾗｽ:網入り型板ｶﾞﾗｽt6.8(ｼｰﾘﾝｸﾞ共) ｶﾞﾗｽ:網入り型板ｶﾞﾗｽt6.8(ｼｰﾘﾝｸﾞ共)ｶﾞﾗｽ:線入り透明ｶﾞﾗｽt6.8 撤去処分(ｼｰﾘﾝｸﾞ共)

断面図,改修前･後既設西面立面図

 塩ﾋﾞｶﾗｰ鋼板t0.8 撤去処分(2.90㎡)

 塩ﾋﾞｶﾗｰ鋼板t0.8 撤去処分(3.70㎡)

 塩ﾋﾞｶﾗｰ鋼板t0.8 撤去処分(73.90㎡)

 塩ﾋﾞｶﾗｰ鋼板t0.8 撤去処分(103.90㎡)

 石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t8底目張り VP 撤去処分(24.90㎡)軒天:S 軽量鉄骨天井下地

特記無き限り現状のままとする

明朝体の仕上は既設部分を示す 

ゴシック体は新設･改修部分を示す

 ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t8底目張り DP(24.90㎡)

※ﾎﾞｰﾄﾞ処分はｱｽﾍﾞｽﾄ含有物として処分する事



図 番

竣工

施工

File 2025/11/10 Output 2025/12/ 9

着工

証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号

名 称

図 名

作 成

小 杉 光 史 矩計図(1)

矩計図(1)

A1:1/20

A3:1/40

5
0

6
,
2
0
0

GL

RG水下天端

1FL

※内部鉄部は全て防錆処理の上DPとする。

★特記事項

-意

435 265

3

1
2
0

1
8
0

3
,
5
0
0

3
0
0

床:RC 金ごて押え 表面強化材(床面カッター切)

作業場

215205

1
5

2
3
0

2
0

7
5

265

屋根(2):塗装ガルバリウム鋼板t0.8折板H150(吊工法)

4,500

265 435 3,050 750

6

265

ハンガードアカバーパネル:亜鉛溶融めっき鋼板t1.6 DP

ケミカル面戸(外側)

軒樋(2):塩ビ製W212×H150 色付き

尾垂れ加工

自在ドレン:塩ビ製Φ100

吊金具:ステンレス製@500

耐水リベット:パッキン付ビス等

軒先見切面戸(周囲シーリング)

1
2
0

1
8
0

6
1
5

3
,
5
0
0

7
5

3
2
5

2
0

1
5

215 300

作業場

床:RC 金ごて押え 表面強化材(床面カッター切)

200

4
0
0

4,540 520 500

4
4
5

1
0
0

1
0
0

5
0

1
0
0

2
0
0

2
9
5

3

100

床:金ごて押え(床面カッター切)

土間コンクリートt180(Fc-18-15-20)

配筋:D13-@200 ダブルクロス

地業:RC-40t120

屋根(2):塗装ガルバリウム鋼板t0.8折板H150(吊工法)

裏貼材:スーパーフェルトンⅡt5

タイトフレーム（隅肉溶接 溶接長さ20㎜以上）

屋根(1):塗装ガルバリウム鋼板t0.8折板ハゼH170 

S LGS GB-Rt12.5 クロス

天井:LGS GB-NCt9.5

断熱材:グラスウール24Kt100

壁:LGS GB-Rt12.5 ケイカル板t6底目張り EP

壁:GB-St12.5見返し

鉄部:防錆処理の上SOP

10012.5 18.5

100 50

30

42.5 18.5

170 5012.5

15

15

120 50

壁:LGS GB-Rt12.5 化粧ケイカル板t6底目張り

70 4040

天井:LGS GB-NCt9.5

廻縁:塩ビ製底目タイプ

床:RC モルタル金ごて押え ビニル床シートt2

現場事務室兼休憩室

作業場

床:RC 金ごて押え 表面強化材(床面カッター切)

断熱材:グラスウール24Kt50

断熱材:グラスウール24Kt100

木横胴縁:15×45@606(防腐防蟻処理)

壁:外部壁仕上材 塗装ガルバリウム鋼板t0.4角波成型縦張り(ステンレス製ビス シリコンゴム付き)

GB-St12.5(H形ジョイナー使用) 通気シート 

水切:塗装ガルバリウム鋼板t0.4加工

目地棒:20×40

腰壁:塗装合板型枠コンクリート打放し 造膜･浸透型疎水剤(打増しt20)

1
2
0

1
8
0

3
,
0
5
0

2
,
0
0
0

1
0
0

3
7
5

2
5

2
5
0

3
0
0

3
,
1
5
0

けらば包み:塗装ガルバリウム鋼板t0.6加工

屋根(1):塗装ガルバリウム鋼板t0.8折板ハゼH170 

裏貼材:スーパーフェルトンⅡt5

265 3,500

A

14

2025.10.10 東近江市農業振興施設整備工事(建築工事)

床:金ごて押え(床面カッター切)

土間コンクリートt180(Fc-18-15-20)

配筋:D13-@200 ダブルクロス

地業:RC-40t120

床:金ごて押え(床面カッター切)

土間コンクリートt180(Fc-18-15-20)

配筋:D13-@200 ダブルクロス

地業:RC-40t120

流し台(1):部分詳細図参照

4
0
0

4
,
6
0
0

1
,
6
0
0

1
,
1
0
0

1
,
6
0
0

水切:塗装ガルバリウム鋼板t0.6加工

1
,
1
0
0

5
8
5

吊金物:溶融亜鉛めっき処理

吊金物:溶融亜鉛めっき処理

吊金具:ステンレス製@500

水切:塗装ガルバリウム鋼板t0.6加工

自在ドレン:Φ100

軒樋(1)塩ビ製W273×H175 色付き

化粧フレーム

尾垂れ加工



図 番

竣工

施工

File 2025/11/10 Output 2025/12/ 9

着工

証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号

名 称

図 名

作 成

小 杉 光 史 矩計図(2)

A3:1/40

A1:1/20

矩計図(2)

5
0

6
,
2
0
0

GL

RG水下天端

1FL

5
0

6
,
2
0
0

300 150 150 600 150 150 600 150 250

20020

450 900 900 250

4
0
0

4
5
0

1
1
0

セパ穴:無収縮モルタルこて押え(3㎜面落ち)

養生管:SGP管125A H1000 DP

掴み金物:ステンレス製

掴み金物:ステンレス製

けらば包み:塗装ガルバリウム鋼板t0.6加工

軒樋(2):塩ビ製W212×H150 色付き

木横胴縁:15×45@606(防腐防蟻処理)

GB-St12.5(H形ジョイナー使用) 通気シート 

コーナーカバー:塗装ガルバリウム鋼板t0.4加工

壁:外部壁仕上材 塗装ガルバリウム鋼板t0.4角波成型縦張り(ステンレス製ビス シリコンゴム付き)

竪樋:塩ビ製Φ100 色付き

腰壁:塗装合板型枠コンクリート打放し 造膜･浸透型疎水剤(打増しt20)

1

265

265

バリカー横型:スチール製 Φ76.3×t3.2 H800 黄色焼付塗装

床:金ごて押え(床面カッター切)

土間コンクリートt180(Fc-18-15-20)

配筋:D13-@200 ダブルクロス

地業:RC-40t120

3
,
6
5
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1
,
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5
0

5
0

3
5
0

3
5
0

3
5
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3
5
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3
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1
,
0
2
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1
8
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1
6
3

1
,
0
5
0

1
,
0
5
0

1
6
3

5
3
7

分割位置

腰壁:合板型枠コンクリート打放し(打増しt15)

5
0

5
0

下地:L-65×65×6@450

床:縞鋼板t6

1
2
0

1
8
0

2
,
7
0
0

1
0
0

2
,
6
0
0

備品保管棚

作業場

床:RC 金ごて押え 表面強化材(床面カッター切)

8
0
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1
,
2
1
4

1
,
2
1
3

1
,
2
1
3

2
,
2
1
3

3
4
7

1
9
0

2
0
0

1

けらば包み:塗装ガルバリウム鋼板t0.6加工

腰壁:塗装合板型枠コンクリート打放し 造膜･浸透型疎水剤(打増しt20)

700

FB-4×30

安全ガード組立式

支柱:Φ25丸棒

ステップ:Φ22丸棒

5
,
6
0
0

3
,
6
5
0

1
,
9
5
0

5
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0
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1
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2
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3
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0

3
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0

1
,
0
0
0

分割位置

400 1,750 265

350

150 200

支柱:Φ25丸棒

FB-4×30

700

M10ボルト逆転ナット止め

M10ボルト逆転ナット止め

3
5
0

3
5
0

1
8
7
.
5

1
0
0

4
2
.
5

壁芯

60 274 60

394

2
0

9
0

M10ステンレスボルト(ワッシャー共)

ダブルナット締め又は溶接

2
0

1
3
0

長穴:15×25

M12ボルト

2
5

2
5

5
0

6 6

1
8
2
.
5

3
5

2
5

400

50

長穴:12×25

-意

1,750 265

15

2025.10.10 東近江市農業振興施設整備工事(建築工事)

材質:ステンレス(SUS304) 磨き仕上

床:金ごて押え(床面カッター切)

土間コンクリートt150(Fc-18-15-20)

配筋:D13-@200 シングルクロス

地業:RC-40t100



図 番

竣工

施工

File 2025/10/22 Output 2025/12/ 9

着工

証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号

名 称

図 名

作 成

小 杉 光 史

-意

9
4
0

1
,
0
4
0

1
5
0

1
,
3
8
0

1
0
0

1
,
3
8
0

1
,
6
8
0

1,000

モルタル金ごて押え 撤去処分

コンクリート下地共

5,620

1
,
3
8
5

階段ササラ:[-300×90×9×13の天端50㎜程度ガスにてカット 撤去処分(手摺共)

床:縞鋼板t4.5ガスにてカット(手摺共)

こっちの屋外階段は現状のままとする。

1 2 15

16

4,000 4,000 4,000

電動スチールシャッター

1FL

3FL

5
,
6
5
0

4
0

1
8
7
×

3
0
=
5
,
6
1
0

1
8
7
×

1
5
=
2
,
8
0
5

1
8
7
×

1
5
=
2
,
8
0
5

1FL

3FL

1

15

16

30

モルタル金ごて押え 撤去処分

コンクリート 撤去処分

1
5
0

3
2
7

地中梁は撤去しない

1
,
5
0
0

防護柵:SGP管50A 撤去処分

防護柵:SGP管50A 撤去処分

足元サンダーにてカット

柱:H-150×150×7×10

GPLｰ9,RPL-6,HTB 2-M20 撤去処分

2

手摺子:SGP管10A@120

手摺親:SGP管32A

繋ぎ材:SGP管25A

手摺:SGP管50A

繋ぎ材:SGP管25A

手摺親:SGP管32A

手摺子:SGP管10A@120

床:縞鋼板t4.5

床:縞鋼板t4.5

[-250×90×9×13

手摺:SGP管40A

[-300×90×9×13

10 165255×15=3,825 1,225

A3:1/60

A1:1/30

改修前既設屋外階段詳細図

2025.10.10

改修前既設屋外階段詳細図

16

東近江市農業振興施設整備工事(建築工事)ゴシック体は部分撤去を示す。

明朝体の仕上は既設仕上材を示す、特記無き限り現状のままとする。部分撤去(躯体又は準躯体から)を示す。

部分撤去(下地から)を示す。

部分撤去を示す。



図 番

竣工

施工

File 2025/10/22 Output 2025/12/ 9

着工

証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号

名 称

図 名

作 成

小 杉 光 史

-意

357.5

Ｕ
字

側
溝

 
W
1
0
0
×

L
1
0
0
0

既設防護柵ダメ穴モルタル充填

16

15 2

下地補強材:L-65×65×6,縞鋼板t4.5

手摺:既設合わせ,[-300×90×9×13継足し

手摺:既設合わせ

特
記
事
項
:
新
設
鉄
部
は
、
ロ
ー
バ
ル
塗
装
の
上
 
D
P

1

1,050

1
,
6
0
0

860190

9
0

1
,
2
0
0

9
0

901,21090

雨落ちの10㎜程度の隙間を設ける。

9
4
0

1
,
5
7
0

2
6
5

C

電動スチールシャッター

4,000 4,000 4,000

1FL

3FL

5
,
6
5
0

4
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1
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×

3
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=
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,
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1
8
7
×

1
5
=
2
,
8
0
5

1
8
7
×

1
5
=
2
,
8
0
5

1FL

3FL

15

16

30

GPLｰ9,RPL-6,

2

手摺:SGP管50A

繋ぎ材:SGP管25A

手摺親:SGP管32A

手摺子:SGP管10A@120

床:縞鋼板t4.5

[-250×90×9×13

[-300×90×9×13

手摺:SGP管40A

手摺子:SGP管10A@120

手摺親:SGP管32A

繋ぎ材:SGP管25A

柱:H-150×150×7×10

床:縞鋼板t4.5

HTB 2-M20

D10-@200

はちまき:D10

D13-@200 縦横共

面木:15㎜

1
0
0

5
0
0

1
5
0

2
2
7

特
記
事
項
:
コ
ン
ク
リ
ー
ト
:
F
c
1
5
-
1
5
-
2
0
,
配
筋
:
S
D
2
9
5
A
,
砕
石
地
業
:
R
C
4
0

1,050

既設手摺カット部分小口蓋(PLt3.2)

10 165255×15=3,825 1,225 255×13=3,315

A1:1/30

A3:1/60

改修後既設屋外階段詳細図

2025.10.10

改修後既設屋外階段詳細図
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東近江市農業振興施設整備工事(建築工事)ゴシック体は新設･改修部分を示す。

明朝体の仕上は既設仕上材を示す、特記無き限り現状のままとする。新設･改修部分(躯体又は準躯体から)を示す。

新設･改修部分(下地から)を示す。

新設･改修部分を示す。

砕石地業:RC40



2
,
5
0
0

1FL

図 番

竣工

施工

File 2025/11/10 Output 2025/12/ 9

着工

証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号

名 称

図 名

作 成

小 杉 光 史

A1:1/50

A3:1/100

2
,
5
0
0

A1:1/50

A3:1/100

2
,
5
0
0

A1:1/50

A3:1/100

265 3,500

A

Ａ

5,000 265

Ｂ

1

2
,
5
0
0

1FL

2653,500

A

2
,
0
0
0

5
0
0

5,000265

1

Ｃ Ｄ

1FL

8
0
0

8
0
0

8
0
0

3,500 265

Ｃ

現場事務室兼休憩室

作業場

現場事務室兼休憩室

5,000265

Ｂ

1

3
0
0

3
5
0
1
0
0

1
,
2
5
0

1
0
0
3
7
5

2
,
0
0
0

1
0
0
3
7
5

3
0
0

2
,
1
7
5

5
2
5

3
0
0

作業場展開図

平面詳細図,展開図

2

2

2
6
5

5
,
0
0
0

2

1

265 3,500

265 1,500 2,000

事務机
複合機

テーブル

書棚

冷蔵庫

302.5 860 1,357.5 860 120

±0

H2475

AW102

±0

H2475

AW102

2
0
2
.
5

1
,
0
7
7
.
5

7
0

1
,
7
0
0

9
7
0

8
6
0

1
2
0

±0

H2475

AW102

±0

AW101

H2475

450 800

CH2500

現場事務室兼休憩室

FL±0

±0

H2000

4
9
0

7,200

±0

H3500

AD101

2
6
5

5
,
0
0
0

A

245

2
4
5

・
±0

・
-60

・
-120

175

流し台:W1200×D600×H850

吊戸棚:W1200×D350×H700(部分詳細図参照)

床:C モルタル金ごて押え ビニル床シートt2

床:C 金ごて押え 表面強化材(床面カッター切)

バリカーピラー型:スチール製 Φ114.3×t4.5 H850 黄色焼付塗装

犬走り:RC 金ごて押え

バリカー横型:スチール製 Φ76.3×t3.2 H800 黄色焼付塗装

竪樋:塩ビ製Φ100

養生管:SGP管125A H1000 DP

床

腰壁

巾木

床

腰壁

巾木

壁

天井

天井

壁

床

腰壁

巾木

天井

壁

RC モルタル金ごて押え ビニル床シートt2

LGS GB-Rt12.5 クロス

LGS GB-Rt12.5 ビニル巾木H300

LGS GB-NCt9.5(廻縁:塩ビ製)

LGS GB-Rt12.5 化粧ケイカル板t6底目張り

RC モルタル金ごて押え ビニル床シートt2

LGS GB-Rt12.5 クロス

LGS GB-Rt12.5 ビニル巾木H300

RC 金ごて押え 表面強化材(床面カッター切)

LGS GB-Rt12.5 ステンレスt1 H300 HL

裏貼材:スーパーフェルトンⅡt5見返し

S 塗装ガルバリウム鋼板t0.8折板ハゼH166

LGS GB-NCt9.5(廻縁:塩ビ製)

LGS GB-Rt12.5 化粧ケイカル板t6底目張り

LGS GB-Rt12.5 ケイカル板t6底目張り EP

壁:LGS GB-Rt12.5 クロス

壁:LGS GB-Rt12.5 クロス

柱形:鉄骨部分 防錆処理の上SOP

壁:LGS GB-Rt12.5 クロス

巾木:LGS GB-Rt12.5 ビニル巾木H300

巾木:LGS GB-Rt12.5 ビニル巾木H300

巾木:LGS GB-Rt12.5 ビニル巾木H300

巾木:LGS GB-Rt12.5 ビニル巾木H300

巾木:LGS GB-Rt12.5 ビニル巾木H300

巾木:LGS GB-Rt12.5 ビニル巾木H300

壁:LGS GB-Rt12.5 クロス

見切:アルミ製 標準色

吊戸棚:W1200×H700×D350(部分詳細図参照)

柱形:鉄骨部分 防錆処理の上SOP

柱形:鉄骨部分 防錆処理の上SOP

巾木:LGS GB-Rt12.5 ビニル巾木H300

巾木:LGS GB-Rt12.5 ステンレスt1 H300 HL

巾木:LGS GB-Rt12.5 ステンレスt1 H300 HL

壁:LGS GB-Rt12.5 ケイ酸カルシウム板t6底目張り EP

壁:LGS GB-Rt12.5 ケイ酸カルシウム板t6底目張り EP

見切:アルミ製 標準色

壁:LGS GB-Rt12.5 化粧ケイ酸カルシウム板t6底目張り

見切:アルミ製 標準色

壁:LGS GB-Rt12.5 クロス

壁:LGS GB-Rt12.5 クロス

流し台(1):W1200×H850×D600

A1:1/50

A3:1/100

平面図詳細図 現場事務室兼休憩室展開図

現場事務室兼休憩室展開図
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2025.10.10 東近江市農業振興施設整備工事(建築工事)

SD101



作 成

証 印

名 称

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号 小 杉 光 史

図 名

着工

竣工

施工

File 2025/11/10 Output 2025/12/ 9

図 番

建具特記仕様書,建具表(1)

位置符号 数量

・雨掛り箇所の戸枠上端に水切板を設ける。ステンレスt=1.5 出25mmH.Lとする。

一般事項 ・本表は建具関連の符号・標準枠納まり等を示しているが、本表に記載のない仕様は標準仕様書・特記仕様書16章建具工事

　及び20章2節の可動間仕切・移動間仕切を適用する。

・トイレブース、SK扉、戸棚、カウンター扉その他これらに類する建具は別図によるものとし、本表には含まない。

・本表に記載の符号等は、本表以外の設計図にも適用する。

・壁当りとなる開き戸は、壁面からの逃げ寸法を100mm程度とし、ドアクローザーの有無にかかわらず戸当りを設ける。

・排煙窓のクレセント及び操作レバーの位置は、床面から1,500mm以下とする。

・くつずりは、床仕上げが異なる個所、仕上げ高さが異なる個所はST-2又はST-3とし、外部周りはST-3、PATの出入口は

　ST-4とする。

・外部に面するガラリは1型、屋内は3型とし、材質は屋内SDの場合はスチール製、外部SDの場合は( ※ アルミ・ステンレ

　ス・スチール)、WDの場合は( ※ アルミ製 ･ 木製)とする。ガラリは戸と同仕上げとする。

　戸は煙感知器連動閉鎖装置付とする。

・給排気ガラリの面積は、計画風量に基づき外部に面するガラリは開口率30％、通過風速3m/秒、内部ガラリは開口率50％、

　通過風速1.5ｍ/秒を上限として算出、チェックする。

・ガイドレールはステンレス製、まぐさ・座板は外部ステンレス製、室内側はパネル仕上、天井同色焼付塗装とする。

・建具に張る樹脂シートは内装壁仕上の樹脂シートと同材とする。

・複層ガラスのスペーサーは黒色艶消し塗装品とする。

・庇など天板に使用する強化ガラスは全て合わせガラスとし、セラミックプリント仕様とする。

・幕板部に誘導灯を埋め込む場合は、同一面納まりとする。

・扉に付く小窓・ガラリの枠はFB-3×15とし、特記なき限りW=100、H=扉H-200とする。

・扉に付く丸窓は枠FB-3×15とし、特記なき限り600φとする。

・バックボードは、FKt=15 2-FUE塗とする。

・外部に面する扉は、上部小庇 b=70付とする

共 通 事 項

・外部に面する戸はAT型とする。上部、下部共包み込みとする。

・沓摺下部に床防水層が立ち上がる箇所は、ステンレス板フラッシングH100mm以上を溶接で取り付ける。

・下枠には結露受SUS H.L t=1.5 W=40付とする。

・PS・DS戸の取付け位置は巾木上を原則とし、隠しヒンジとする。

・ダクトが接続されるガラリは接続枠付とし、裏面（室内側）に結露防止材を施す。

・戸枠に戸当りゴム２箇所を取付ける。

・ガラスフィルムは、参考品番:㈱中川ケミカル フォグラスとする。

・外部､便所､浴室廻りSD枠は下部FL+300まではステンレスt=1.5で製作する。

・外部ガラリには防虫網(網戸同仕様)を設置する。

・アルミサッシ表面仕上げは、JIS H8602のA1とする。

・排煙用オペレーターは、開放をワンタッチ式、閉鎖をハンドル操作にて行うタイプとし、隠蔽型を使用すること。

・網戸の網は、塩ビ製(黒)を使用する。

・開き戸のレバーハンドル・握玉は、床面から900mmとし、ドアハンドル(押板・引棒)は900mmとする。

・住宅用アルミサッシメーカーは、トステム㈱:デュオPGとする。

・Vレールは木製を使用する。

・木製建具の引手は、木製を使用する。

・木製建具の仕上は、蜜ロウ拭取り仕上とする。

・鍵又はサムターンの方式を示した図を作成し、監督職員の承認後施工すること。

・建具符号に 防 ・ 特 ・ 特S とあるのは、防火設備・特定防火設備不燃建具を示し、開き戸はノンストップクローザー、埋込 符号 種 類 符号 種 類 符号 種 類

AD アルミニウム製戸 MW 窓用網戸 AG アルミニウム製ガラリ

SD 鋼製戸 WW 木製窓 SG 鋼製ガラリ

SD-S 標準型鋼製戸 STG ステンレス製ガラリ

LD 鋼製軽量戸 F ふすま WG 木製ガラリ

LD-S 標準型鋼製軽量戸 S 紙張り障子

STD ステンレス製戸 GSH ガラス製防煙垂壁

TD 強化ガラス戸 SS 鋼製重量シャッター MSH 可動式防煙垂壁

WD 木製戸 STS ステンレス製重量シャッター

XD 鉛入り鋼製軽量戸 SLS 鋼製軽量シャッター SP 可動間仕切(パーティション)

ALS アルミニウム製軽量シャッター MP

AW アルミニウム製窓 STS ステンレス製シャッター TB トイレブース

SW 鋼製窓 LGS ステンレス製リンクグリルシャッター

XW 鉛入り鋼製窓 SSS 防煙シートシャッター TL トップライト

STW ステンレス製窓

TW 強化ガラス窓 OHD-S 鋼製オーバーヘッドドア

OHD-A アルミニウム製オーバーヘッドドア

SF 三方枠 OHD-F ファイバーグラス製オーバーヘッドドア

注）・建具金物等の仕様は下記とし、製造者・品番は同等品以上とする。

　　・建具の大きさ・重量に適した品番を選定する。

符号 符号

C 空錠 DC ドアクローザー

PD-1 シリンダ－本締錠

PD-2 シリンダ－本締錠

CP シリンダ－箱錠 HC-1 ヒンジクローザー(中心吊)

LCD レバーハンドル錠 HC-2 ヒンジクローザー(丁番型)

MCP 握玉ハンドル錠 FH フロアヒンジ

SL-1

SL-2 上吊り引戸錠 PH ピボットヒンジ

MW 本締り付きモノロック錠 SH 軸吊りヒンジ

EL 非常開装置付本締錠

E 電気錠(シリンダー錠)

G-1 グレモン錠 HH 掘込引手

G-2 グレモン錠(脱着ハンドル) DH-1 ドアハンドル

K 点検口錠(面付本締錠)

HK-1 ホテル錠(レバーハンドル錠)

AH オートヒンジ

スプリングヒンジ

FD 上げ落し(フランス落し)

JC-1 順位調整器(面付型)

JC-2 順位調整器(格納型)

SP 排煙窓開閉装置

MP 戸当り

戸当りゴム

AP AT用気密材(EPDMゴム)

PAT用気密材(発泡シリコーン

ゴム)

タイト・シール金物

引戸クローザー

消防ホース口

建具の符号と図面表示

建具の種類と符号

建具金物等の種類と仕様

セキュリティ性能

(E、P、HK、T、M)

P :パニックオープン錠

M :マグネットスイッチ

移動間仕切

(スライディングウォール)

可動間仕切(パーティション)

アングルピース

アームストッパーAS

美和ロック㈱:OMシリーズ

美和ロック㈱:DGシリーズ

美和ロック㈱:OLTシリーズ

美和ロック㈱:LAシリーズ

美和ロック㈱:MHSシリーズ

美和ロック㈱:UDシリーズ

美和ロック㈱:HMシリーズ

美和ロック㈱:DA-Eシリーズ

美和ロック㈱:ALRシリーズ

美和ロック㈱:GT50シリーズ

美和ロック㈱:GT40シリーズ

美和ロック㈱:NDZシリーズ

美和ロック㈱:LHHFシリーズ

小松ウォール工業㈱:マイティ-70

小松ウォール工業㈱:HS-80GF

日本ドアチェック製造㈱:

日本ドアーチェック製造㈱:

中西産業㈱:SUS-PHD-5A

㈱ユニオン:UT-15

ホクショー㈱:GA-14

ホクショー㈱:AZ-2

ホクショー㈱:RE-12

ジョープリンス:B120

7000シリーズ

500シリーズ

日本ドアーチェック製造㈱

TS-1261

種　　類 参考メーカー・品番 種　　類 参考メーカー・品番

建具の種類

整理番号

符 号

防火建具種別 遮音性能

(特S、特、防) (SAT、AT、PAT)

特S:煙感連動常時開放式特定防火設備

特 :常時閉鎖式特定防火設備　 　 　
＊ ＊

防 :防火設備                      

その他(設計等にて設定)

ドアガラリ符号など

E :電気錠

＊ ＊

HK:ホテル錠

T :タイマー錠

H 蝶番

ウッドモアハンドルL450

アトムリビングテック㈱

引違戸錠 美和ロック㈱:SLシリーズ

ステンレス製

美和ロック㈱:DAシリーズ

移動間仕切(スライディングウォール)

内観図

AD

101

現場事務室兼休憩室

800

・錠はマスターキーを設ける。

・鍵は、キーボックスに整理して納品すること。

・キーホールドボックス(イトーキ、集中管理テンキーロック式貴重品入れ程度)を設置する。

・全ての電気錠は防災センターにて遠隔操作できるシステムとする。

　F-BE(指定色)とし、同面仕上げとする。

・"E"電気錠(カードリーダー付)につくPD及びCPは片面サムターンカバー付とし、カードリーダーボックスはステンレス製

・シリンダー箱錠は、アンチフリクション機構付きとする。

・錠前バックセットはレバーハンドル64mm以上,CP75mm以上とする。

・開き扉はシリンダー箱錠とする。但し常時開放式特定防火設備は除く。

錠 前

・二つ折り防火戸には中心吊型ヒンジクローザー、丁番型ヒンジクローザー及び外戸ロック装置を用いる。

・特記なき限り、外部戸にはドアクローザー及びあおり止めを設ける。

建 具 金 物 等

・開き扉には原則として床付戸当りを設けること。戸当りはあおり止め付きとし、床付き２点以上アンカーを取ること。

・順位調整器は上枠内埋込型とする。（アームの先端部分が当たる部分にはステンレスプレート（同面納り））を設ける。

・常時開放型の防火戸の両開き及び親子開きの扉には閉鎖順位調整器を取り付ける。

・ドアクローザーは室内側及び居室側取付けを原則とする。一般居室にあっては薄型（厚55mm以下）とする。

・フロアヒンジは原則として浅型とし、ビニルタイル、ビニルシート以外の仕上部分はカバープレートを床同仕上げとする。

・PAT仕様の扉については特記なき限り、グレモン締り(グレモンハンドルは脱着式)とする。

・建具操作オペレーターは隠ぺい式とする。また　操作箱はステンレスF-BEとする。

・建具金物は全てステンレス（SUS304）を原則とし(ビス、バネ、高応力部とも)、見本品を提出の上係員の承認を得ること。

安全装置一式標準－標準の特殊金物窓

戸車、レール、クレセント(SUS304)引戸

帽子掛兼戸当りメーカー標準品リムボルトラバトリーヒンジ（上部取付軸部）便所ブース扉

DC-1プッシュ式引手面付本締錠スプリングヒンジ（ストップ付き）点検扉

フランス落し（上下）DH-3PDフロアヒンジ框扉

煙感、熱感連動装置一式HH－オートヒンジ、ヒンジクローザー埋込防火扉

順位調整器

フランス落し（上下）

両開き親子開き扉

戸当り（床付き）内部：ピポットヒンジ

DCLHCP外部：丁番

戸当り（床付き）内部：ピポットヒンジ

片開き扉

DCLHCP外部：丁番

その他把手金物錠支持金物建具の形式

・建具金物は特記なき限り下記による。（外部に面する扉ではPDとする。）建具金物

注）・開閉式建具の種別と建具金物の種類、大きさ、取付数量などは 下表および下記事項による。

符号 種 類 符号 種 類 符号 種 類

FL フロ－ト板ガラス DSHA 倍強度熱線吸収ガラス X 鉛入りガラス

F 型板ガラス L 合わせガラス FK 耐熱ガラス(特定防火設備)

D 複層ガラス

A 熱線吸収フロート板ガラス LE Low-E複層ガラス GB ガラスブロック

R 熱線反射ガラス PB ポリカーボネート系合成樹脂板

AR 熱線吸収反射板ガラス PWC 網入ガラス(防火設備) AL アクリル系合成樹脂材

HR 高性能熱線反射ガラス PWL 線入ガラス

FWC 網入型板ガラス(防火設備)

T 強化ガラス FWL 線入型板ガラス

HS 倍強度ガラス AWC 熱線吸収網入磨き板ガラス(防火設備)

AWL 熱線吸収線入磨き板ガラス

RWC 熱線反射網入ガラス(防火設備)

RWL 熱線反射線入ガラス

ガラスの種類と符号

 

符号 通気量（m

3

/ｈ・㎡） JIS等級 型 １型 ２型 ３型

30以上　120未満 A-1

SAT  8以上　 30未満 A-2

AT  2以上　　8未満 A-3

形状

PAT  1以上　　2未満 A-4

沓摺の材質、形状と符号

符号 材　質 枝符号 ST-1 ST-2 ST-3 ST-4

ST-1 ステンレスt=1.5 HL 目地棒 戸厚幅 建具枠幅 建具枠幅

ST-2 ステンレスt=1.5 HL

ST-3 ステンレスt=1.5 HL

ST-4 ステンレスt=1.5 HL

可動部分の気密性と符号 ドアガラリの形状

形状

符号 位置 数量

材料･仕上

見

込

形式

建具

枠

付属金物

ガラス

備考

位置符号 数量

AW

建 具 姿 図

枠

建具

形式

見

込

材料･仕上

付属金物

ガラス

備考

形式

見

込

材料･仕上

枠

建具

付属金物

ガラス

備考

-

片開きドア

70

メーカー標準金物一式,H,LCD,DC

アングルピース,アルミ製額縁,沓摺:ST-3

PWLt6.8,飛散防止フィルム

建 具 姿 図

内観図

1FL

内観図

1FL

内観図

1FL

内観図

1FL

内観図

1FL

2
,
0
0
0

内観図

1FL

内観図

1FL

建 具 姿 図

-

70

アルミ製 シルバー(艶消し仕上)

アルミ製 鉄骨用外付け シルバー(艶消し仕上)

メーカー標準金物一式

アルミ断熱パネル

６連突出し排煙窓(開放角度45°)

作業場

-

70

アルミ製 シルバー(艶消し仕上)

アルミ製 鉄骨用外付け シルバー(艶消し仕上)

メーカー標準金物一式

アルミ断熱パネル

６連突出し排煙窓(開放角度45°)

AW

作業場

7,170

1,115 100 1,110 100 1,110 100 1,110 100 1,110 100 1,115

7,870

1,225 100 1,230 100 1,230 100 1,230 100 1,230 100 1,225

3
0
0

アルミ製 鉄骨用外付け ２次電解着色(艶消し仕上)

アルミ製 ２次電解着色(艶消し仕上)

現場事務室兼休憩室

101

AW

2
,
4
7
5

2
5

2
5

25 25

3
0
0

3
5
0

1
,
2
5
0

3
7
5

1
0
0

1
0
0

2
,
0
0
0

1
0
0
3
7
5

建具表(1)

A1:1/50

A3:1/100

25 2,847.5 25

1,700 70 1,077.5

-

70

PWLt6.8,飛散防止フィルム

アルミ製 ２次電解着色(艶消し仕上)

引違い戸+引違い欄間,引違い窓+嵌め殺し窓

メーカー標準金物一式,引違い戸錠,可動網戸

アルミ製 RC用 ２次電解着色(艶消し仕上)

アングルピース(両面),アルミ製額縁(両面),沓摺:ステンレス製 HL

2
,
4
7
5

2
5

25 860 25

3
0
0

-

70

PWLt6.8,飛散防止フィルム

アルミ製 ２次電解着色(艶消し仕上)

アルミ製 RC用 ２次電解着色(艶消し仕上)

嵌め殺し窓

メーカー標準金物一式

アングルピース(両面),アルミ製額縁(両面)

現場事務室兼休憩室

AW

102

オペレーター:オイレスECO㈱ SL300(露出タイプ) FL+1200

オペレーター:オイレスECO㈱ SL300(露出タイプ) FL+1200

103

104

-意

１箇所

１箇所

１箇所 ３箇所１箇所
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建具表(2)

塗装溶融亜鉛めっき鋼板t1 DP,※使用部材全て溶融亜鉛めっき処理の上DPとする 塗装溶融亜鉛めっき鋼板t1 DP,※使用部材全て溶融亜鉛めっき処理の上DPとする

作 成

証 印

名 称

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号 小 杉 光 史

図 名

着工

竣工

施工

File 2025/11/10 Output 2025/12/ 9

図 番

建具表(2)

位置符号 数量

符号 位置 数量

材料･仕上

見

込

形式

建具

枠

付属金物

ガラス

備考

位置符号 数量

建 具 姿 図

枠

建具

形式

見

込

材料･仕上

付属金物

ガラス

備考

形式

見

込

材料･仕上

枠

建具

付属金物

ガラス

備考

建 具 姿 図

建 具 姿 図

1FL

内観図

1FL

内観図

1FL

内観図

1FL

内観図

1FL

内観図

1FL

内観図

1FL

内観図

1FL

内観図

1FL

内観図

1FL

内観図

1FL

内観図

3
,
5
0
0

3
0

30 7,200 30

作業場

SD

101

215

明り窓:PWCt6.8

3
,
5
0
0

3
0

30 307,900

SD

作業場

102

内観図

700

1
1
0

1
,
7
0
0

1
,
5
0
0

ステンレスt1.5加工 DP ステンレスt1.5加工 DP

1
,
5
0
0

60

メーカー標準金物一式,引手(全ての建具に取付),内鍵,ガイドレール:ステンレスt2加工,ハンガーレール,ブラケット,潜り戸:ケースハンドル(シリンダー+サムターン錠),H

215

明り窓:PWCt6.8

60

メーカー標準金物一式,引手(全ての建具に取付),内鍵,ガイドレール:ステンレスt2加工,ハンガーレール,ブラケット,潜り戸:ケースハンドル(シリンダー+サムターン錠),H

1
,
5
0
0

3
,
5
0
0

3
0

1FL

275 2,560 30

60

ステンレスt1.5加工 DP

SD

作業場

103

215

明り窓:PWCt6.8

60

メーカー標準金物一式,引手(全ての建具に取付),内鍵,ガイドレール:ステンレスt2加工,ハンガーレール,ブラケット,潜り戸:ケースハンドル(シリンダー+サムターン錠),H

内観図

1
,
5
0
0

3
,
5
0
0

3
0

1FL

ステンレスt1.5加工 DP

SD

作業場

215

明り窓:PWCt6.8

60

メーカー標準金物一式,引手(全ての建具に取付),内鍵,ガイドレール:ステンレスt2加工,ハンガーレール,ブラケット,潜り戸:ケースハンドル(シリンダー+サムターン錠),H

２連片引分けハンガードア３連両引分けハンガードア３連両引分けハンガードア

２連片引分けハンガードア

2752,56030

塗装溶融亜鉛めっき鋼板t1 DP,※使用部材全て溶融亜鉛めっき処理の上DPとする

1FL

内観図

※取付金物は全て溶融亜鉛めっき処理の上DPとする※取付金物は全て溶融亜鉛めっき処理の上DPとする※取付金物は全て溶融亜鉛めっき処理の上DPとする

※取付金物は全て溶融亜鉛めっき処理の上DPとする

※縦枠･ドアとドアの隙間には風よけ防止の処置を施す,外部ハンガーレールカバー:溶融亜鉛めっき鋼板t1.6加工 DP,水圧開放装置 ※縦枠･ドアとドアの隙間には風よけ防止の処置を施す,外部ハンガーレールカバー:溶融亜鉛めっき鋼板t1.6加工 DP,水圧開放装置 ※縦枠･ドアとドアの隙間には風よけ防止の処置を施す,外部ハンガーレールカバー:溶融亜鉛めっき鋼板t1.6加工 DP

※縦枠･ドアとドアの隙間には風よけ防止の処置を施す,外部ハンガーレールカバー:溶融亜鉛めっき鋼板t1.6加工 DP

-意

104

１箇所

１箇所１箇所１箇所
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塗装溶融亜鉛めっき鋼板t1 DP,※使用部材全て溶融亜鉛めっき処理の上DPとする

ステンレスt1.5加工 HL ステンレスt1.5加工 HL ステンレスt1.5加工 HL

ステンレスt1.5加工 HL



作 成

証 印

名 称

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号 小 杉 光 史

図 名

着工

竣工

施工

File 2025/12/08 Output 2025/12/ 9

図 番

-意

A1:1/30

A3:1/60
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4
3
5

内

　

部

外

　

部

ケース全長 L=11460

150 ハンガーレール全長 L=11160 150

200 436 436 436 436 436 200 200 366.7 366.7 200 200 366.7 366.7 200 200 366.7 200 200 366.7 200 200 436 436 436 436 436 200366.7 366.7 366.7 366.7 366.7 366.7

引手

内部掛金

ストッパー

ストッパー

Wカンヌキ

Wカンヌキ

送水口

Wカンヌキ

Wカンヌキ

ストッパー

ストッパー

6

SD

101

ケース

　　ハンドル

ケース

　　ハンドル

内　部

外　部

サ

シ

W  7900

DW = 1560

DW = 1560

DW = 1560DW = 1560

DW = 1560

DW = 1560

DW = 1560 65DW = 156065

60 60 6106060610

ガイドレール全長 L=11150

150150

49503250

2
6
5

1750265

5050 100100

Wカンヌキ

Wカンヌキ

内部掛金

Wカンヌキ

Wカンヌキ

外　部

内　部

6

C B

SD

101

潜り戸詳細図

3
2

3

H

A1:1/5

A3:1/10

SD-101･102詳細図(1)

SD-101･102詳細図(1)

2025.10.10

21

東近江市農業振興施設整備工事(建築工事)

内

　

部

外

　

部

外　部

D W  70220

4

20

4

750

内　部

680
W35

6
0

3
7

4
2

1
8

35

スチール 1.6t

スチール 1.2t

D
 
H
 
 
1
7
2
0

1
7
8
5

1
7
0
0

42
18

1
5

1.63
5

5
0

スチール 1.6t

7
0

7

3
5

37 43

20 44

1.2

3
5

1
5

スチール 1.6t

60

3
5

3
5



作 成

証 印

名 称

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号 小 杉 光 史

図 名

着工

竣工

施工

File 2025/12/08 Output 2025/12/ 9

図 番

-意

∇ FL

網入りガラス 6.8t

網入りガラス 6.8t

引手
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ストッパー
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SD-103･104詳細図(1)

SD-103･104詳細図(1)
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作 成

証 印

名 称

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号 小 杉 光 史

図 名

着工

竣工

施工

File 2025/12/08 Output 2025/12/ 9

図 番

-意

A1:1/5

A3:1/10

SD-101･102詳細図(2)

A1:1/30

A3:1/60

SD-103･104詳細図(2)
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水抜きパイプ:ステンレス□-32×16×1.5(SD-101･102で合計12箇所) L150

水抜きパイプ:ステンレス□-32×16×1.5(SD-103･104で合計４箇所) L150



図 番

竣工

施工

File 2025/10/19 Output 2025/12/ 9

着工

証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号

名 称

図 名

作 成

小 杉 光 史

商品シリーズ

扉シリーズ

扉カラー

キャビネットカラー

取手種類

トップカラー

W×D×H

シンク種類

天井高さ

壁パネル

壁パネル部材

アシストラックタイプ

メイン色

サブ色

チャコールウッド

コンパクトグレー

開放防止部材

水栓金具

引出し仕様

食器洗浄乾燥器

調理器

レンジフード

吊戸

カウンタートップ

ガラスタイプ

なし

なし

なし

なし

－

標準水栓

なし

CH2500

ステンレスシンク W360シンク(S3)/ステンレス

ステンレス／コイニング

1,200×600×850

コルティ

Ｓシリーズ

1FL

2
,
5
0
0

Vレール,戸車,引違い戸錠 仕切り板

棚板

本体

引違い戸

吊戸棚

ポリ合板フラシュt30

ポリ合板フラシュt25

ポリ合板フラシュt20

棚受け金物:ステンレス製

ポリ合板フラシュt25

流し台(1)

1,200

6
0
0

1
8
.
5

5
0

8
5
0

4
0

1
,
3
5
0

2
5

7
0
0

6
3
5

4
5
0

25 25

1,200

1,150

2
0

350

2.5 242.5

85

20

18.5

50

2
5

1
,
3
5
0

7
0
0

4
0

6
3
5

4
5
0

5
0
0

流し台(1),吊戸棚詳細図

A1:1/20

A3:1/40

平面図

ユニクロメッキ

SS400 寸切ボルト　

溶融亜鉛メッキ後焼付塗装

支柱:STK400 Φ76.3×t3.2

溶融亜鉛メッキ後焼付塗装

横桟:STK400 Φ42.7×t2.3

500

250×250

5
0

2
5
0

1
,
0
5
0

8
0
0

2
5
0

4
0
0

R

2

0

0

5
0
0

5
0

4
0
0

8
5
0

1
,
2
5
0

300×300

電気亜鉛メッキ後焼付塗装

支柱:STK400 Φ114.3×t4.5

SS400 寸切ボルト　

ユニクロメッキ

色 日塗工：No D17-70X 近似色 (黄) 色 日塗工：No D17-70X 近似色 (黄)

A3:1/40

A1:1/20

A3:1/40

A1:1/20

バリカー横型詳細図 バリカーピラー型詳細図

65150

配管バック天端

LGS(W100) GB-Rt12.5

巾木:ステンレス板t1 HL

1FL

見切:アルミ製

壁:化粧ケイ酸カルシウム板t6底目(シーリング)

18.5 15 185

100

9
8
5

2
0

1
8
0

ポストフォーム:メラミン樹脂化粧板L2250

作業台,流し台(2)

8
0
0

1
6
5

600

A3:1/40

A1:1/20

配管バック詳細図

水切り

アルポリック/fr

t=8 

Ｒ

サポートポール

アルミ押出型材 22\U+03C6

先端下端

Ｍ１２

Ｍ１２

ボルト付座金 4
8
.
5

2.5\U+00B
0

ポ

ー

ル

長

5

7

5

7

3
9
.
3
\
U
+
0
0
B
0

31

3
8

700

900

5
8
9

:シーリング

サポートポール外壁側座金正面図

サポートポール

取付座金

Ｍ１２

（別途）

（裏面：止水ゴム付）

6
0

3
0

120

15 15
90

3
0

D d1 H ポール長

900589700900

S=1:10

断面図 S=1:20

断面

見上

SUS 60\U+03C6\U+00D75t

ボルト付丸座金

M10

止水ゴム

57\U+03C6\U+00D71t

ポール取付金具

SUS 2t

丸座金 60\U+03C6\U+00D72t

SUS 60\U+03C6\U+00D75t

ボルト付丸座金

M12

60

2
7

5

6
0

3
0

3
0

8

サポートポール

アルミ押出型材 22\U+03C6

Ｍ１２

Ｍ１２

コーキング

（工場）

水切り

10

31

44

3
3

2
9

6
2

3
0

3
0

6
0

80

1
2

17

端部フタ 姿図

端部フタ

（樹脂製）

水切り

1
2

S=1:5ボルト付座金　詳細S=1:5断面詳細図

平面図

端部蓋

（樹脂製）

ポールピッチ

（@400以内）

ボルトピッチ

水切り

サポートポール

アルミ押出型材 22\U+03C6

S=1:20

S=1:20

L

100 （@400以下\U+00D7n）

66

100

9
0
0

7
0
0

1,150

600 275275

L P1 P2

(庇L-P1)/26001,150 2

ポール本数

外観 左 吊元正面図 外観 右

（ボルトピッチ図）

庇詳細図

A1:1/20･10･5

A3:1/40･20･10

部分詳細図(1)
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図 番

竣工

施工

File 2025/10/19 Output 2025/12/ 9

着工

証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号

名 称

図 名

作 成

小 杉 光 史

3

200

60 10

4040

37.5

12.5

312.537.5

FB-9×50

GPL-9,普通ボルト 2-M12

PL-9

5
0

□-75×45×2.3

丸鋼Φ16

BPL-12×185×65

後施工アンカー 1-M16

1FL

2
,
6
0
0

1
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

9
0
0

2
5
0

2
5
0

床:縞鋼板t6

タラップ(2)詳細図

A1:1/20

A3:1/40

2501,750 265

400 250

C

320

100 120 100
R20

敷モルタル

基礎砕石

160

100 3030

359035

3
0

1
0
0

1
3
0

1
0
0

3
0

Ｕ字側溝 W100×L1000

A1:1/20

A3:1/40

Ｕ字側溝詳細図

A1:1/20

A3:1/40

可変側溝(横断用)詳細図

520 500

4
4
5

1
0
0

1
0
0

5
0

1
0
0

2
0
0

2
9
5

1
0
0
1
0
0

4
4
5

110 300 110

密粒度アスファルト

粒度調整砕石

クラッシャーラン

埋戻し土

砕石:RC-40

コンクリート(Fc-15-15-20)

インバートコンクリートt50<

部分詳細図(2)
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File 2025/09/12 Output 2025/12/ 9

図 番

竣工

施工

着工

-
証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号

名 称

図 名

作 成

小 杉 光 史

構

A1:

A3:

─

─

01

構造特記仕様書・使用材料表

構造特記仕様書

使用材料表

1-7 その他 令第129条の2の3の規定については下欄による。

常温亜鉛メッキ4)特記のない場合ＪＡＳＳ５水中コンクリートによる。

2)

4)

3)

5)

6)

構造計算ルート

杭　径（拡底部）ｍｍ

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

杭径，設計耐力，本数表

長期ｋＮ 短期ｋＮ 終局ｋＮ 本数

杭頭補強

かご筋 スタッド溶接 杭外周溶接

工法 アースドリル工法

リバース工法

拡底アースドリル工法

備　　考

ＢＨ工法

オールケーシング工法（　ベノト工法　　　　　　　　　）

場所打鉄筋コンクリート杭，場所打鋼管コンクリート杭

1)

3)

1-1

1-2

本特記仕様書

設計図

標準図 鉄筋コンクリート構造配筋標準図　　　鉄骨工作標準図

鉄筋鉄骨コンクリート構造標準図　　　高強度せん断補強筋施工仕様書　

鉄筋コンクリート壁式標準配筋図

仕様書 （　　公共建築協会　＊日本建築家協会　）

1-3

1-4

（　＊含む 含まない　）

1-6

§１ 一般事項

§２

選択項目は 印を適用し、 印が無い場合は　＊　印を適用する。

○　印が複数有る場合は、共に適用する。

4-5

7-8

設計図書の優先順位は下記による。

各工事に際して、施工計画書及び施工図を提出し、工事監理者の承諾を得る。

構造関係材料及び各種試験成績書・検査報告書を作成し提出する。

第三者機関による検査・試験費用は工事費に

設計図書に示されていない材料、工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る。1-5

2-2

4)

5)

1)

2-1

鉄筋工事

スパイラル＊重ね継手 工場溶接以下

継　　　　手径種　類

材種5-1

§５

スパイラル

重ね継手

工場溶接

溶接金網(JIS G3551)

補強筋

高強度せん断

SD490(JIS G3112)

SD390(JIS G3112)

SD345(JIS G3112)

D

D

以上

以上

以上

　６８５級

　７８５級

１２７５級

躯体防水材 膨張材6-2 ＊ＡＥ減水剤 高性能ＡＥ減水剤

杭径，設計耐力，本数表（拡底部は施工径を示す）

長期ｋＮ 短期ｋＮ 終局ｋＮ 本数管厚ｍｍ杭　径（拡底部）ｍｍ

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

備　　考

杭先端深さ

孔壁測定 （２方向）

＊　行う （ 全数 ％ ） 行わない

使用材料 コンクリートの仕様は設計図による。

コンクリート

鉄筋

Ｆｃ

Ｄ ＳＤ３４５以上Ｄ 以下

Ｄ ＳＤ３９０以上

鋼管（リブ付） ＳＫＫ４９０ＳＫＫ４００

（   普通ポルトランドセメント 高炉セメントＢ種）

2)

3)

4)

5)

2)

3)

載荷試験

［ （　　本）］ 行う

行う　（　　箇所，長期設計耐力の３倍を確認する）

ＳＬ塗布 行う ＊　行わない

1) 試験掘

＊  行わない

4-6

仮設工事，土工事

山留め、根切り

埋戻し土、盛土、残土処分

埋戻し土

§３

3-1

3-2

残土処分 場内地均し

盛土

6-3

混和材

1)

床用

合成スラブ用

型枠用

防錆処理

高さ

高さ

高さ

板厚

板厚

板厚 形版 タイプ

＊　ケレン

プライマー

ブラスト

亜鉛メッキ Ｚ１２ Ｚ２７

適用

室内

塗　　　　　　　料

鉛、クロムフリ－錆び止め

種　　別 標準膜厚

１種 ２種

7-10

7-9

1)

2)

3)

4)

1)

2)

２種

＊ １種 ２種

3)

2)

屋外

杭打地業　共通事項

重ね継手

構　造　特　記　仕　様　書

フック加工P

K

U

＊ガス圧接 溶接継手

機械継手（　　級）

機械継手（　　級）＊溶接継手

＊ガス圧接 溶接継手

ガス圧接

5-2

抜取り検査

引張り試験（ＪＩＳＺ３１２０）

１検査ロットにつき ＊　３本

超高音波探傷試験 （ＪＩＳＺ３０６２） 熱間押抜き試験

１検査ロットにつき ３０箇所

また残り全数に対して超音波探傷試験を行う。

原則　柱・梁の径毎に３本

不合格となった圧接部は切り取って再圧接を行う。

１検査ロットは１組の作業班が１日に施工した圧接箇所の数量で２００箇所以内

5-3

塗装（工場塗　＊　２回　　１回、現場タッチアップ程度とする）

素地調整

下塗り用塗料

超音波探傷検査は日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準・同解説」

行う 行わない溶接部の検査（受入検査）7-11

1)

2)

3)

4)

6)

5)

＊

受入検査は目視による外観検査と超音波探傷検査とし、社内検査完了後に行う。

との直接契約による。

受入検査を行う第三者検査機関は、建築主、設計者、工事監理者又は工事施工者（元請）

する溶接部の項を適用する。

１５μｍ

３０μｍ

３０μｍ

３０μｍ

４０μｍ

＊ ＊

水系さび止めペイント JASS18   M-111

変性エポキシ樹脂プライマー

有機ジンクリッチプライマー

構造物用さび止めペイント

JASS18   M-109

JISK5552

JISK5551 A種

JISK5674

3) 溶融亜鉛メッキ

7)

ⅱ．

ⅰ．

抜取り数は各ロット毎に３０箇所をランダムにサンプリングする。

検査ロットは各節、各工区毎に溶接箇所３００箇所以内で構成する。

ａ）工場溶接の場合

受入検査の抜取り方法及び抜取り率は以下による。

ⅲ．

9)

8) 検査により不合格と判定された溶接部はすべて補修を行い、再検査して合格とならねばな

ならない。

ｂ） 現場溶接の場合

ⅰ． 全数検査とする。

仕口のずれの検査・補強マニュアル」等を参考にする。

ﾙｰﾄ1 ﾙｰﾄ1 ﾙｰﾄ2 ﾙｰﾄ3

構造計算ルート

による。

による。杭の構成は設計図

梁貫通位置、径、及び箇所数は（　　意匠図　　　*構造図　　施工詳細図    設備図　）による。

( )

(ただし社内検査を行う)

H12建設省告示

ﾙｰﾄ

棟

-1 -2

質疑回答書

等

4)

杭芯ずれによる検討は、施工者の責任において行うものとする。

　　の確認を行うものとする。

＊　電流計によるオーガー抵抗の計測，および“GL-     ～      間の土質(@1,000)”試験堀

＊  行わない

D16

D19

継手･仕口仕様7-12

　一階床荷重は地盤に直接伝達されるものとする。その為，土間下地盤および埋戻し土は十分に転圧し，

必要に応じてセメント系固化材(TL-3E 80kg/m

3

 程度) を併用する。

　一階床が土間ｺﾝｸﾘｰﾄの場合は,収縮ひび割れ誘発目地を適宜施工すること。(仕様は施工詳細図による)

その他(82条各号計算)

＊　根切り土の中の良土

＊　根切り土の中の良土

試験杭

ＧＬ－　　　　ｍ

鉄骨工事

7-1 材種及び使用箇所

７§

規　格　名　称

SHC400B

BCP235

BCR295

SHC490B

SHC400C

BCP325

SHC490C

鋼　　　材　　　名

一般構造用角形鋼管

建築構造用圧延鋼材

溶接構造用圧延鋼材

一般構造用圧延鋼材

(国土交通大臣認定品)

熱間成形角形鋼管

STK400

SN400B

SN400C

STKR400

SS400

SM400A

SN400A

STK490

STKR490

SN490C

SN490B

SM490A

(JIS G3466)

(JIS G3136)

(JIS G3106)

(JIS G3101)

建築構造用

冷間ロール成形角形鋼管

(国土交通大臣認定品)

骨材 アルカリシリカ反応性塩分含有量

試験　（躯体コンクリートの２８日圧縮試験は公的機関において行う）

［ 行わない＊　行う］

フレッシュコンクリート 空気量スランプ ］［ 行わない＊　行う

躯体のせき板取り外し時期決定圧縮試験 行わない＊　行う

コンクリートコア抜き取り圧縮試験 行う ＊　行わない

マスコンクリートのひび割れ照査（温度応力解析） 行う ＊　行わない

6-4

1)

2)

3)

4)

5)

6-5 調合　（補正値は工事費に含む）

計画供用期間の級（　）は耐久設計基準強度Ｆｄ

短期（１８） 長期（３０） 超長期（３６）

せき板及び支柱の在置期間（普通ポルトランドセメントの場合）6-6

6-8

標準（２４）

6) 行う 行わない単位水量測定

5N/mm

２

１７日

２５日

２８日

調合管理強度 Ｆｍ＝Ｍａｘ（Ｆｃ，Ｆｄ）＋Ｓ Ｓ＝３～６

Ｆ≧Ｆｍ＋１．７３σ Ｆ≧０．８５Ｆｍ＋３σ

材齢２８日の調合強度Ｆは下記の両式を満足するものとする。

基礎、梁側、柱、壁 スラブ下 梁　　下

15℃以上

5℃以上

0℃以上

コンクリート

の材齢による

場合

圧縮試験による場合

３日

５日

８日

２８日

7-2 高力ボルト

溶接材料

高　力　ボ　ル　ト　の　種　類 使　用　箇　所

7-3

1) 材質 ＳＳ４００ ＳＳ４９０（M   以上）

ＡＢＲ４００

ＡＢＭ４００

2) 大臣認定柱脚（メーカー仕様による） 使用する 使用しない

長　　　さ
（ｍｍ）

径

１００

８０

８０ １００

１００

１２０

１２０

１２０

１５０

１５０

１５０

使　用　箇　所

7-4 頭付きスタッド

7-5

1)

2) ガスシールドアーク溶接に使用するシールドガスは溶接に相応したものとする。

したものを選定する。

アーク溶接に使用する溶接棒，ワイヤ及びフラックスは母材の種類，寸法，及び溶接条件に相応

7-6

ウェブ 高力ボルト 現場溶接 ＊　高力ボルト

フランジ 高力ボルト 現場溶接 ＊　高力ボルト

柱 梁

7-7

＊ Ｓ１０Ｔ

Ｆ１０Ｔ

Ｆ８Ｔ

Ｓ１４Ｔ 屋内環境

母材が亜鉛メッキされている部分

トルシア形が使用できない部分

全般トルシア形高力ボルト

ＪＩＳ形高力ボルト

溶融亜鉛メッキ高力ボルト

超高力ボルト

継手

(JIS B 1198)

･仕口

(JIS B 1180 強度区分：4.6)，六角ﾅｯﾄ(JIS B1181)，平座金(JIS B1256)

溶接手法及び管理

デッキプレート（単位ｍｍ）

使用する溶接ワイヤー、入熱量及びパス間温度等の仕様については鉄建協又は全構協の

仕様で、専任の溶接施工管理技術者により管理を行うこと。

外観検査の合否判定は 1464号による。ただし告示に定めのないものは

日本建築学会「JASS6　鉄骨工事 2018 付則6．鉄骨精度検査基準」の限界許容差による。

溶接箇所数の数え方は「JASS6　鉄骨工事　2018」表10.1溶接箇所数の数え方による。

大きさ３０個のサンプル中の不適合個数が1個以下のときはロットを合格とし、

４個以上のときはロットを不合格とする。ただし、サンプル中の不適合数が1個

を超え4個未満のときは、同じロットからさらに３０個のサンプルを抜取検査す

る。総計６０個のサンプルについての不適合個数の合計が4個以下のときはロッ

トを合格とし、5個以上のときはロットを不合格とする。

普通ボルト

１６φ

１９φ

２２φ

スカラップ形状

，アンカーボルト

建築構造用圧延棒鋼

一般構造用軽量形鋼 SSC400

SNR400A SNR400B

SN490C

SWH400

(JIS G3350)

(JIS G3138)

(JIS G3353)

(JIS G3136)

(JIS G3136)相当

ﾃｰﾊﾟｰｺｱBCP325

一般構造用溶接軽量Ｈ形鋼

(JIS G3475)

一般構造用炭素鋼 管

STKN400 STKN490

5) 高耐食メッキ鋼板（t3.2mm以下）

行わない行う

行わない行う

用いる 用いない

2018により,合否判定は7.2.1疲労を考慮しない溶接部のうち、引張応力が作用

7-13

Ｓ Ｈ Ｍ Ｒ Ｊ

国土交通省大臣認定（グレード）

鉄骨製作工場

下記〇印のグレード認定工場の内、納期・製作能力・鉄骨数量を勘案して工場選択のこと

(認定制度外：任意)

１

L 2

土間コンクリート4)

捨てコンクリート5)

防水押さえコンクリート ＬＦｃＦｃ （気乾単位容積質量＊１８．５ ）6)

かさ上げコンクリート ）Ｆｃ ＬＦｃ （気乾単位容積質量＊１８．５7)

5-5 その他

梁貫通補強5-4

軽量コンクリート （ ）気乾単位容積質量 ＊１８．５

ＬＦｃ１８ ＬＦｃ２１ ＬＦｃ２４ ＬＦｃ２７ ＬＦｃ３０

＊１種 ２種

Ｆｃ１８

普通コンクリート

3)

粗骨材 ＊　砕石 高炉スラグ骨材砂利

最大径（ｍｍ） ２５ ４０＊　２０

2) 再生骨材人工軽量骨材

6-1

セメント

低熱ポルトランドセメントＪＩＳＲ５２１０

＊ 普通ポルトランドセメントＪＩＳＲ５２１０1) 高炉セメントＢ種

§６ コンクリート工事

コンクリート打設前に工事監理者の検査を受け不備な箇所は修正を行う。

コンクリートを２回打する部材は、初回の打設後に鉄筋の清掃を行う。

鉄筋の組立は適切な位置にスペーサーを使用し、組立後は形状保持のための養生を行う。

Ｆｃ２１

Ｆｃ２４

③上載荷重が大きい場合 とする。

端部上下筋15d　中央上下筋20d

端部上下筋15d　中央上下筋20d

梁の余長  の採用   大梁・小梁 * D' (梁有効成)

Ｄ’

（ただし柱，地中梁,壁等と同時に打込む場合は躯体の強度とする）

Ｆｃ18

Ｆｃ18

　　　　　　　　       基礎梁 * min(    ,   )

（使用区分は設計図の軸組図に示す）設計基準強度 （Ｎ／ｍｍ

2

）

①一般 ②地反力を受ける

基礎梁、基礎小梁の継手及び定着は原則として

厚  さ

地業工事

６０

６０ １００

捨てコンクリート厚さ場　　　所

基　礎

基礎及びスラブ下地業（単位ｍｍ）

§４

4-1

Ａ：砕　石

Ｂ：割栗石

１００

６０

６０

１００

屋内

屋外

６０ １００ ＊６０

＊６０

６０

１５０

１５０

１５０

１００

アンカーボルト支持用フレームの、あと施工アンカーを打込む部分は１００以上とする。

端部ａは１００以上とする。

設計地耐力 長期 短期 終局 ｋＮ／㎡ｋＮ／㎡ ｋＮ／㎡4-2

地耐力載荷試験 行う　（　　箇所，長期設計耐力の３倍を確認する） ＊　行わない

［ ＊　行わない載荷試験 一軸圧縮試験 行う（　　箇所）］

地盤改良4-3

無筋コンクリート地業 締固め工法

セメント系固化材撹袢 圧密排水工法

土間スラブ

土間コン

クリート

ａ

基　礎　梁

(H13国交省告示第1113号第3)

トップベース工法

＊　監督員は着工に先立って支持層の確認を行い，必要に応じて設計の変更を行うものとする

別図“構造仕様”による

別図“地盤改良特記仕様書”による

溶接、機械式継手の検査は各々の認定方法による他,日本継手協会仕様書(2017年)及び下記を参照する。

JIS Z 3063 (鉄筋コンクリート用異形棒鋼溶接部の超音波探傷試験方法及び判定基準)

JIS Z 3064 (鉄筋コンクリート用機械式継手の鉄筋挿入長さの超音波測定試験方法及び判定基準)

杭伏図による杭リストによる

＊Ａ

＊Ａ

＊Ａ

＊Ａ

＊Ａ Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

ガス圧接部の検査(第三者機関による)外観検査全数(引張り試験の場合、施工者自主検査でもよい)

(下記のいずれかとする)

構造とすること。

おそれがないものとすること。

風圧，土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない

建築物に設ける建築設備にあっては，構造耐力上安全なものとして，以下の構造方法による。

クリート造の場合は鉄製の支枠を設けたものを除き，90cm以下とすること。

建築物の部分を貫通して配管する場合においては，当該貫通部分に配管スリーブ

を設ける等有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。

鉄筋コンクリート造又は厚さが25cm以上の無筋コンクリート造，れんが造，石造若し

くはコンクリートブロック造とすること。

管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において，伸縮継手

又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

管を支持し，又は固定する場合においては，つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震

その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

という。）は，支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に，支持構造部は，建

築物の構造耐力上主要な部分に，緊結すること。

*

＊「給湯設備」：建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で，屋上水槽等のうち給湯設備に該当する

　ものを除いたもの

により，風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

上支障のない構造とすること。満水時の質量が15Kgを超える給湯設備については，

*

地震に対して安全上支障のない構造として，平成12年建設省告示第1388号第５に規

定する構造方法によること。

a) 建築設備(昇降機を除く。)，建築設備の支持構造部及び緊結金物は，腐食又は腐朽の

b) 屋上から突出する水槽，煙突，冷却塔その他これらに類するもの（以下「屋上水槽等」

c) 煙突の屋上突出部の高さは，れんが造，石造，コンクリートブロック造又は無筋コン

d) 煙突で屋内にある部分は，鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした

e) 建築物に設ける給水，排水その他の配管設備（給湯設備 を除く。）は，

f) 法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上水槽等にあっては，平成12年建設省告示第1389号

g) 給湯設備  は，風圧，土圧及び水圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して安全

令第129条の2の3の事項

SD295(JIS G3112)

鉄筋の継手(定着については設計図若しくは標準図による)

XY両方向共ルート3及び限界耐力計算の場合は、令第73条第2項の仕様規定によらずJASS5(2018),

構造計算ルート別による主筋又は、耐力壁の鉄筋の継手の重ね長さ

*  建築基準法施行令第73条第2項による仕様規定

日本建築学会 JASS5(2018),鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説

(杭伏図：杭種一覧表)

(杭伏図：杭種一覧表)

NDｺｱ SN490B-ND

(JIS A5441)

厚さ　ｍｍ外壁

厚さｍｍ

方　　向 構　　　　　法 使　用　箇　所 備　　　考

縦

横

ロッキング構法

スライド構法

床及び屋根

ＰＣａ板単独

床 屋根

合成板

ＰＣａ板厚さｍｍ 現場打厚さｍｍ 合計厚さｍｍ 備　　　　　考

ＰＣａ板

押出成形セメント板8-3

外壁取付構法及び厚さｍｍ

備　　　考使　用　箇　所構　　　　　法方　　向

縦 ロッキング構法

横 アンカー工法

(JIS A5373)

1)

2)

3)

使用箇所

厚さｍｍ

外壁取り付け構法

(JIS A5416)ＡＬＣパネル8-2 （メーカー仕様による）

屋根床 外壁 内壁

７５（８０） １００ １２０(１２５) １５０ １７５

Ａ種 Ｂ種 Ｃ種

厚さｍｍ

種類

１００ １５０１２０ １９０

1)

2)

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ・ALCﾊﾟﾈﾙ・押出成形ｾﾒﾝﾄ板・PCa板工事８§

8-1 コンクリートブロック(JIS A5406)

1)

8-4

2)

SM490Y

･棟割材ﾌﾟﾚｰﾄ

通しﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ

柱 大梁

SNR490B

その他ﾌﾟﾚｰﾄ他

間柱,小梁,

ブレース

ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ

一般

いずれか

(JIS G3444)

18

18

18

18

内ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ

TSC295

回転貫入鋼管杭工法

回転埋設鋼管杭工法

鋼

原則として設備配管は，地中梁上部または下部で行うものとし，梁貫通は行わないものとする。

梁貫通が必要な場合，補強筋は原則として工場製品（評定品：メーカー仕様による）を使用する。

搬入良土

＊　場外搬出処分（＊　自由　　　指定場所　）

搬入良土(埋戻し土は30㎝毎に転圧締固めを行うこと)

注１）

［ ＊　行わない六価クロム溶出試験 行う］

2) 工法 打撃工法 油圧ハンマー ディーゼルハンマー

杭種 ＰＨＣ杭

ＳＴ杭

ＳＣ杭

ＰＲＣ杭

節杭

ｔｍｍ

Ａ種

Ａ種

Ⅰ種

Ａ種

4-4

1)

既製コンクリート杭、鋼管杭、その他特殊杭

Ｂ種

Ｂ種

Ⅱ種

Ｂ種

Ｃ種

Ｃ種

Ⅲ種

Ｃ種

Ⅳ種

（85） （85） （85）

埋込み工法 プレボーリングセメントミルク注入工法

プレボーリング拡大根固め工法（認定工法）

杭周固定液 ＊　あり なし

中掘拡大根固め工法（認定工法）

回転埋設根固め工法（認定工法）

プレボーリング根固め工法（認定工法）

回転杭工法

＊　あり なし先行掘削

Fc36を超える場合は高強度コンクリートとし、仕様は別記特記仕様書(JASS5等)による

　スカラップ工法　　　　　　＊ノンスカラップ工法

完全溶け込み溶接はAW検定の有資格者が行うとする指定を

行わない

本工事で代替タブを使用する場合は、代替タブ溶接技術者技量検定付加試験を

但し、代替タブのAW検定有資格者は技量検定付加試験を免除する。

行わない

6-7 住宅性能表示

劣化等級 等級２ 等級３

劣化等級２又は３を指定する場合は、鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）２－７かぶり厚さ

が変わる為､かぶりを訂正又は､設計図に明示する

注）かつ、施工中の荷重及び外力について、構造計算により安全が確認されるまで。

Ｆｃ２７ Ｆｃ３０(躯体ｺﾝｸﾘｰﾄ･ﾃﾞｯｷｺﾝｸﾘｰﾄ)

ＳＤ２９５

(ﾃﾞｯｷｺﾝｸﾘｰﾄ・基礎巾木)

注2)スランプは特記なき限り施工者が決め監理者に報告する。

注1).混和剤は所定の品質を確保するためにプラントの特性に応じたもの使用する。

ＡＢＲ４９０

ＡＢＭ４９０

 転造ﾈｼﾞ(JIS B 1220) (JIS B 1220)

(JIS B 1220) （ＡＢＭはＭ２４以上）

(ﾎﾞﾙﾄの材料：SNR490B) 転造ﾈｼﾞ

 切削ﾈｼﾞ(JIS B 1220)  切削ﾈｼﾞ

(JIS G3352)

50 1.2

注)0.85Fまたは12N/mm

２

注)設計基準強度

行う

行う

日本建築学会標準仕様書 , JASS5 2018年 , JASS6 2018年

注1).

注2).

水セメント比

単位水量

単位セメント量

スランプ

３

kg/m

３

kg/m

%

ｃｍ

備　考

185以下

270以上

60以下

箇　　所

鋼管杭

独立，布

ベ　　タ

６０ １００ １５０＊

６０ １００ １５０＊

5)

＊５０

＊５０

＊５０

＊５０

＊５０

５０ ６０ １００ ＊Ａ Ｂ ＊１００

１００

１００＊６０ １５０

現場溶接

現場溶接

H12建設省告示1464号(食い違い･アンダーカット等の規定)を遵守することとする

使用材料は原則としてJIS規格適合品、JAS規格品、又は大臣認定品とする。

ずれ・食違いの補修方法は、独立行政法人　建築研究所監修「突き合せ継手の食い違い

２０２５年度版

日本建築学会 RC規準2024

鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説及びRC規準2024とすることができる。

柱状改良

レディ－ミクストコンクリート (JIS A5308-2024)

第三者検査機関は（一社）日本溶接協会によるＣＩＷ検査事業者認定種別における超音波

探傷検査部門の認定を取得した事業者とし、当該工事の鉄骨製作工場の社内検査を行って

いない事業者とする。

採用

地業工事

建築材料名

法第37条の規定による使用材料表（H12 告示第1446号）

ｼﾞｬｽﾄﾍﾞｰｽ

ﾍﾞｰｽﾊﾟｯｸ(Ⅰ型･Ⅱ型･P3･UB･円形･H形)

の品質区分および試験方法

炭素鋼及び低合金鋼用ｻﾌﾞﾏｰｼﾞｱｰｸ溶着金属

Eﾃﾞｯｷ合成ｽﾗﾌﾞ

ＱＬﾃﾞｯｷ合成ｽﾗﾌﾞ

建築用ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ・ALCﾊﾟﾈﾙ・押出成形ｾﾒﾝﾄ板・PCa板工事

軽量気泡ｺﾝｸﾘｰﾄﾊﾟﾈﾙ(ALC)

建築用ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

押出成形ｾﾒﾝﾄ板

木工事

構造用合板

木材　米松(1類),桧(2類),栂(3類)､杉(4類)

その他工事

ﾀｯﾋﾟﾝねじ　その他

発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ保温材(ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ)

または同等工法

または同等工法

番　号 備考

柱脚

大臣認定番号 MSTL-0187

MBLT-0159　

MSTL-0120･0129等

JIS G 3136

BCJ評定-ST0093-18

大臣認定番号 MBLT-0154～

BCJ評定-ST0153-08

JIS Z 3183

BCJ-ST0076-03

認定番号QF045FL-0007

ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄBCJ-ST0075-01～05

JIS A 5540

JIS A 5406

JIS A 5416

JIS A 5441

無等級材(旧JAS一等以上に

含水率　15%以下

格付けされるもの)

JAS 233、1371

製材

JIS B 1055

JIS A 9511 柱脚根巻

または同等工法

SSｺﾗﾑ工法

ｳﾙﾄﾗｺﾗﾑ工法

または同等工法

GBRC性能証明 第08-06号 改4

柱状改良地業GBRC性能証明 第12-07号 改2(更2)

鉄筋工事

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用棒鋼

溶接金網及び鉄筋格子

MAXｳｴﾌﾞﾚﾝ(ﾃｲｴﾑ技研(株))

ﾒｯｼｭNT工法

SB工法

EE-JOINT工法

ｶﾞｽ圧接

または同等工法

または同等工法

JIS G 3112

JIS G 3551

BCJ-RC0097-07 はり貫通孔補強

異形鉄筋用溶接継手

告示1463号

国土交通省(旧建設省)

日本鉄筋継手協会規格

JRJS 0002

鉄筋ｶﾞｽ圧接継手

ｺﾝｸﾘｰﾄ工事

ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ JIS A 5308

鉄骨工事

一般構造用圧延鋼材(SS400)

一般構造用角形鋼管(STKR400)

溶接構造用圧延鋼材(SM490A)･(SM490Y)

建築構造用冷間ﾛｰﾙ成形角形鋼管(BCR295)

建築構造用圧延鋼材(SN490B･C)(SN400A･B･C)

一般構造用軽量形鋼(SSC400)

建築構造用冷間ﾛｰﾙ成形角形鋼管(BCP235)

一般構造用炭素鋼鋼管(STK400)

一般構造用溶接軽量Ｈ形鋼(SWH400)

建築構造用冷間ﾛｰﾙ成形角形鋼管(TSC295)

JIS G 3466

JIS G 3101

JIS G 3136

JIS G 3106

大臣認定番号 MSTL-0188･0189

JIS G 3444

JIS G 3350

JIS G 3353

大臣認定番号 MSTL-0385

大臣認定番号 MSTL-0107

JIS形高力ﾎﾞﾙﾄ(F10T)

ﾄﾙｼｱ形高力ﾎﾞﾙﾄ(S10T)

溶融亜鉛めっき高力ﾎﾞﾙﾄ(F8T)

頭付きスタッド

ﾎﾞﾙﾄ,ねじ及び植込ﾎﾞﾙﾄ

構造用両ねじｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄｾｯﾄ(ABR490　転造ﾈｼﾞ)

構造用両ねじｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄｾｯﾄ(ABM490　切削ﾈｼﾞ)

JIS B 1186

JIS B 1186

JIS B 1198

大臣認定番号 MBLT-0081

JIS B 1220:2015

JIS B 1051

JIS B 1220:2015

80

８０

または同等工法

K-eins　１級建築士事務所滋賀県知事登録第ト-1310号　１級建築士第152848号　構造設計1級建築士第2338号　平塚政己

東近江市農業振興施設整備工事

1階床(土間)ｽﾗﾌﾞ

 60以下

185以下

270以上

基礎，基礎梁

１５

 60以下

185以下

270以上

一  般

１８

上部躯体･基礎巾木

ﾃﾞｯｷｺﾝｸﾘｰﾄ 立上り 等

2025.09.12



File 2025/12/08 Output 2025/12/ 9

図 番

竣工

施工

着工

-
証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号

名 称

図 名

作 成

小 杉 光 史

構

A1:

A3:

─

─

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造配筋標準図－１

02

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造配筋標準図－１

別図構造特記仕様書による

K-eins　１級建築士事務所滋賀県知事登録第ト-1310号　１級建築士第152848号　構造設計1級建築士第2338号　平塚政己

東近江市農業振興施設整備工事2025.09.12



File 2025/09/12 Output 2025/12/ 9

図 番

竣工

施工

着工

-
証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号

名 称

図 名

作 成

小 杉 光 史

構

A1:

A3:

─

─

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造配筋標準図－２

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造配筋標準図－２

03

K-eins　１級建築士事務所滋賀県知事登録第ト-1310号　１級建築士第152848号　構造設計1級建築士第2338号　平塚政己

東近江市農業振興施設整備工事2025.09.12



File 2025/09/12 Output 2025/12/ 9

図 番

竣工

施工

着工

-
証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号

名 称

図 名

作 成

小 杉 光 史

構

A1:

A3:

─

─

鉄骨工作標準図－１

04

鉄骨工作標準図－１

別図構造特記仕様書による

K-eins　１級建築士事務所滋賀県知事登録第ト-1310号　１級建築士第152848号　構造設計1級建築士第2338号　平塚政己

東近江市農業振興施設整備工事2025.09.12



File 2025/09/12 Output 2025/12/ 9

図 番

竣工

施工

着工

-
証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号

名 称

図 名

作 成

小 杉 光 史

構

A1:

A3:

─

─

鉄骨工作標準図－２

鉄骨工作標準図－２

05

K-eins　１級建築士事務所滋賀県知事登録第ト-1310号　１級建築士第152848号　構造設計1級建築士第2338号　平塚政己

東近江市農業振興施設整備工事2025.09.12



File 2025/09/12 Output 2025/12/ 9

図 番

竣工

施工

着工

-
証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号

名 称

図 名

作 成

小 杉 光 史

構

A1:

A3:

─

─

D16 @ 150

700×70036×510×510SD4908-D29×660

適

用

条

件

外リング 内リング

Ｈ

（角形鋼管仕様）

１．２

２．アンカーボルト・ロックナット・定着ナット・座金・ジャストリング１．柱脚構成部材及び基礎廻り標準図 ３．ベースプレート

座金（材質：ＳＳ４００）

基礎廻りの標準図

構成部材

Ｄ２９

Ｄ３５

Ｄ３８

Ｄ４１

テンプレート用ボルト孔

Ｌ

Ｂ Ｃ

Ｄ２９

Ｄ３５

Ｄ３８

Ｄ４１ 64

64

64

Ｄ５１

46

55

60

65

80

53.1

63.5

69.3

75.0

92.4

56

e

Ｄ ｄ

Ｈ
B

Ｈ

76

Ｃ

Ｈ

定着ナット（材質：Ｓ４５Ｃ　熱処理Ｈ）

t

φ
A
1

φ
A
1

φA1

φ
A
2

φA2

ｅｅ
φdｈ ｈ

64

φd ｈ ｅ

54

64

69

74

95

47

58

63

69

90

56

64

64

76

28.3

34.3

37.5

40.3

50.0

2.95

3.30

3.55

4.50

3.65

10

10

10

10

10Ｄ５１

φＤ

t

94

88

100

25

22

28

φｄ

Ｄ２９

Ｄ３５

Ｄ３８

Ｄ４１

Ｄ５１

Ｈ

φＤ

74

119

34

41

45

48

59

19

25

φｄ

Ｈ

Ｄ５１

Ｄ４１

Ｄ３８

Ｄ３５

Ｄ２９

M8

M8

M8

M8

M8

20

20

20

20

2031.7

38.1

41.9

45.4

M8 2057.5 990

ｄ ｅＤ

Ｄ35(SD390)

Ｄ35(SD490)

Ｄ38(SD490)

Ｄ41(SD490)

Ｄ51(SD390)

51.0 42.8

59.0 49.8

65.0 54.9

69.0 58.8

84.5 72.4

42.3 33.5

49.2 40.0

54.2 44.0

58.0 47.5

71.6 59.5

26

32,40

48

56

64.5

θ

110

110

110

110

90

θ

ジャストリング（材質：Ｓ２５Ｃ又はＦＣＤ４５０－１０）

余
長

角形鋼管

柱型主筋

柱型帯筋

▽

埋
込

長
さ

ｌ

基
礎

柱
型

高
さ

Ｈ

▽

基礎柱型上端

8
0
以

上

（注）基礎柱型の施工は

JASS5による

150

3
0

基礎梁上端

８

８

７ ７

角形鋼管

５５

３ ３

４４

角形鋼管

ロックナット（材質：Ｓ４５Ｃ 熱処理Ｈ）

１ １

(基礎柱上端から50mm下がりまで)

２

６ ６

２

▽
アンカーボルト天

ｈ

725

785

880

720

660

Ｌ

38.1

φ
A
2

φdｈ ｈ

（○印）

適用

適用角形鋼管　（該当するＦ値　○印）

６・８・９・１２

350×350

300×300

250×250

200×200

175×175

150×150

400×400

450×450

500×500

550×550

サイズ Ｆ=２３５N/mm2

６・９・１２

６・９・１２

６・８・９

６・８・９

６・８・９・１２

９・１２

ジャストベース

落下防止リブ

ジ

ャ

ス

ト

ベ

ス

柱

脚

工

法

標

準

仕

様

一

覧

表

Ｊ

Ｅ

型

形

管

鋼

角

Ⅱ

５

６

８

７

フレーム部材(テンプレート含む）

無収縮モルタル

１

２

３

４

ベースプレート

アンカーボルト

ジャストリング

座金

（注）１２本アンカーボルトタイプ図は省略

ロックナット及び固定用クサビ

定着ナット及び固定用クサビ

※（　）はＢＣＰのみ適用

アンカーボルト（材質：ＪＢ-ＳＤ３９０・ＪＢ-ＳＤ４９０）

６・８・９・１２・１６・１９

９・１２・（１６）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２

９・１２・１６・１９・２２

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・１９・２２・２５

９・１２・１６・１９・２２・２５

９・１２・１６・１９

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・１９・２２・２５

９・１２・１６・１９・２２・２５

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・１９・２２・２５・（２８）

９・１２・１６・１９・２２・２５・（２８）・（３２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・１９・２２・２５・（２８）

９・１２・１６・１９・２２・２５・（２８）・（３２）

６・８・９・（１２）

６・８・９・１２・１６・１９

６・８・９・１２・１６・１９

ジャストベース（ＪＥⅡ型）柱脚工法設計施工標準図

頂部フックが不要です。

※トップフープはダブルフープ。

※ジャストベース(JEⅡ型)工法の柱型主筋は

Ｄ29(SD490)

呼径

呼径

呼径

呼径

ア
ン

カ
ー

長
Ｌ

φＤ２

φＤ１

φＤ２φＤ１φＤ２φＤ１

ベースプレート（材質：ＳＮ４９０Ｂ又はＴＭＣＰ３２５Ｂ）

呼径

柱脚構成部材

12-D41×880

アンカーボルト

SD490

SD490

SD390

SD390

SD490

SD390

SD490

SD390

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

165

165

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

n-φ×L 材質 h

12-D51×990

12-D51×990 SD390

SD390

Ｆ=３２５N/mm2

６・９

６・９

６・８

６・８・９

６・８

６・８・９

６・８・９・１２

4-D29×660 SD490 165

4-D29×660

4-D29×660

4-D35×720 180

4-D35×720 180

4-D35×725 185

8-D35×720 180

4-D35×725 185

8-D35×720 180

8-D35×725 185

8-D35×720 SD390 180

8-D35×725 190

8-D38×785 200

8-D41×880 210

8-D35×725 185

8-D38×785 200

8-D41×880 210

12-D38×785 200

12-D38×785 SD490 200

12-D38×785 200

12-D38×785 200

12-D41×880

12-D41×880 SD490 210

210

12-D41×880 210

230

12-D41×880 210

12-D41×880 210

230

t×A×A

ベースプレート

28×300×300

32×325×325

32×350×350

32×380×380

36×430×430

40×430×430

40×480×480

40×480×480

40×540×540

45×540×540

40×580×580

50×600×600

50×640×640

55×640×640

40×640×640

45×670×670

50×710×710

60×710×710

60×710×710

50×710×710

55×740×740

55×800×800

60×840×840

65×840×840

60×850×850

65×920×920

65×920×920

210 60×760×760

60×760×760

６・８・９・１２

６・８・９

９・１２・１４・１６・１９・２２・２５

Ｆ=２９５N/mm2

６・９・１２

６・９・１２

６・８・９

６・８・９・１２

６・８・９・１２・１４・１６

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２

９・１２・１４・１６

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２・１４・１６

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２・１４・１６・１９・２２・２５

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２・１４・１６・１９・２２・２５

６・８・９

６・８・９・１２・１４・１６

６・８・９・１２・１４・１６・１９

９・１２

９・１２・１４・１６

９・（１２）

９・（１２）

900×900

500×500

530×530

550×550

560×560

620×620

620×620

650×650

680×680

740×740

740×740

780×780

800×800

830×830

830×830

850×850

870×870

900×900

920×920

920×920

950×950

1,000×1,000

1,000×1,000

1,050×1,050

1,050×1,050

1,080×1,080

1,130×1,130

1,130×1,130

1,000×1,000

25×94

座金

t×φD

19×74

19×74

19×74

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

25×94

25×100

22×88

25×100

25×100

25×100

25×100

25×100

25×94

25×94

25×94

25×94

25×100

25×100

28×119

28×119

800

550

600

700

750

800

800

550

800

800

850

850

600

600

600

600

600

600

600

750

750

800

800

800

800

800

850

850

850

12,000

17,000

21,000

30,000

47,000

47,000

61,000

66,000

89,000

90,000

119,000

129,000

148,000

156,000

159,000

182,000

207,000

220,000

219,000

248,000

266,000

289,000

303,000

351,000

379,000

397,000

452,000

490,000

502,000

柱脚回転剛性

kN･m/rad

D13 @ 150

D13 @ 150

D16 @ 150

D13 @ 100 又は

D16 @ 150

D13 @ 100 又は

D16 @ 150

D13 @ 100 又は

D16 @ 150

D16 @ 150

D13 @ 100 又は

D13 @ 100 又は

D16 @ 150

D16 @ 150

D13 @ 100 又は

D16 @ 150

D13 @ 100 又は

D13 @ 100 又は

D16 @ 150

D13 @ 100 又は

D13 @ 100 又は

D16 @ 150

設計基準強度

（N/mm2 ）

12-D16

D13 @ 150

D13 @ 150

D13 @ 150

D13 @ 150

12-D16

12-D16

12-D19

12-D19

12-D19

16-D22

12-D19

12-D22

16-D25

12-D22

16-D22

16-D25

24-D25

16-D22

16-D25

20-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

32-D25

24-D25

24-D25

D16 @ 100

D16 @ 100

D16 @ 100

32-D25

D13 @ 150

D16 @ 150

D13 @ 100 又は

D16 @ 150

D13 @ 100 又は

D16 @ 150

D13 @ 100 又は

D16 @ 100

D16 @ 100

D13 @ 100 又は

D16 @ 150

D16 @ 150

D13 @ 100 又は

D16 @ 150

D13 @ 100 又は

D16 @ 150

D13 @ 100 又は

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

24以上 30以下

24以上 30以下

24以上 30以下

24以上 30以下

24以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

帯筋主筋

寸法（ｍｍ）

ＲＣ基礎柱型（下記の寸法・配筋とする）

H

以上

620×620

650×650

670×670

680×680

740×740

740×740

850×850

800×800

940×940

940×940

980×980

1,000×1,000

1,030×1,030

1,030×1,030

1,050×1,050

1,070×1,070

1,100×1,100

1,100×1,100

1,120×1,120

1,120×1,120

1,150×1,150

1,200×1,200

1,200×1,200

1,200×1,200

1,250×1,250

1,250×1,250

1,280×1,280

1,330×1,330

1,330×1,330

６・（９）

９・１２・（１６）

９・１２・１６・（１９）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・（１６）

９・１２・１６・（１９）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・（１６）

９・１２・１６・（１９）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・（１９）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・（１９）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）１２・１４・１６・１９・２２・２５

１２・１４・１６・１９・２２

１２・１４・１６・１９

６・８・９・１２・（１６）

６・８・９・１２・１６・（１９）

●基礎柱型下部の捨てコンクリートは厚さ８０ｍｍ以上とし、上面をコテで

平滑に仕上げる。上面レベルのチェックを行う。

無収縮モルタル用型枠施工（元請施工）１

■溶接方法（突合せ溶接）

５．現場施工

４．溶接施工

溶　　接

溶接部の検査

捨てコンクリート地業（元請施工）

フレーム及びアンカーボルトの設置（※１）

無収縮モルタル注入

特記以外は元請会社の施工とする。

認定した有資格者が行う。

※１；現場施工及び施工管理は、ジャストベース施工技術委員会が

角形鋼管

型枠

無収縮モルタル材

シュート

シュート形状

基礎柱

●角型鋼管のベースプレートへの溶接は突合せ溶接とする。

開先条件はＪＡＳＳ６に準じ下表による。

●超音波探傷検査とし、合否の判定は日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査基準・同解説」

テンプレート設置　：テンプレートをアンカーボルトに

上部からボルトにて固定し、テン

プレート中心線を、柱中心地墨に

インアンカーで固定する。

調整ボルトにて固定し垂直を確認する。

ｅ1

柱中心

テンプレート中心

許

容

差

誤

－５≦ｅ２≦５

－５≦ｅ１≦５

ｅ
2

▽ 基準高

基礎柱型配筋及びコンクリート打設（元請施工）

調整する。レベル調整用ボルトで

１

２

３

４

フレームベース

フレームポスト

●鋼製クサビをロックナットとアンカーボルトの隙間に全数セットし、打ち込む。

基礎コンクリート清掃・水洗いの後、２

無収縮モルタルをシュートにより一方向

から注入する。（※１）

固定用クサビの設置（元請施工）

による。

定着ナット固定措置　：定着ナットをアンカーボルト下部

フレームベース設置：柱中心地墨に対し、平面位置を

フレームベースを水平にする。

アンカーボルト設置：フレームポスト上部の部材にアンカー

調整後、フレームベースをホール

位置に取り付け、アンカーボルト

と定着ナットの隙間に鋼製クサビ

を打ち込む。

鉄骨柱の建入れ（元請施工）

ジャストリング設置及びロックナット本締め（元請施工）

●ジャストリングを全数設置し、レンチ等でロックナットを本締めする。

　トルク値は３００Ｎ・ｍとする。（マーキング等による確認推奨）

種類適用 図

ベースプレート

α

１

Ｇ

Ｒ

被

覆

ア

ー

ク

溶

接

ア

ー

ク

溶

接

ガ

ス

シ

ー

ル

ド

備考

a b a

a
b

a

a c d c a

a
c

d
c

a

a c d c a

【アンカーボルト４本タイプ】

【アンカーボルト８本タイプ】 【アンカーボルト１２本タイプ】

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

孔径φ（３．５Ｃ面取）

孔径φ（３．５Ｃ面取）

4-R4-R

孔径φ（３．５Ｃ（２．５Ｃ）面取）

（2.5CはD51用）

RC:900*900･16-D22･D13@100

RC:1050*1050･24-D25･D13@100

RC:1100*1100･24-D25･D16@100

RC:600*600･12-D16･D13@100

a
c

c
a

d

Ａ

RC:800*800･12-D22･D13@100

RC:800*800･16-D25･D13@100

RC:850*850･12-D22･D13@100

RC:850*850･16-D22･D13@100

RC:900*900･16-D25･D13@100

RC:900*900･24-D25･D13@100

RC:950*950･20-D25･D13@100

RC:950*950･24-D25･D13@100

RC:1100*1100･32-D25･D16@100

RC:1200*1200･32-D25･D16@100

RC:1200*1200･24-D25･D16@100

RC:1150*1150･24-D25･D16@100

RC:1000*1000･24-D25･D13@100

１．１ ２．１

２．２

２．３

２．４

２．５

３．１ ４．１

４．２

５．１

５．２

５．６

（

（

（

（

(採用:若干の調整をする)

RC:700*700･12-D19･D13@100

RC:750*750･12-D19･D13@100

（財）日本建築センターＢＣＪ評定－ＳＴ０１５３－０８（令和４年１０月２１日付）

※設計基準強度(Fc)は21N/mm2(一部製品は24N/mm2)以上

30N/mm2以下の範囲です。

【アンカーボルト４本タイプ】 【アンカーボルト８本タイプ】

基礎柱型Ｂ×Ｄ

B×D（標準寸法）B×D（最大寸法）

J150-12N

J175-12N

J200-09N

J200-12N

J250-09N

J250-12N

J250-16N

J300-09N

J300-16N

J300-19N

J350-12N

J350-16N

J350-19N

J350-22N

J400-12N

J400-16N

J400-19N

J400-22N

J400-25N

J450-16N

J450-19N

J450-22N

J450-25N

J500-19N

J500-22N

J500-25N

J550-19N

J550-22N

J550-25N

コトブキ技研工業株式会社

広　島 TEL 0823-70-0721  FAX 0823-70-0722

資料番号：ＪＢ（ＪＥⅡ）－０４－０１

工

施

計

設

・

●ベースプレートの溶接：別冊「工場製作管理要領書」により鉄骨製作工場にて溶接を行う。

●柱脚の選定：別冊「ジャストベースカタログ」により設計者が選定する。

●現場施工：別冊「ジャストベース施工ガイド」によりジャストベース認定施工業者が行う。

                (Ｆ値

(21・24N/mm2) 以上

                (Ｆ値

30N/mm2以下 

●柱材：角形鋼管(Ｆ値 235N/mm2) - STKR400,BCP235,SHC400B・C

295N/mm2) - BCR295,JBCR295,TSC295

325N/mm2) - STKR490,BCP325,BCP325T,SHC490B・C

●基礎コンクリート：普通コンクリート

●鉄筋：異形鉄筋　SD295(D13,D16) SD345(D19～D25)

J300-12N ６・８・９・１２・（１６）

製品記号

600

D13 @ 100 又は

900×900165 19×74 12-D22 21以上 30以下 65,000

RC:700*700･16-D22･D13@100

RC:750*750･12-D22･D13@100

，

，

，

，

7

9

6

7

-2

∞

∞＋

-2

+1

-2

+1

-2

35

35

45

45

＋

-2.5

∞

＋ ∞

-2.5

標準値許容差 標準値 許容差 標準値許容差

＋

2

2

，

，

※溶接姿勢は下向きを原則とする

柱部材の適用板厚

t（ｍｍ）

６以上

６以上

ルート間隔Ｇ

（ｍｍ） （ｍｍ）

ルート面Ｒ 開先角度α1

（度）

突合せ溶接の開先標準

製品記号

J550-25N

J550-22N

J550-19N

J500-25N

J500-22N

J500-19N

J450-25N

J450-22N

J450-19N

J450-16N

J400-25N

J400-22N

J400-19N

J400-16N

J400-12N

J350-22N

J350-19N

J350-16N

J350-12N

J300-19N

J300-16N

J300-09N

J250-16N

J250-12N

J250-09N

J200-12N

J200-09N

J175-12N

J150-12N

J300-12N

ジャストベース

12本

８本

４本

４本

４本

12本

12本

12本

12本

12本

12本

12本

12本

12本

12本

タイプ

12本

８本

８本

８本

８本

８本

８本

８本

８本

８本

８本

４本

４本

４本

４本

55

600

60

60

60 80

80

60 80

75 60 80

75 60 80

80

80

80

8075

85 80

80

8085

ｔ Ａ ａ ｂ ｃ d φ

85 80

80

80

80

80

80

80

28 300 45 210 52

52

32 325 45 235 52

32 350 45 260

32 380 55 270

36 430 55 320 60

40 430 320

40 480 50 75 230

40 480 55 370 60

36

40 540 60 75 270

45 540 60 270

40 580 55 320

50 55 75 340 60

50 640 75 85 320 66

55 640 70 95 310 70

40 640 60 370 60

45 670 70 360 66

50 710 75 95 370 70

60 710 70 400 66

66

808570 400 6660 710

50 710 65 410

55 740 75 85 420 66

60 760 80 95 410 70

8060 760 80 95 410 70

55 800 80 95 450 70

840 85 95 480 70

80

60

65 840 85 105 460 85

60 850 75 95 510 70

65 920 75 95 580 70

8092065 90 530 85105

コーナー

Ｒ

510 45 65 290 52

材質

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

RC:600*600･12-D19･D13@100

５．３

５．４

５．５

５．７

６・８・９・１２ ６・８・９・（１２）

RC:900*900･16-D25･D13@100

06

柱脚工法設計施工標準図

柱脚工法設計施工標準図
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：計量計又は水管計で計測する。

（３）固化材吐出量　流量計で計測し記録する。

（４）掘削深度　　　深度計で計測し記録する。

（５）掘削速度　　　速度計計測し記録する。

（１）コラムの鉛直度　改良機本体の傾斜計で管理する。

（６）支持層強度　　トルク計で測定し記録する。

（２）固化材液の作成　水の計量

：袋数又は重量計で計測する。

６.　施工管理

（２）掘削深度

（１）固化材

管理者と協議しトルク計にて確認を行う。）

１.　工法概要

２.　特記仕様

（１）コラム径

（３）設計基準強度

セメント系固化材又は、セメントを使用する。

工事完了後、次の事項について報告書をまとめ、監督員に提出する。

（１）コラム配置図及び番号　　（２）施工年月日　　（３）コラム径　　（４）掘削長　　（５）掘削深度

（７）強度管理試験結果（６）固化材の使用量　　

８.施工報告書

７.強度管理試験

合格判定

≧Ｘ
Ｎ

Ｘ
Ｌ ＝ Ｆｃ ＋ ka ・ σ ｄ

ここに、

Ｘ

Ｎ

Ｆ

（kN/㎡）

：　設計基準強度　（kN/㎡）

：合格判定係数（下表による）

：検査対象層の抜取箇所数Ｎ

：設計で想定したコア強度の標準偏差
σｄ

σｄ＝ Ｖｄ ・qud （kN/㎡）

（kN/㎡）qud

ｄＶ

：想定した一軸圧縮強さ

：変動係数

抜取箇所数

係数

ka

Ｎ １ ２ ３ ７～８ ９以上４～６

1.9 1.7 1.6 1.5 1.4 1.3

※　品質に支障があった場合の処理

品質に支障があった場合は、監理者と協議し適切な判断を下す。

：　Ｎ箇所の一軸圧縮強さの平均値　（kN/㎡）

Ｌ

Ｘ

ka

ｃ

改 良 長

供試体の採取方法

採 取 位 置

頭 部 コ ア 深 度 コ ア

採取方法：モールドコア

採取方法：ボーリングコア

　　　　：モールドコア　

ＳＳコラム工法特記仕様書（ＧＢＲＣ 性能証明 第１２-０７号改２更２）

を装着した撹拌装置を用いて混合撹拌することによりソイルセメントコラムを形成する工法である。

本工法はセメント系固化材を固化材液として現地地盤に注入し、共回り防止翼の左右両端に、円柱状の鋼棒

（４）本工事工法は、一般財団法人 日本建築総合試験所で証明された建築技術性能証明取得工法とする。

固化材の計量

３.　室内配合試験

（２）室内配合強度の設定と配合量

25％

３２１ ４～６ ７～８ ９以上

2.163 1.918 1.815 1.719 1.651 1.594

変動係数

※　変動係数を想定し、7項に規定する抜き取りヶ所数Ｎ、合格確率80％とした上表を用いて設定する。

抜取ヶ所数

（Ｎ）

割増係数

（αt）

本施工にあたり、原則として事前に現地土を採取し、室内配合試験を実施しなければならない。

また、配合量は所定の配合強度が得られる配合量を想定し、その配合を中心として貧配合のもの

１種類、富配合のもの１種類の合計３種類程度設定する。

Ｘ室内配合強度 ｌ＝ Ｘｆ / αfl

本工事に先立ち、施工計画書を監督員に提出する。施工計画書には次の事項を明記する。

１.コラムの中心位置を出し、その位置に撹拌ロッドの中心がくるように機械をセットする。

３.所定の位置まで来たら固化材液を撹拌ロッド先端より注入しながら掘削撹拌を行う。

２.セットが完了したら撹拌ロッドを回転し、規定の速度で掘削を開始する。

４.掘削が完了したら固化材液の注入をやめ、撹拌ロッドを掘削時と正逆回転し50ｃｍ以上練り返しを行う。

５.逆回転で再撹拌しながら引き上げる。

（　Ｘf　＝　αt　×　Fc　）

αt　：　割増し係数（右表より）

Ｘf　：　配合強度（kN/㎡）

Ｘl　：　室内配合強度（kN/㎡）

Ｆc　：　設計基準強度（kN/㎡）

αfl ：　現場/室内強度比

４.　施工計画書

５.　施工

（１）工事概要　　（２）工事場所　　（３）工法概要　　（４）施工概要　　（５）使用固化材

（６）作業計画　　（７）施工管理　　（８）配合計画　　（９）品質管理　（10）安全衛生管理

（１）固化材液の充填方法は、掘削時充填方法とする。

（２）掘削速度1.0ｍ/分、引き上げ速度1.0ｍ/分以下とする。

（３）施工手順は以下の通りとする。

施工後のコラムより下表の採取ヶ所数に準じて強度管理試験用のコア採取を行うことし、

採取したコアの材齢28日における圧縮強度試験結果が下式をクリアしなければならない。

また、合否の判定は、Ｎ箇所（抜取個数）の一軸圧縮強さの平均値ＸＮと合格判定値ＸＬ

の大小関係を比較する事で行う。

２m以下の場合

２m以上の場合

50コラムにつき1ヶ所以上

100コラムにつき1本以上

＊頭部コア試験は1ヶ所（1本のコラム）あたり3個のコア採取を基本とする。

＊深度コア試験については1ヶ所（1本）以上のボーリングコアを実施することとし、その他は

モールドコア試験により代用できるものとする。

1検査対象群につき1ヶ所以上

φ= 800 mm
Ｈ = 4.00ｍ（掘削長変更の場合は、

Fc = 800kN/m2

：　合格判定値　　（kN/㎡）

Ｗ/Ｃ＝70％ 確認配合量=250、300、350kg/m3 の3配合による確認

1274kN/m2
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県道高木八日市線

幅員 9m

法第42条1項1号道路

浸透桝

浸透桝

西門

卸売場棟

1

冷蔵庫棟 貯蔵保冷庫棟

自転車置場Ａ

案内板

倉庫Ａ棟

2 3

4 5

10

買荷保管積込所Ｂ

敷地境界線 284m

A C
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1
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5
,
0
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0
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,
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0

5
,
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0
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5
,
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,
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申請建物

B.No.1

B.No.2

市

道

敷

地

境

界

線

 

2

1

2

m

14

買荷保管積込所Ａ

調査位置図

：ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ調査実施位置を示す

B.No.1～2

(B.No.3 は調査位置不明)

2025.09.12
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構造仕様・基礎伏図

基礎伏図

構造仕様 A1:1/100

A3:1/200

基　礎

設計基準強度

ｾﾒﾝﾄ系固化材による深層混合処理工法

独立フーチング基礎

地業 (SSｺﾗﾑ工法 または同等工法とする)

コラム径

コンクリート

構造仕様

Fc24(躯体ｺﾝｸﾘｰﾄ)

φ800  88本 (空堀り長:1,330 + 改良ｺﾗﾑ長:2,670 = 先端深度:GL-4,000)

Fc18(土間ｺﾝｸﾘｰﾄ・基礎巾木･捨てｺﾝｸﾘｰﾄ)

設計支持力度

設計基準強度

固化材配合量 300 kg/m3（仮定：室内配合試験により決定するものとし、検査時に報告を行うものとする）

水固化材比 70 ％

試験 一軸圧縮試験(H13国交省告示第1113号第3)

固化材

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ調査（標準貫入試験）

設計GL

地質調査 ：実施済み

六価ｸﾛﾑ対応型

Lqa = 200 kN／m2（長期）

Sqa = 300 kN／m2（短期）

 qu = 600 kN／m2（終局）

3ｹ所 孔口GL -4.000m

監督員は着工に先立って“試験堀等”による支持層の確認を行い，必要に応じて設計の変更を行うものとする

支持層は，“砂礫層”とする支持層

鉄　筋

梁貫通

D16以下：SD295(JIS G3112)　重ね継手

D19以上：SD345(JIS G3112)　ｶﾞｽ圧接または溶接継手のいずれかとする

原則として設備配管は，基礎梁上部または下部で行うものとし，梁貫通は行わないものとする

梁貫通が必要な場合，補強筋は原則として工場製品（評定品：メーカー仕様による）を使用する

鉄　骨

継手･仕口仕様

主柱 BCR295

大梁・小梁 SS400

間柱 BCR295･STKR400･SS400

H12建設省告示1464号(食い違い･アンダーカット等の規定)を遵守することとする

高力ﾎﾞﾙﾄ ﾄﾙｼｱ形高力ﾎﾞﾙﾄ(S10T)

一部，溶融亜鉛めっき高力ﾎﾞﾙﾄ(F8T)

K-eins　１級建築士事務所滋賀県知事登録第ト-1310号　１級建築士第152848号　構造設計1級建築士第2338号　平塚政己

東近江市農業振興施設整備工事
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FG1

F2FG F2FG

FG1A

X

Y

≒765

FG1A

FG1A

既存建物

(MC250y)

2,667 2,083 1,250

B.No.1

B.No.2　→

(GL-180)

(GL-180)

(GL-180)

FG1

基礎伏図 1:100

特記なきものは下記による

：土間ｺﾝｸﾘｰﾄ　厚180(D13-@200 ﾀﾞﾌﾞﾙｸﾛｽ)

：立上りｺﾝｸﾘｰﾄ(白抜き部分は開口部を示す)

鉄骨柱等とのｸﾘｱﾗﾝｽは“15mm以上”とする

*土間ﾚﾍﾞﾙおよび犬走などは意匠図(施工詳細図等)による

*収縮ひび割れ誘発目地を適宜施工すること。(仕様は施工詳細図による)

・変更のある場合は，設計者と事前協議のうえ承認を得ること

：ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ調査実施位置を示す

B.No.1～2

：柱状改良地業を示す(接円配置)

＊構造物は越境しないこと

W150

D180

W150

W
1
5
0

(MC150)

800 kN/m2

設計GL = 120.449

2025.09.12
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φ800

F1FG

3ヶ所

(支持層)

地業底

25
0

8
0

基礎底

地業天端

1,
33

0
1,

25
0

60
0

40
0

4
,
0
0
0

L
=
2
,
6
7
0

基礎天端

F1x

2ヶ所

F2x

8ヶ所

Ｂ＊Ｄ

上端筋

下端筋

肋　筋

腹　筋

幅止筋

あばら筋は片隅ﾌｯｸ･ﾌｯｸ先曲げとする

基礎梁

5-D22

5-D22

D10@1000

450*900

5

5

5
0

6
0

1
1
0

450

9
0
0

2
5
0

1
,
1
5
0

1
,
2
6
0

4-D10

D10@1000

5
0

6
0

1
1
0

450

9
0
0

2
5
0

1
,
1
5
0

1
,
2
6
0

5/2

5/2

7-D22

7-D22

D13@150

(2段筋)

(2段筋)

60
60

4-D25

4-D25

D10@1000

4

D13@150 D13@150

4-D10 4-D10

450*900 450*900

5
0

6
0

1
1
0

9
0
0

2
5
0

1
,
1
5
0

1
,
2
6
0

450

4

t1

t2

h1

h2

h3

各部寸法

L2 D10 D13
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*折曲げ位置は梁幅の1/2を超えること定着長 L2

採用

390 480
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D16 凡例

無収縮ﾓﾙﾀﾙ

砕石地業

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ

防錆根巻ｺﾝｸﾘｰﾄ(最小かぶり100)
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La：鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造配筋標準図§2.2-3による

ＲＣ配筋指針　P127
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(施工にあたっては，採用ﾒｰｶｰにより再計算を行い，安全の確認をおこなうものとする)
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RG3

RG3A

PC250x

PC250y

T
B
1
3
9

T
B
1
3
9

TB139
TB139

B400

F1 F1 F2FG F2FG F2FG F2FG

C2 C2MC300x MC300x

FG2 FG2 FG2 FG2 FG2

折板受

4,500 25,000 4,500
5,000 5,000 5,000 5,000 5,0002654,235 265 4,235

1,000 2,750
750

1,0002,750
7502,500 2,5002,500 2,500 1,750 3,250 2,500 2,5003,750 3,750

B400
PC250y

4,
50

0

4,
35

0
30

0

B244

WB300 67
5

PC200x

GJ
GJ

GJ

□-100*100*2.3

@600

胴縁

W150 W150
W150

ﾊﾝｶﾞｰﾄﾞｱ　ﾚｰﾙ受け

-300*90*9*13

PC250x

WB300

TB194

PC200y

3,
25

0

F2x

1 2 3 4 5 6

壁
芯

柱
芯

柱
芯

柱
芯

柱
芯

柱
芯

柱
芯

壁
芯

棟

RG3

RG3

RG3

RG3

RG3

A通

B200

F2x F2x F2x F2x F2x

FG2 FG2 FG2 FG2 FG2

C2 C2 C1C1C1 C1

折板受

25,000
5,000 5,000 5,000 5,000 5,000265 265

2,500 2,500

3,
00

0
1,

15
0

18
0

@600

胴縁

□-100*100*2.3

GJ
GJ

GJ
GJ

GJ
GJ

GJ
GJ

GJ GJ

W150 W150 W150 W150 W150

4,
76

2.
5

□-100*100*3.2

鉄骨梁

鉄骨梁

吊金具

250 250

鉄骨梁

吊金具

吊り庇

SS-500型 (ｾｷﾉ興産)同等品

アルミ庇

既製品

・ｱﾙﾐ庇は鉄骨下地に直接取り付けること(外壁直止め禁止)

*400

本体パネル

六角ボルト

M10*65Ｌ

M10緩み止めナット

M6*25ﾋﾞｽ

@399.4以内

M10

下地補強

つぶれ防止対策

吊元レール

□-100*100*6

はぜ締め折板SSV-2型(ｾｷﾉ興産)同等品

(170ﾊｾﾞ　厚0.8)

2025.09.12

(重ね式 ﾎﾞﾙﾄﾀｲﾌﾟ 厚0.8 )

折板(重ね式)　SS-500型

折板(重ね式)　SS-500型

特記なきものは下記による

・変更のある場合は，設計者と事前協議のうえ承認を得ること

・小梁位置・＊印寸法等は，施工詳細図により再確認のこと

納まりにより,現場調整または設計者と協議のこと

GJ

：剛接合ｼﾞｮｲﾝﾄ位置(柱芯から1,000)を示す

2G3 2G3

GJ GJGJ GJ



File 2025/11/05 Output 2025/12/ 9

図 番

竣工

施工

着工

-
証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号

名 称

図 名

作 成

小 杉 光 史

構

部材リスト

柱脚リスト

A1:1/30･1/20

A3:1/60･1/40

(標準:700*700～最大:900*900)750*750

12-D22

2-D13(ﾀﾊﾞﾈ)

D13-@100

Ｘ＊Ｙ

ＴＯＰ

帯　筋

主　筋

900*900 (標準:850*850～最大:1050*1050)

16-D22

2-D13(ﾀﾊﾞﾈ)

D13-@100

Ｘ＊Ｙ

ＴＯＰ

帯　筋

主　筋

(標準:870*870～最大:1070*1070)900*900

16-D25

2-D13(ﾀﾊﾞﾈ)

D13-@100

Ｘ＊Ｙ

ＴＯＰ

帯　筋

主　筋

75
0

750

4

4

5022550
425

99
36

66
0

20
0

80
以

上

16
5

43
0

(6
00

以
上

)

50

30ｺﾝｸﾘｰﾄ天端

BPL下端

TOP たばね筋

65,000 kN･m/rad

8-D29 L=660 (SD490)

36*510*510 (SN490B)

回転剛性

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ

900

90
0

5

5

18
5

510

46
0

310 5050

72
5

(8
00

以
上

)

80
以

上
50

20
0

ｺﾝｸﾘｰﾄ天端

BPL下端

TOP たばね筋

(SN490B)

(SD490)

3
0

159,000 kN･m/rad

40*640*640

1
1
5

4
0

回転剛性

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ

8-D35 L=725

90
0

900

20
0

51
0

5035050

(8
00

以
上

)

20
0

80
以

上
50

ｺﾝｸﾘｰﾄ天端

BPL下端

5

5

TOP たばね筋

(TMCP325)

(SD490)

182,000 kN･m/rad

7
8
5

3
0

1
2
5

4
5

45*670*670

回転剛性

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ

8-D38 L=785

□-300*300*12

45
65

29
0

65
45

45652906545

51
0

510

ｼﾞｬｽﾄﾍﾞｰｽ J300-12N

4-R80 φ52

□-400*400*12C2

60
75

37
0

75
60

60753707560

640

64
0

ｼﾞｬｽﾄﾍﾞｰｽ J400-12N

4-R80

φ60

裏当金

□-400*400*16C1

670

67
0

70
85

36
0

85
70

70853608570

ｼﾞｬｽﾄﾍﾞｰｽ J400-16N

φ66

4-R80

裏当金

部材リスト･柱脚リスト

定着板(SS400)

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ(SNR490B)

座金をﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄに

全周溶接のこと

余長はねじ山3以上

座金

ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ

H-300*150*6.5*9MC300x･y

MC300x MC300y

ﾘﾌﾞﾌﾟﾚｰﾄ

定着板

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ

4-M20

12*60*60 (SS400)

(ABR490)

(SN490C)

ｺﾝｸﾘｰﾄ天端

BPL下端

最
小

D
=

3
0

a
=

(
定

着
長

さ
)

座金をﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄに

全周溶接のこと

b
=
*
4
3
3

5
0
0

*
2
6

(
標

準
寸

法
)

(
有

効
長

さ
)

*
4
1

52
22

*
3
9

*
6
0

(最小かぶり厚さ)

*
4
6
2

*
3
6
3

裏当金

350
125 100 125

5
0

5
0

15
0

25
0

5050 150
250

35
0

12
5

10
0

12
5

裏当金

C3

14

MC250y

ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

定着板

ﾘﾌﾞﾌﾟﾚｰﾄ

12*60*60

4-M20

19*280*160

(SS400)

(ABR490)

(SN490C)

ｺﾝｸﾘｰﾄ天端

BPL下端

160
8040 40

80
12

0
80

28
0

b
=

a
=

最
小

D
=

(最小かぶり厚さ)

(
定

着
長

さ
)

(
有

効
長

さ
)

(
標

準
寸

法
)

30
19

49
*4

65 *3
66

*3
9

*6
0

*4
33 50
0

*4
1

*2
6

H-250*125*6*9

1:20柱脚リスト

・ 基礎梁が取付かない認定工法柱脚

・ 基礎梁の下がりが50mmを超える認定工法柱脚

・ 在来型露出柱脚

基礎柱型ﾄｯﾌﾟﾌｰﾌﾟはﾀﾞﾌﾞﾙとし，柱型上端近くに配置する

以下の基礎柱には，四隅の主筋頂部に180°フックを設けること

M16

基準軸径

軸断面積

ねじ部有効断面積

標準寸法

ﾋﾟｯﾁ 2

166

157

400

14.54

mm2

mm2

mm

mm

mm

定着板(SS400)

50

5
0

t=9

d=18

3
2

座金

t=4.5

d=18

2
4

ナット

高さ=13

ABR490(JIS B1220 構造用転造両ねじｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄｾｯﾄ)

6
0

60

t=12

d=22

M20

基準軸径

軸断面積

ねじ部有効断面積

標準寸法

ﾋﾟｯﾁ

mm2

mm2

mm

mm

mm

2.5

260

245

500

 18.20

3
0

ナット

高さ=16

4
0

座金

t=4.5

d=22

定着板(SS400)

Y

X

K-eins　１級建築士事務所滋賀県知事登録第ト-1310号　１級建築士第152848号　構造設計1級建築士第2338号　平塚政己

東近江市農業振興施設整備工事

TB139

φ139.8*6

STK400

G.PL-12

(吊材)

(溶融亜鉛メッキ)

1

3

9

.

8

SS400

(方杖)

x y

SS400

PC250x･y

H-250*125*6*9

125

2
5
0

250

1
2
5

PL-9 , HTB 3-M20 HTB 4-M20

符号 断面

普通ﾎﾞﾙﾄは，戻止め(ﾜｯｼｬｰ付ｼﾝｸﾞﾙﾅｯﾄまたは溶接またはﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ)施工を行うものとする

雑部材

材質 備考

折板

胴縁 ﾈｺ:既製品またはPL-6

普通ﾎﾞﾙﾄ：2-M12

□-100*100*3.2

□-100*100*2.3 @600 STKR400

水平ﾌﾞﾚｰｽ H22 M22 耐震ﾌﾞﾚｰｽ(JIS A5540) VJ22 SNR400B

H16 M16 耐震ﾌﾞﾚｰｽ(JIS A5540) VJ16

棚板 CH.PL-6

根太

SS400

C-100*50*20*3.2 折板受 SSC400

吊り庇：ﾎﾞﾙﾄﾀｲﾌﾟH=150　厚0.8 SS-500型(ｾｷﾉ興産) 同等品

L-65*65*6 VJ65H65 SS400

符号

鉄骨

材質

断面

Y

X

柱脚

継手・仕口

柱

有効細長比(λmax)

□-400*400*12

BCR295

ｼﾞｬｽﾄﾍﾞｰｽ J400-12N

4
0
0

400

C1 C2

BCR295
4
0
0

400

□-400*400*16

ｼﾞｬｽﾄﾍﾞｰｽ J400-16N

300

3
0
0

□-300*300*12

BCR295

ｼﾞｬｽﾄﾍﾞｰｽ J300-12N

C3

PL-12 , HTB 4-M20

符号

継手・仕口

鉄骨

材 質

断面

大梁

(柱頭ピン)

1:30部材リスト
特記なきﾌﾟﾚｰﾄ類は，SS400とする

柱の有効細長比(λmax)は200以下，その他の圧縮材は250以下であることを確認した

(構造計算書を参照のこと)

柱の添付符号“x,y”は母材またはﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄの方向を示す。

通しﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑﾌﾟﾚｰﾄはSN490C,内ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑﾌﾟﾚｰﾄはSN490Bとする

符号

鉄骨

材質

断面

Y

X

仕口

柱脚

間柱

有効細長比(λmax)

MC300x･y

x y

SS400

在来露出柱脚

H-300*150*6.5*9

150

3
0
0

300

1
5
0

在来露出柱脚

STKR400

MC250y

125

2
5
0

SS400

H-250*125*6*9

在来露出柱脚

PL-9 , HTB 3-M20

PC200x･y

x y

100

2
0
0

200

1
0
0

SS400

H-200*100*5.5*8

PL-9 , HTB 2-M20-300*90*9*132 ,HTB 3-M20

MC150

□-150*150*6

TB194

H-194*150*6*9

BJ194

150

1
9
4

(開口周囲等)

天井受 C-100*50*20*2.3 @900 SSC400

Y

X

MC150

ﾘﾌﾞﾌﾟﾚｰﾄ

定着板

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ 22*350*250

9*50*50

2-M16

19*350*200 (SN490C)

(ABR490)

(SS400)

□-150*150*6

裏当金

350
50 150 5050 50

20
0

10
0

10
0

BPL下端

ｺﾝｸﾘｰﾄ天端

*
3
6

3
0

*
2
4

4
0
0

*
3
4
0

b
=

(
有

効
長

さ
)

(
標

準
寸

法
)

a
=

*
3
4

*
6
0

最
小

D
=

(
定

着
長

さ
)

(最小かぶり厚さ)

*
2
7
6

*
3
7
0

4
9

1
9

73.2 60.2 142.5 139.8

2

L-65*65*6 @450

150

1
5
0

-150*75*9*12.5,HTB 3-M20

173.8 53.1

SSV-2型(ｾｷﾉ興産) 同等品屋根　：はぜ H=170　厚0.8

G.PL-6, 普通ﾎﾞﾙﾄ 2-M12

2025.09.12

符号

継手・仕口

(片側剛接合)

鉄骨

材質

断面

片持梁

cG294

SS400

H-294*200*8*12

200

2
9
4

符号

継手・仕口

鉄骨

材質

断面

小梁

H-250*125*6*9

SS400

BJ250

H-300*150*6.5*9

SS400

BJ300

B250 B300

125

2
5
0

150

3
0
0

B400

H-400*200*8*13

SS400

B244

H-244*175*7*11

SS400

BJ244

200

4
0
0

175

2
4
4

B200

SS400

H-200*100*5.5*8

BJ200

100

2
0
0

SS400

H-400*200*8*13

SS400

H-300*150*6.5*9

WB300 WB400

300

1
5
0

400

2
0
0

B10

100

1
0
0

SS400

H-100*100*6*8

BJ10BJ400･GJ400 BJ300･GJ300 BJ400･GJ400溶接

(横使い) (横使い)

H-600*200*11*17

200

6
0
0

SS400

GJ600

H-500*200*10*16

200

5
0
0

SS400

GJ500

H-300*150*6.5*9

SS400

GJ300

SS400

H-294*200*8*12

150

3
0
0

RG1 RG2 RG3 RG3A

200

2
9
4

GJ294･BJ294

H-300*150*6.5*9

SS400

GJ300

150

3
0
0

2G3
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創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号

名 称

図 名

作 成

小 杉 光 史

構

継手・仕口リスト

継手・仕口リスト

A1:1/20

A3:1/40

(SCSS-H97) (SCSS-H97) (SCSS-H97) (SCSS-H97)

GJ200 GJ250 GJ300 GJ350

GGF-4X-J2010･0609-16

H-200*100*5.5*8・H-198*99*4.5*7

GGF-4X-J2512･0609-16

H-250*125*6*9・H-248*124*5*8

GGF-4X-J3015･0609-20

H-300*150*6.5*9・H-298*149*5.5*8

GGF-4X-J3517･0612-20

H-350*175*7*11・H-346*174*6*9

1:20継手・仕口リスト 高力ﾎﾞﾙﾄ:S10T(ﾄﾙｼｱ形高力ﾎﾞﾙﾄ)

ｶﾞｾｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ:SS400(添材等の部材は,母材の等級と同等級とする)

溶融亜鉛めっき高力ﾎﾞﾙﾄ:F8T(母材が亜鉛めっきされている部分)

＜鋼　材＞

特記なきものは、下記による

ﾌﾗﾝｼﾞ

ｳｪﾌﾞ

16-M16:L=50

 4-M16:L=45

2PL-16*100*290

2PL- 6*140*170

ﾌﾗﾝｼﾞ

ｳｪﾌﾞ

24-M16:L=50

 8-M16:L=45

2PL-12*125*410

2PL- 6*170*290

ﾌﾗﾝｼﾞ

ｳｪﾌﾞ

16-M20:L=60

 4-M20:L=50

2PL-9*150*290

4PL-9* 60*290

2PL-6*200*170

ﾌﾗﾝｼﾞ

ｳｪﾌﾞ

16-M20:L=60

 6-M20:L=50

2PL-9*175*290

4PL-9* 70*290

2PL-6*260*170

60 10 60

290
40404040

10
0 75
25

25

410

60 40 40 60
40 60 10 60 40

12
5 90

60 10 60
40 40 40 40

290

30
30

15
0

35
10

5
35

60 10 60
40 40 40 40

290

17
556

22
22

40
60 14
0

40

40 40

170
40 10 40

20
0 40

40

290

90 17
0

40
40

25
0

50

40

20
0

40

50

40 40
40 10 40

12
0

170

30
0

45

40
90

26
0

90
40

45

40 40
40 10 40

170

35
0

30
30

40 40
6060

40 40
10

(SCSS-H97)

GGF-4X-J4020･0912-20

H-400*200*8*13・H-396*199*7*11

GJ400

ﾌﾗﾝｼﾞ

ｳｪﾌﾞ

24-M20:L=65

 8-M20:L=60

2PL-9*200*410

4PL-9* 80*410

2PL-9*260*170

10
60 40 40 60

40 60 60 40
410

40
12

0
40

20
0

70

40
60

60 26
0

60
40

70

40 40
40 10 40

170

40
0

PL-9

ｳｪﾌﾞ 3-M20:L=45(45.5) PL-9

PL-9

　　印部のみ
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＊母材との段差が100より大きい場合

ﾌｨﾚｯﾄ上部をｶｯﾄ
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「鉄骨標準図 5-2」A2ﾀｲﾌﾟ
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